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総 会 開 催 ご 案 内

こ の 5年 0こ思 う こ と

OB会会長  13期 大島 良治

早いもので、ヮンゲルOB会が結成されて、

もう5年の月日がたちました。「 5年毎にOB
総会を開催する」とのOB会会則第 9条に貝」り、

本年 9月 、医王山の麓「医王の里」にて、ヮン

ゲル創部40周年記念事業と同時に、OB総会を

開催致します。会員の皆様には万難を排し、是

非参加下さるようお願い致します。

この5年間、OB会を維持してこれましたこ

とを何よりの喜びとします力ヽ 結成当時には思

ってもいなかった種々の悩みも生じております。

とはいえ、それらは皆様のご協力で解消してい

けることであって、今後もOB会を維持・継続

していけるものと信じ、かつ願っております。

OB会会長をお引き受けしました当時のOB
会結成理由や、運営 。活動方針の基本的部分を

再確認してみますと、

<結成理由>

1,現役部員の活動への精神的 。金銭的なバッ

クアップ

(特に、非常事態には全面的に援助する)

2。 現役部員と 5∞嘔以上のOBとのスムーズ

な避囃鞠野吻友

(磁 以上のOBに連絡する労力を現役

0こ負担させるのはあまりにも気の毒こかつ、

イテ事参加OBのみが全連絡費を負担するの

も不蓄ヨ∋

<運嗜まな針>

1.OB会を将来に渡って運営するためには、

全てのヮンゲル卒業部員をOB会員と考え

る。不本意ながら会員となっていたとして

も、会費納仄以外の制約はない。

しかし本人の自発意志による脱会、その後

の再入会などは自由である。

2.会費に関しては全OB会員に納入をお願い

する。会員の唯一の義務であり、会の運営

上の根本の一つである。

3.連絡 。案内等は全OBに行う

<活動方針>

1。 年に1-2回会誌を発行し、全てのOBと

週業卜を図る。

2。 年に数回行事を企画し、OB間にOBと現

役間の親睦の場を作り、全てのOBに案内

する。

以上となります力ヽ この5年、幹事の方達の苦

労は本当に頭の下がるものでありました。どの

ような」ヽさな会でも、作ることより、維持する

ことの方が何倍も難しいものです。OB会もそ

うであり、現実の生活とはかけ離れている分、

さらに難しさに輪がかかる面もみられました。

青春時代の思い出の中のヮンゲノ峙 代の占め

る割合は、人によって当然違うものでありまし

ょう。しかし、失うことの出来ない大切な思い

出であることには間違いありません。この大切

な思い出のほとんど力ヽ は 同康、後輩にま

つわるものです。景色その他の思い出は、そん

な方達と語り合う時、克明に湧き出て、共に懐

かしく浸りあえるものとなりましょう。

OB会は皆様方の思い出の中にある人達を、

会誌の発行、行事の開催という手段で、日の前

に出現させる手品師の役目もしております。

現在のOB会の姿に少々不睦 持っておい

でる方があるとも聞いております力ヽ 前述のと

おりであって他意は全然ありません。会の維持

は颯 勁 に行わねば進められないもの

であり、玉虫色では実際の維持はやっていけな

いように思います。
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この5年間の経験ヽ及び反省を踏まえ、OB
会を今後も発展させなければなりません。その

為には皆様方の変わわぬご協力が必要です。と

りわけ、金沢在住のOBに は、執行部に入り、

活動の一端を是非担っていただきたいと思って

おります。

来る9月 のOB総会にて、新執行部力漁

そして承認され 新体制が発足する手筈です。

新執行部もまた、言語明瞭・意味不明とされた

<ワ ンゲル理念>に基づき、会の維持・運営を

行うものと思います。私が先輩より教えていた

だいた<ヮ ンゲル理念 >が次期執行部には間違

いなく受け渡せますようで、嬉しく思います。

この5年間、ワンゲノ嗜5員に再度なったよう

な′亡ヾ楽しい時間を持つことができましたのは、

OB会と、現幹事の皆様のお蔭と、感謝してお

ります。本当にありがとうございました。

新執行部のもとでのOB会の益々の発展と、

皆様の御健勝をお祈りして、筆をおきます。

平成10年 6月 28日

40周年記念行事へのお誘い

金沢大学 ワンダーフォーゲル部 41期主将

佐藤 豪一郎

金沢大学 ワンダーフォーゲル部 も今年で40周年を迎えました。

そこで今回は医王の里 にて、記念行事が行われることとなりました。

今は遠方 にお住 まいの方 も、この機会に学生時代ヘ

思 いをはせてみてはいかがで しょ うか。

先輩方が現役だったころの話を聞かせてください。

先輩 ! お待ちしています。
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KUWV OB各 位

1998年 7月

K UWV40周年実行委員会

拝啓

海・山の季節の到来、OBの皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

さて、本年創部40周 年を迎える金沢大学ワンダーフォーゲル部の記念事業が、下記の

通りに決定いたしました。なにとぞよろしくご協力 。ご参加をお願い申し上げます。

参加の申し込みは8月 10日 までに同封の葉書でお願いいたします。

敬具

記

1.総会

期日  9月 12日 (土)午後 4時 -5時

場所  金沢市大菱池町 医王の里「森の家」 (二階 研修室)

(総合案内所 籠 076-229-1312)

2.記念事業

(1) 懇親会

期日  9月 12日 (土)午後 6時― (10時 )

場所  医王の里・運動広場   雨天の時 :森の家

内容  キャンプファイヤー・ア トラクション・各期スタンツ・歌など

(2) 記念山行

期日  9月 13日 (日 )9時―  雨天の時 :中止or大池平散策

A:医王の里―白元山一医王の里 (昼食) 午前11時半解散

B:医王の里一大池平or三蛇ケ滝 (昼食)一 トンビ岩一白/■山一

しがら頸―医王の里   午後 2時解散

C:医王の里一大池平or三蛇ケ滝 (昼食)― トンビ岩―自元山一

奥医王山一しがら頸一医王の里 午後 4時解散

(3) ワンゲル歌集発行

総会時に配布 (欠席者へは後日郵送配布)

-4-



3.その他

(1)宿泊  森の家 研修室 (畳敷大部屋)シ ュラフor毛布利用 100人程度可

バンガロー 5人 ×10棟

貸 しテント 5人用多数有り

(2)食事  9月 12日 夕食 13日 朝食 昼食・行動食までを用意

(3)費用  大入5,000円  小人 (中学生以下)2,000円

(宿泊費十食費十その他の装備 +現役分の経費)

当日受付にて集金

(4)交通  北陸鉄道バス  (大人 550円 ) (金 沢駅―医王山見上峠所用 1時間)

駅一金沢駅、スースポーッセンター前、見―医王山見上峠、園一公園下

行き  駅 7:52発 (ス) 園13:25発 (ス ) 駅15:45発 (見 )

の 3本のみ

帰リ  ス7:20発 (駅) ス 8:52発 (駅) ス14:10発 (駅 )

見16:46発 (駅)の 4本のみ

<ス ポーツセンター (徒歩15分)見上峠 (徒歩25分)医王の里 >

。上記のようにバスの便が悪いため、自家用車相乗りでの参加をご相談下さい。

(駐車場多数あり)

。実行委では 希望の方に車の手配を行います。

午後 3時 小立野工学部キャンパス門前にご集合下さい。

帰りは参加山行グループの下山時刻に合わせ手配 します。

(5)装備it  キャンプ泊一般装備をご準備下さい。

山行参加の方 :ま 日帰り山行の服装・装備をご準備下さい。

(6)その他

・参加申し込み者には8月 末、別途ご案内をさしあげます。

・お問い合わせは下記実行委員まで

椿川 利弘 (18期)◎ 076-275-3380 (自 宅・夜)

舟田 節子 (15期) 宣076-2229288 (自宅 。一日)

-5-



▲ 医王 山

医王山

ス,1(― ツ

センター

位 置 案 内 図
バス/金沢駅 響霧一 医王山登山口

発多医王の里
自動車/金沢市中心部から30分

湯涌温泉

むさし目   香オホ1方

●利用申し込みとお問い合わせ●

「医王の里」総含案内所
(〒 920-ll)金 沢市大菱池町 TEL29■ 1312

金 沢 市 森 林 組 含

(〒 920-13)金 沢市永安町77丁EL29-1131
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和紙の里
林道

田 ノ島 2

金沢

′S、 れあいの里

医王国

金沢市森林組合

永要町

馴
且

田上 橋

▲ 例l辰 山

寺 B」 5丁目

至萬山 至福井
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才k悪天の為中止となったことをご記憶の方

もあるかと存じます。

当時も30余名の実働現役に対し、参加希望

は家族を含め94名。南竜山荘泊まりを原則と

し、テント泊の方も山荘の食事を利用、昼食

は下山してから永井旅館で素麺など、チーフ

栂さんを始めスタッフの智恵を絞った対応が

計画されました。目の回る思いをしたあげく

の悪天中止。すでにキャンプファイヤーも認

められなくなっており、「もう白山を会場と

することは鯉 が反省でした。

そのうえに自山の宿泊設備は予約制にもな

りました。予約金がいる訳ではありませんが

早い時期に人数を確定するのは難しく、役員

ですら春の異動などで見通しがたちません。

白山の麓を懇親会場とし、天候を眺めての

日帰り登山一の案もありました。その場合は

キャンセノ畔斗がかかってくる宿泊施設になり

ますし、登山をしない人まで不便な白山麓に

集める必要があるのかの疑問が也てきます。

以上の理由により、「白山」|ま対象としな

いことになりました。どうしても登りたい方

は、1団11に お誘い合わせのうえ、天候も判断

されてOB会行事とは関わりなく登られて下

さい。尚、来年より室堂改築が始まり、 3年

間は食事の提供がなくなる見込みです。

倉谷会場案も、雨天の対応ができない。一

切を入力で運び込まねばならない。不足装備

をどこかから借りてこなけ才しばならない一で

却下されました。

日程については、夏休み中はこれだけの規

模の人数でのキャンプ場確保は観 と、夏

休みあけ早々の土日で確保することになりま

した。

以上の経緯で、医王の里が

雨天の対応が可能 (屋根付き大会場がある)

キャンプファイヤーができ、ヮンゲ″気分を

味わってもらえる。

必要装備が現場で借り出せる。

現地までの送迎卵容易。

食糧の搬入も容易。

自山と同じくワンゲルにとって十分懐かしい

馴
~itも

が参加し易いこと力ヽ 総会開催のために

重要なこと

と選定されました。

他の件もそうです力ヽ 役員達は時間をかけ

て、あれこれを検討して、この案 。このやり

方の決定を行っています。どうかこ7解の上

創部40周年にふるってご参加下さい。

ft;-i, tt'st
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情 報 サ ー ビ ス

ユヒ 1998年 (平 成 10年 )6用 30日 (火 曜 日 )

● 対象施設と申込先 (宿 ,自 を希望する日の 1週間前までに申し込んで下さい。)

白 山 室 堂 南 電 山荘 南竜ケ馬場ケビン

側)白山観光協会807619‐ 3‐ 1001 予約センターな07619‐ 8‐2022

夏山 ビーク時の交通混雑の緩和 安全確保及び自然保護のため、次の とお り市 ノ瀬～別当出合PBH(6 2km)の マイカー規霜」を行います。

マ イカーは通行 できませんので 雨ノ瀬て駐車 し、別当出含 までは路緑バ ス(有 料 )を こ和j用下さい。

● 規 制 日 ●規 制 時 間 ●規 制 日 ●規 制1時 間

◎7月 17日倫)～ 20日 (月 )…③20:00～ 012:00
◎7月 24日瞼)～ 26日 (日 )… 020:00～ 012:00
◎7月 31日瞼)～ 8月 2日 (日卜・C)20:00～1012:00

◎8月 7日 (金卜 9日 (日 )¨・020:00-012:00
◎8月 14日倫)～ 16日 lE)¨・③2000～ 012:00
◎8月 21日倫)～ 23日 (日 )¨(D20:00～ 012:00

●小学生/6,650円

に劉
8李 食

Lg88目

●荷 物  300円

調 ↓囀甲組合磯ぽ蘭出005-393

★夏 山 【かえり1237‐ 5115

( )内 は鶴栞駅役場前停留所時刻 ●別当出合、市の瀬よリー里野 キ宮温泉へ 3"戸 野てお乗り薔えください。

念行Fヨ,留 所 =奎沢駅～置ニケ辻～番林坊ヽ片 釘～■松～野々市中央～●栞鑽罰～ヨ声,～長島■

“

～日饉スキーt8入 C～自壼ヨ鷹―みとりの■～市の議～別当出合

■バ ス・電車運賃
静バ ス      |

■便利でお トクな 自山登 山 クーボン券 ∈・予約)

■ =′
でス往復券および白山菫

=宿
泊勢付

く金沢駅～自暉車■～市のコー別当出含 略図》

(バ ス)      (′ (ス )

(バス)a山下 (′
印1当 出合

(=)ク ーボン
"で

■● バスの■
=■

●で
=ま ',

●大人/9,800円  ● 中学生/8,600円

きゆ

野 町 駅 ～ ● 来 駅 460円 230円

■会員制自山登山定時バス (要・予約)

【予定時間表 l

《期間》7月 20日 ～8月第2日曜日まで

通 行
期 間

金沢∬ 瀬戸野 日   壺 市の議 自   饉 瀬戸野 金沢駅

着 発 着 発 発  1着 着 発 発 発 発 着 着

０
“
‐‐２

2● 64t (710) 亜 饉121301 (131581 13100
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毎年7月 1日～8月31日の間の自由での宿泊は予約が必要で■

自山`夏山ビ‐ク時の交通規制 (マイカニ等の一般車)

●お問い合せ/北鉄テレホンサービス

だR(076)237-5115



」L 国 幸斤 F‐● 平成10年 (1998年)6月30日

◆交通規制に伴う路線バス運行
区間市ノ願～別当出合

運行日 7月 18日 0～21日∞

7月 25日 0～27日幌)

8月 l日 0～ 3日帽)

8月 8日 0～ 10日 lni

8月 15日 0-17日0
8月 22日 0～24日0

時 刻 上記期間中の5:00～17:00の間
ビストン輸送します。

(た だし月曜日は9:00～ 17:00)
なお、最終下山バス(17:00別 当出
合発)は、鶴来駅まで運行します。

料 金 大人 400円・小人200円

白山のイベント案内
白障村 白山まつ り

7月 17日 1働・ 183(詢

尾口村 白山まつ り
7月 18日 的 (温泉 セ ンター 天 領 は 当 日無 料 )

白山まつり協賛 4ヽ田まゆみ女神展
7月 15日 図 ― 18日 0自 由― 里野 温 泉 、ヽれ あい晨示

=吉野谷村 吉野工芸の里フェスタ
8月 1日 (コ ー31日 い )

中富温泉薬師祭 り
8月 8日 (■

鳥酬吋 ―向―揆 ま つ り
8月 13日 い・14日o
手取峡谷ポートレース大会
8月 23日 (0)

河内村 河内千丈温泉平安祭 り
7月 25日 (」 -26日 (a)

口来町 サマーフェスタ in目来
7月 25日 tD・ 26日 (日 ,

鮎フェア in鶴来
7月 25日 (0)

自山スーバー林道 雪おくりまつり
7月 laω 三 方 岩 駐 車 場

御来光ツアー
7月 27日 い)・ 30日 い0・ 8月 3日 い)・ 6日 米

白山文化講座
7月 12日 (日 )・ 20日 は )・ 26日

`日

)各午 後 1崎30分 自由比 呼 神 社

□大な自由に抱かれた。。OOOO

自山南 竜 山荘 ::晋 :多藻綺 ,き鯛0

・ 8冒楓醜[予約センター TEL(07619)8-2022石 り|!県石り|1都自饉村

南竜山荘―帯は高山植物で―杯。 自山で最高のキャンプ場|1 登山のあとは、やつば暁課 ||
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F///.富虜 b 芽 、夜 寧 初 の 連 携
石
川
＾
富
山
、
福
井
、
岐
阜
の
四
県
が
初
め
て
連
携
で
企
画
し
、
昭
文
社

〈
東
京
）
が
発
売
し
て
い
る
ガ
イ
ド

ブ

ッ
ク

「
マ
ッ
プ
ル

マ
ガ
ジ
ン
　
白
山
」
の
売
れ
行
き
が
好
調
だ
。
広
域
エ
リ
ア
の
ガ
イ
ド
を
自
治
体
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
で

一
冊
丸
ご
と
作
る
の
は
昭
文
社
に
と

っ
て
も
実
験
的
な
試
み
だ

っ
た
が
、
地
元
以
外
の
大
都
市
圏
か
ら

の
反
響
が
予
想
以
上

に
大
き
く
、
　
″
環
白
山
″
ル
ー
ト
の
開
拓
が
新
し
い
観
光
資
源
に
つ
な
が
る
期
待
を
抱
か
せ

る
。
出
版
に
続
き
、
実
際

の
ツ
ア
ー
企
画
に
結
び
付
け
る
動
き
も
始
ま

っ
て
い
る
。
半
面
、
本
格
的
な
商
品
開
発

に
は
ま
だ
ま
だ
課
題
も
…
。

同
薔
は
昨
年
二
月
の
発
売
。

自
然
や
温
泉
、
祭
り
な
ど
多
彩

な
見
ど
こ
ろ
に
意
ま
れ
た
白
山

国
立
公
園
存
謳

心
と
し
た
地
域

イ
ド
の
発
行
部
数
の
ほ
ぼ
倍

で
、
十
万
部
を
超
え
れ
ば
ヒ
ッ

ト
と
さ
れ
る
同
社
の
ガ
イ
ド
の

中
で
も
好
調
な
部
類
に
入
る
。

部
数
の
半
分
が
地
元
で
そ
の

他
は
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
。

自
然
志
向
に
加
え
、
Ｊ
Ｒ
ほ
く

を
対
象
に
、
複
数
県
に
ま
た
が

ほ
く
線
開
業
や
安
房
ト
ン
ネ
ル

る
ド
ラ
イ
プ

コ
ー
ス
や
キ
ャ
ン

の
開
通
な
ど
北
陸
と
首
都
圏
を

プ

・
ス
キ
ー
場
な
ど
各
所
の
情

結
、仝
父
通
の
改
善
も
影
響
し
た

　

昨
秋
に
は
、
具
体
的
な
商
品

報
を
フ
ル
カ
ラ
ー
の
百
四
十
四

いう
し
い
。

「
東
京
の
中
高
年
ハ
　
化

へ
の
第

一
歩
と
し
て
、
観
光

イ
に
満
載
。
ア
ウ
ト
ド
ア
指
向

イ
カ
ー
か
ら
ル
ー
ト
や
温
泉
地

客
の
需
要
を
調

べ
る
た
め
石
川

に
対
応
し
、
初
心
者
用
の
山
歩

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
来
て
　
。
岐
車
両
県
が
互
い
の
県
の
観

き
案
内
ま
で
添
え
て
あ
る
。
　

　

い
ま
す
」
と
同
支
社
。
　
　
　
　
光
ス
ポ

ッ
ト
を
組
み
入
れ
た

一

担
当
す
る
昭
文
社
大
阪
支
社

　

同
社
が
広
域
エ
リ
ア
の
ガ
イ

泊

二
日
の

「
白

山

周
遊

ツ

ア

（
大
阪
市
）
に
よ
る
と
、
販
売

ド
を
す
べ
て
自
治
体
と
の
タ
イ

ー
」
を
実
施
。
石
川
側
の
十
回

部

数

は
十

万

八
千

部

に
達

し

ア
ッ
プ
で
作
成
す
る
の
は
初
め

の
ツ
ア
ー

（
定
員
四
百
人
）
に

た
。
こ
れ
は
北
陸
の
各
県
別
ガ

一ヽ
だ
が
、
南
九
州
な
ど
他
地
域

は
予
想
を
上
回
る
二
百
六
十
人

リ

ア
の
知
名
度

が
低

い
こ
と
を
示

し
た
。

両

県
を
結

ぶ
人

気

コ

ー
ス

の
白
山

ス
ー
パ

ー
林

道

が
通
行

で
き

る

の
は
六

―
十

一
月

の
半
年
間

だ
け
。

通

年

型

の
企

画

に
は

工

夫

が
必
要
だ

。

ま
た
岐
阜
県
観
光
課
は

「
昨

秋
の
ツ
ア
ー
は
四
県
共
同
で
や

り
た
か

っ
た
が
、
富
山
県
は
立

山
、
福
井
は
海
が
目
玉
。
各
地

域
の
利
害
を
越
え
て
足
並
み
を

そ
ろ
え
ら
れ
な
け
れ
ば
魅
力
あ

ふ
れ
る
ル
ー
ト
は
開
拓
で
き
な

い

一
と
強
調
す
る
。

あ
る
大
手
旅
行
代
理
店
の
企

画
担
当
者
は
、
白
山
周
辺
だ
け

で

一
泊
以
上
の
商
品
を
企
画
す

る
だ
け
の
観
光
資
源
に
は
ま
だ

乏
し
い
と
の
見
方
を

不
し
た
上

で

一
通
年
ツ
ア
ー
商
品
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
募
集
人
数
に

達
し
な
い
場
合
で
も
中
止
に
な

ら
な
い
よ
う
費

用
を
支
援
す
る

が
参
加

、
う
ち
九
割
か
ら
好
意

な
ど
自
冶
体
の
協
力
体
制
が
不

的

な
反
応

が

返

っ
て
き
た

。
　

可
欠
」
と
話
し
て
い
る
。

「
一
県
だ
け
の
集
客
に
は
限
界

　

試
験
的
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た

が
あ
る
。
広
域
的
な
連
携
は
全

石
川

・
岐
阜
両
県
の
関
係
者
は

国
各
地
で
も
進
ん
で
お
り
、
北

今
年
二
月
、
話
し
合
い
の
場
を

陸
で
も
積
極
的

に
取
り
組
み
た

持
ち
、
結
果
を
分
析
し
、
全
国

い
」
と
石
川
県
観
光
推
進
総
室
　
へ
売
り
込
む
た
め
の
方
策
を
検

は
意
気
込
む
。
　
　
　
　
　
　
　
討
す
る
。
ガ
イ
ド
プ

ッ
ク
は
好

一
方
、
今
後
の
ル
ー
ト
商
品

調
だ
が
、
増
え
る
マ
イ
カ
ー
観

化
に
は
課
題
も
横
た
わ

っ
て
い

光
客

へ
の
ア
ピ

ー
ル
な
ど
、
白

る
。
昨
秋
、
岐
阜
側
が
募
集
し

山
の
広
域
観
光
慎
素
は
よ
う
や

た
試
験
的
ツ
ア
ー
は
参
加
者
が

く
始
ま

っ
た
ば
か
り
だ
＾́

多
く
は
集
ま
ら
ず
、
環
白
山

工
　
　
　
　
　
　
　
（
福
田
　
要
）

大
き
い
大
都
市
圏
反
響

ル
ー
ト
開
拓
、商
品
化
に
課
題

販
売
が
好
調
の

一
マ

ッ
プ
ル
マ
ガ
ジ
ン
　
自
山

」

で
も
今
後
、
同
じ
手
法
に
よ
る

作
成
を
計
画
中
。
環
白
山
の
手

ご
た
え
が
各
地
の
広
域
ガ
イ
ド

出
版
に
つ
な
が
り
そ
う
だ
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
白
山
ス

ー
パ
ー
林
道
で
結
ば
れ
た
石

川
、
岐
車
両
県
か
ら
ま
ず
話
が

持
ち
上
が
り
、　
一
九
九
六
年
十

月
に
県
と
関
連

二
十

二
市
町

村
、
四
広
域
観
光
団
体
で
構
成

す
る

「
環
白
山
観
光
ガ
イ
ド
作

成
委
員
会
」
を
設
立
。
一
）
一が

母
体
と
な
っ
て
企
画
し
た
。

4県 が 期 待 を 寄 せ る 環 自 山 エ リア の 観 光 ル ー トづ

くり。自然の最かさが魅力だが =石川県白峰村で

表紙 |ま15期上馬康生氏、山岳ガイドは19期栂典雅氏力寸旦当しています。
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石
川
は

，
日
経
付
み
百
委
員
会
は
三
十

一
日
、
同
村
桑
鳥
に
広
が
る
中
生
代
ジ

ュ
ラ
紀
後
期
―
白
亜
紀
前
期

（
約

一
ほ
七
千
万

年
―

一
億
年
前
）
の
地
層

「
手
取
層
群
」
の

一
部

「
桑
島
化
石
壁
」
で
平
成
九
年
度
に
実
施
し
た
調
査
で
、
新
種
と
み
ら
れ
る

二
純
類

の
亀
の
化
石
や
、
よ
ろ
い
で
覆
わ
れ
た
よ
う
な
体
を
持
つ
ト
カ
ゲ
の
化
石
を
は
じ
め
と
す
る
動
物
化
石
約
八
百
点
、
植

物
化
石
約

四
千
上
Ｒ
が
見

つ
か

っ
た
と
発
表
し
た
。
た
は
現
代
の
こ
と
同
じ
よ
う
に
、
首
を
甲
鳳
の
中
に
引

っ
込
め
る
種
類
で
は

世
界
晨
古
と
さ
れ
る
。
湖
や
水
辺
、
そ
の
背
後
に
あ
っ
た
湿
地
帯
な
ど
、
異
な
る
た
い
積
層
の
化
石
が
含
ま
れ
て
お
り
、
桑
島

化
石
壁

ｏ
手
取
層
群
の
豊
か
な
生
態
系
も
あ
ら
た
め
て
証
明
し
た
。

（
関
連
記
３
０
面
に
）

首引っ込める型で世界最古

島の里

了
耀
獅
瞬
［梅
減

た
調
査
団
十
人
に
よ
っ
て
、
昨

う
ろ
こ
硬
い
ト
カ
ゲ
も

輛飩
鯉

ポ「ないは幅はけほ囀一［̈け̈一　一

先
が
生
息
し
て
い
た
こ
と
が
裏

付
け
ら
れ
た
。

卜
カ
ゲ
は
後
ろ
脚

の
骨
盤
か

ら
足
首

あ
た
り
ま
で
の
関
節
部

一
石
は
Ｌ
界
で
も
他
に
五
カ
所
で

一る
。

分
の
骨
の
化
石
や
、
う
ろ
こ
な

一
し
か
見
つ
か

っ
て
お
ら
ず
、
ジ

だ
｝十
五
点
を
確
認
。
成
長
段
階

一
ヨ
フ
紀
か
ら
白
亜
紀

へ
の
転
換

の
全
長
約
二
十
”
ほ
ど
で
、
よ

一
期
の
資
料
と
し
て
大
き
な
価
値

ろ
い
を
ま
と

っ
た
よ
う
な
硬
い

一
を
持

つ
と
い
う
。

体
表
を
し
て
お
り
、
陸
上
生
活

一　

・
」
の
ほ
か
今
年

一
月
の
同
村

し
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

一
教
委
の
発
表
で
、
下
あ
ご
の
歯

同
じ
白
亜
期
前
期
の
ト
カ
ゲ
化

一
が
見
つ
か

っ
た
と
さ
れ
た
ほ
乳

手
取
層
群
　
石
川
、
富
山
、　

一
地
」
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物

襦
六

岐
阜
県
に
広
が
る
、
中

一
に
指
定
さ
れ
た
。
今
回
の
調
査

生
代

の
シ

ュ
ラ
紀
後
期

―
白
亜

一
は
、
桑
島
化
石
壁
の
納
部
を
貫

杞
前
期

（
約

一
億
七
千
万
年

‐
一
く
ト
ン
ネ
ル
エ
事
で
掘
り
出
さ

一
億
年

前
）
に
た
い
積
し
た
地

一
れ
た
岩
石
約
二
万
立
方
妍
を
対

層
。
石
川
県
白
峰
村
桑
島
の
手

一
象
に
実
施
。
今
年

一
月
、
同
村

肛
川
命
城
は
通
称

「
桑
島
化
石

一
教
委
に
よ
り
個

‐
内
初
と
な
る
ほ

壁
」
と
呼
ば
れ
、
昭
和
六
十
年

一
乳
類
型
は
虫
類

「
ト
リ
テ

ィ
ロ

に製』妙油妙動“い臓規雌一外″「一っいわ雑詢紳い観

＾
ぎ
、
昨
年
五
月
に

「
手
取
川

一
い
る
。

流

域

の

珪

（
け

い

）

化

木

産

役 場

類
型
は
虫
類

「
ト
リ
テ

ィ
ロ
ド

（
は
ん
ら
ん

原
）
、
蛇
行
し
た

河
川
の
名
残
で
あ
る
三
日
月
湖

な
ど
、
三
租
類
の
場
所
に
た
い

積
し
た
地
用
と
考
え
ら
れ
て
い

団長の松尾秀邦氏は

KUWV3代目顧間です。

■
〓̈
一■
一」ｒ
暑̈
卜
静
＝
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flヒ 陸 r一 : 1998年 (平成 10年)5月 25日

ノ瀬 起 点 に 4.6キロ

尾根伝いブナ林観察
石
川
県
は
本
年
度

、
白
山
の

魅
力
を
登
山
者

に
満
喫

し
て
も

ら
う
た
め
、
古

く
か

ら
登
山
道

と
し
て
使
わ
れ

て
い
た

「
白

山

禅
定
道
」
の
復

元

工
事

に
着
手

す

る

。

年

内

の

完

成

を

目

指

し
、

二
十

四
日
ま

で
に
六

月
補

正
予
算
案

に
工
事
費

二
千
万

円

を
計
上

し
た
。

復
元
さ
れ
る

白
山
禅
定
道
は

道

幅

一
房

で
、
市

ノ
瀬

を
起
点

に
、
慶
松

平
付
近

で
観
光
新
道

に

合

流

す

る

四

・
六

ロ
キ

の

区

間
。高

度
差
が
大
き

い
こ
と

か
ら

登
り

な
が
ら
ス
ギ
や
ブ
ナ
な
ど

植
生

の
変
化
を
観
察

で
き
る

ほ

か

、
尾
恨
伝

い
を
通
る
た
め
、

白

山
山
頂
や
山
腹

に
広
が
る

プ

ナ

の
原
生
林

を
見
な
が

ら
登

山

を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る

。

現
在
の
白
山
登
山
は
、
別
当

出
合
ま

で
車

で
行

き

、
そ

こ
か

ら
砂

防
新
道
、
観

光
新

道

の
ど
ち

ら
か
の

ル
ー
ト
を
利

用
す

る

ケ
ー
ス
が
ほ

と

ん

ど

。

こ

の

た

め

、
古

く
か

ら
白

山
信
仰

に
使

わ
れ

た
市

ノ
瀬

か

ら
入

る
白
山
禅
定
道

は

使
わ
れ
ず
、
廃
道

状
態

に
な

っ
て
い

た
。
同
県
環
境
安

全
部

は

「
砂
防
、

観
光
新
道

に
比

べ
、
眺
望
が
優

れ
て
い
る
。
本
格
的

な
登
山

コ

ー
ス
と
し
て
県
民
に
利

用
し

て

も

ら

い

た

い

」

と

話

し

て

い

る
。
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辛斤 tlZ尾Jて塵二(199曼年)6月 8日  (月曜日)聞」L

食料 や 医薬 品 な どを 運 び 込 む ヘ リコプ タ ー

=8日 午 前 9時、 自山室 堂 セ ンタ ー

ヘ
リ
、早
朝
か
ら
物
資
空
輸

.自‐=山,温‖窯‐.掌‐
夏
山
シ
ー
ズ
ン
入
り
を
前
に

八
日
、
自
山

・
室
堂
セ
ン
タ
ー

ヘ
物
資
の
空
輸
が
始
ま
り
、
自

山
観
光
協
会
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し

た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
午
前
四
時

半
か
縁

働
、
一書
々
に
回
転
翼

響

轟

か
苑

。

ヘ
リ
は
自
山
の
市
ノ
瀬
登
山

口
か
２
専
米
や
医
薬
品
、
燃
料

な
ど
の
物
資
を
ネ
ッ
ト
で
つ
リ

下
げ
て
、
何
度
も
往
復
し
た
。

こ
の
日
の
室
堂
セ
ン
タ
ー
の

午
前
八
時
の
気
温
は
七
度
。
周

囲
に
積
雪
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ず
、
山
頂
に
続
く
斜
面
は
ハ
イ

マ
ツ
や
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
緑
に
覆

わ
れ
て
お
り
、
自
山
奥
宮
わ
き

で
は
ク
ロ
ユ
リ
が
つ
ば
み
を
膨

りヽ
ま
せ
て
い
た
。

室
堂
セ
ン
タ
ー
の
木
下
道
雄

主
任
は

「平
年
よ
り
も
重
解
け

動
朽

峰

い
学

繹

紳

こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
」
と
重

場
の
水
不
足
に
対
す
る
懸
念
を

の
ぞ
か
せ
た
。
室
堂
で
は
防
水

シ
ー
ト
を
張

っ
て
水
を
た
め
、

約
四
百

ント
を
備
蓄
し
て
い
る

が
、
夏
場
の
節
水
を
登
山
客
に

呼
び
掛
け
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

6月 8日 でこの状態です。
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OB
(平 成 9年 11月

《 収 入 の 部 》

OB会 費納 入

預 金 利 息

計 報 告
～平成 10年 6月 30日 )

△
〓
＝

△
〓

443, 000
376

計 443, 376

79, 671
74, 760
2, 109
8, 892
9,480
5, 181

47, 604
23, 831
14, 269

《 支 出 の 部 》

No.8制 作 費(や ま ざ と )OB会 報

郵 送 料

秋 の 小 屋 酒 場 食 費

備 品他

春 の小 屋 酒場 食 費

備 品他

小 屋 作 業 案 内 等 事 務 局 連 絡 費

役 員 会 打 ち合 わせ 等 費 用

文 具 費 そ の他

《差 引 剰 余 金 》

前 回 (9。 10.31.現 在 )繰 越金

収   入   の  部

支 出 の 部

265, 797

1, 108, 311
443, 376
265, 797

計

差   引   合   計 1, 285, 890

艦

*こ の後、会報9号製作費、郵送費、記念

…

の確認連絡費、40周年記念事業

歌集製作費、総会報告 (会報10号)の製作費、郵送費が支出予定となっています。

*今期の会計は駆周年記念事業残金 707, 169円を繰越算入してスタートしてお

ります。

-15-



糸内ノヽ幸皓

35周年記念事業から平成10年 6月 末までに、当会会計にご納入いただいた方々のご芳名

を報告致します。

平成 5年 3月 %周年記念行事への寄付 一口 51000円  皓簿、記念誌配布)

″  7月 現役より山小屋BH修復へのカンパお願い 一日 3,000円

6年 6月 年会費納入開始  2,000円 //年 平成 6年 -10年分一括納入をお願い

9年 1月 部誌B H33-37号発行資金カンパお願い 1,000円以上

以上のようにこの5年余りの間に実に何度もの懐を痛めるお願いをしてまいりました。

お戯業でそれぞれの目的を達成することができました。改めておネL申 し上げます。

上記のうちこ労名を掲載しましたのは、部誌BHのカンパのみでした。山だヽ屋の方は現

役の会計であり関わらずとし、35周年については、一貫して寄付 (協賛金)と表現してま

いりました。

問題になったのは「年会費」です。これがどの程度会員義務となるのか一。役員会では

これもお願いのレベルのこととし、未納者の公表は論外として、引き算をすれば間接的に

同義となる納入者の公表も控えるべきとしてまいりました。ところ力ヽ

*幾つもの会からの請求がある為、OB自身が払ったか払わないかがわからなくなって

しまった。OB自身が確認できない不使を生じてしまった。

*い くつものお願いが重なったな 年会費を払ったはずと勘違いされていたOBがあっ

た。

*払ったことに自分の意志が反映されているのに、その点をうやむやにされていると、

不快を示すOBがあった。

*上記の理由から「OB会会計は不明朗である」の声もあがってきた。

以上の理由により、山小屋修復カンパを含め、すべての領収事実をここに公表することに

致しましたのでこマ承下さい。

尚、

*締切期限を大幅に経過していたな
―

Nl金扱いとして処理された場合もあります。

*35周年時に多額を振り込まれ、年会費相当分も納めたものとされたらしい方も見受けら

れます。

*年会費を納入されていない方につきましては、今回会計締め最後の振込票が同封されて

います。 8月 10日 を最終締切とし、総会での会計報告を行います。

総会後に出される会報内において、追加嗜名をご報告します。

-16-



ヮ ン ケウ 驀

KUWV創部

“

周年記念品は、ワンゲル歌集復刻版としました。40年の歴史を踏まえ、

活字は大きめ (老眼対策 !)。 携帯版というより、愛蔵版:“年歌いつがれた歌と、その

時代を反映する歌を選曲中です。

表紙は会報と同じく、21期竹中 敏さんにお願いしました。また、歴代の歌集の表紙は

中表紙として再使用。懐かしんでいただけたらと存じます。

歌集は、40周年総会にて配布しますのでミ懇親会,こ
て早速ご利用下さい。欠席の方へは

会報 (総会報告号)に同討し配布させていただきます。

歴代歌集の
―

につきましては

の方、紛失、記憶なしの方もあります。

ただけますようお願いします。

1-5期
B―ウタウタウタ  ー9

C―ヮンゲ
｀
ル歌集 9-20

D―ヮンゲ
｀
ル歌集 20-

E―ヮンゲル歌集 銘-34

各期代表の方にご協力いただきました力ヽ 未回答

以下掲載以外の歌集をご存じの方、至急ご連絡い

1金がわヮシ域たみ磁:F

ワン勁 レ歌彙
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⊂)Bイ 妻蒲念お番 寸
'こ

バ0こ       として「 5年もちこたえる」の課題を乗り越え

負認 Ⅱ ス テ ー ジ 0こ 向 け て  ることができました。有り難く醐 しておりま

す。振込率は8割に達し、ほぼ全OBの正確な

事務局長 舟田 節子   連絡先か把握され、会の骨組を整えることがで

きました。

5年前「 OB会を作ろう !」 と、部室に「35

周年記念誌編集委員募集」の張紙を出し、その

一方で「廻 、依頼」をおぼしきOBの方々に

発送し、35周年記念事業実行委員会を立ち上げ

たのは、この私でした。OB会設立後は、事務

局長兼「やまざと」編集長として、OB会の中

枢ともいうべき立場にいましたので、会長をさ

しおき、総括をまとめさせていただくことにし

ます。

<%周年からの5年の総括>

平成 5年 8月 21日 、総会・懇親会が石川県厚

生年金会館にて開催されへOB会会長よ 役員が

承認されました。

あの時、蒲原さんの父1岳事故の体験から、現

役をサポー トできるシステムを整えたいの気運

もあり、角間へのキャンパス移転を目前にして、

「 OB会を作りたい」は多くのOBのコンセン

サスとなりました。現実に総会に参加したのは

全OBの 5分の1です。全OBに総会開催を知

らせ、それで集まったOB達に承認された会則、

役員により、このOB会を運営する一さしあた

り公正な手順を経たものと思います。

そうやって、誕生したものの、残る5分の 4

のOB達にもそれが受け止められていくのか―

その時点では何の見通しもたちませんでした。

「どれだけのOBが賛同してくれるのか ?」

「何ができるのか ?」

「どんな企画に、どれだけのOBが参加できる

のか ?」

本当に5年後までもちこたえられるのかすら

判らないままに、年会費納入のお願いが始まり

ました。

そんな暗中模索・実績無しの会にもかかわら

ず多くのOBの方々から5年一括の会費が振込

まれてきました。それらを何よりの基盤・支援

-22-

この間に、会報 9冊と号外が発行さな 40周

年記念としてヮンゲ.態 を今再編中です。

現役に対しては、部誌B H33-37号 の発行資

金をカンパしました。35周年総会とあわせ山小

屋補修カンパも行い、 3年にわたる補修作業の

資金となりました。高二郎の登山道補修に対し、

金沢市からの補助金がおりるよう働きかけ、部

のパイトとして年間閻万円が確保できるように

もなりました。

補修作業完了を記念してBHにて月見の宴を

開催し、その翌年からは小屋洒場が始まり、小

屋の整備がOBの手で楽しく行われています。

重複します力ヽ 登山道修復の手も今春ついに頂

上に達し、高二郎は整備された山に復活しまし

た。

ここまでの実績を上げられたことを、OB会

員の皆様に深く感謝します。その分、多大の負

担をこなすことになった役員の皆様には、どう

感謝していいかわからないほどです力ヽ 人から

の評価というより自己評価においておそらく満

足がえられたものと思います。

<第 Ⅱステージに向けて>

以上までなら、シャンシャンといきたい所で

す力ヽ 実の所はいくつもの問題が出てきていま

した。 5年前はOB会がなかったから、OB会

ができてさえくれれば良かったのです。

OB会ができて、個々のOBが把握されてく

るにつ叔 40年の触 500人のOBの考え方

の違いも明らかになってくることになりました。

OB会ができたこと、いろいろな企画が出さ

れたことで、かえってヮングル時代と現在との

距離にはっきり気付いたOBもありました。

「OB会とは何だ」

「OBであることと、OB会員であることはど

こまでオーバーラップするのか」



「役員はどこまでの義務があり権限があるのか」

「会員にはどこまでの義務があるのか」

「会費は寄付レベルなの力＼ それとも納付義務

なのか」

などに、全体優先のイt中 庸のイt個 人優先の

代、それぞれの意見が出てきて、どうにも収拾

がつかなくもなりました。

曖味にスタートせざるをえなかった第 Iス テ

ージ。第Ⅱステージは、よりOBの現状にあわ

せた形態を一とそう願ったものの、それぞれに

正反対の意見があるのです。

その上に、何よりの失望は、役員の成り手が

いないという現実でした。本当に頑張ってくれ

た役員達。それなのにいざ号|き 継ごうとしたら、

役員連だけが浮き上がっていて、やろうという

メめ 出ヾてこない。

そのあげくにやりすぎだと力＼ 諸々の活動が

良いOBと悪いOBに差卵lす ることだとか

私は一時は切れて、「 こんなOB会つぶせばい

い |」 にもなったのです。

そんなご恥亡を経て、結果的には事務局長を

継続することになり、OB会会則もほぼ継続と

なりました。

事務局に届いた意見はすべて役員会に公表し

考えてみました。会費ランクを分けるもの、会

員待遇にいくつかのケースを分けるもの、入会

意志の確認など一それらは一部の方にはある程

度の納得のいく現状にあった方式であっても、

もっと大きな弊嵯謎名業鈷体にもたらしてしまい

ます。つまり、「分ける」ということは、OB
の現状を考えれιま より疎遠の方向に流される

ことなのです。いつでもいわゆる「正会員」に

復帰できる、なりたい時からOB会員になれる

と規定しておいても、一旦関わりを細 くし、断

絶してしまったら、ほとんど戻ってこれない。

結局一律に会員になっていただき、定期的にコ

ンタクトを取る。コンタクトさえとっていれば

機会に恵まれた時に、総会なり行事に参加でき

るだろう。いつでも参加できるOB会 とするな

ら、ただ一種の会員、ただ■種の会費しか設定

のしようがないのだと、役員達は確認しました。

・会則はアバウトでよい。具体的にどう対応し

ていくかは、役員達が最善と思うやり方とす

る。

一会費納入と会員待遇はどの程度対応するの

かや、未納者はどうするのか等は明記しませ

ん。

・OB会を育てていきましょう。その為に協力

していただきたい額として会費をお願いする。

一一律とする。現役からOBへの移行の際の

み特例となる。

・卒業した方はすべてOBであって、役員の側

から分別は一切しない。

一何故強制されるの力、 勝手に会員にされる

のは迷惑との意見もありました。この種の受

け止め方の違いは、もう仕方がないと思いま

す。

以下にOB会会員1を再掲します。第 5条が

実数に合わせ変わるくらいです。

また、会則上の変更はありません力ヽ 同期

代表の方には、同期の住所変更のチェックを

はじめ、同期のまとめをお願いすることにな

ります。次の5年、同期代表をお引き受けい

ただけるのかのお尋ねを出します。

醒 候補者は以下の方々です。

銀    J聖名 lE■ a鋤
幹事   ヨUll 隆次 α(測D岡部 伸一 α鋤

栂  典雅 α側

"久
富 象二 鋤

深田  進 O醐 森 恵利子 (2鋤

名倉  均 C型

"会計   鳥越 f申博 鋤

事務局長 舟田 節子 α醐

」渥鱈陽オヤジ      辰野 隆義 α3勤

以上の運営方針と新役員を、総会にてご承認

いただきます。

異議、提言のある方は、まだ審議の時間があ

りますので、事務局までお知らせ下さい。

-23-



∧
工
お
供
■
八
挙
丁

”
ソ

い／

″
，

１
１
一／

、ァ

―ヽ
‐
ド
ツ

ル
″
戯
岬

∩
）

「Ｈ
Ｙ
ハ
西
△
〓
＝
ｍ
″

第

一
条

　

（名
称
）

本
会
は

一
全
沢
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
Ｏ
Ｂ
会
」
と
称

す
る
。

（以
下
，
大
会
と
称
す
る
。
）

第
二
条

　

（構
成
）

本
会
は
金
沢
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
に
所
属
し
た
卒
業
生

で
構
成
す
る
。

第
二
条

　

（目
的
）

本
会
は
全
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
と
と
も
に
，
現
役
部
員
の
幅

広
い
活
動
環
境
の
維
持
を
支
援
し
，
も
っ
て
金
沢
大
学
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
条

　

（行
事
）

本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
，
次
の
行
事
を
行
う
。

一
。
会
詩
の
発
行

二
．
会
員
名
簿
の
整
理

三
．
記
念
行
事

四
。
そ
の
他
，
目
的
達
成
に
必
要
な
諸
行
事

第
五
条

　

（役
員
）

本
会
の
目
的
遂
行
お
よ
び
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
，
会
員
相
互

の
互
選
に
よ
り
，
次
の
役
員
を
置
く
。

役
員
の
任
期
は
五
年
と
し
，
再
任
を
妨
げ
な
い
も
の
と
す
る
。

会
　
長
　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

副
会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
一ユ
名

事
務
局
　
　
局
長
　
　
　
　
一
名

会
計
　
　
　
　
一
名

局
員
　
　
　
若
千
名

事
務
局
局
長
の
う
ち
二
名
は
原
則
と
し
て
現
役
部
員
よ
り
選
出
す

２
つ

。

第
六
条

　

（連
絡
員
，
運
営
委
員
）

本
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
，
会
長
の
委
託
に
よ
り
各
期

一
名
の

連
絡
員
と
，
若
千
名
の
運
営
委
員
を
置
く
。

第
七
条

　

（顧
問
）

本
会
の
運
営
に
必
要
な
指
導
と
助
言
を
仰
ぐ
た
め
，
顧
間
を
置
く

こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条

　

（独
関
）

本
会
に
次
の
機
関
を
置
く
。

一
．
総
会

二
．
役
員
会

第
九
条

　

（総
会
）

総
会
は
五
年
毎
に
開
催
す
る
も
の
と
し
，
会
長
が
こ
れ
を
召
集
す

る
．
総
会
で
は
以
下
の
事
項
を
決
す
る
。

一
．
水
会
の
会
計
に
関
す
る
事
項

二
．
会
則
の
改
廃
に
関
す
る
事
項

三
．
本
会
の
行
事
に
関
す
る
事
項

四
．
役
員
の
選
出

五
．
そ
の
他
，
本
会
に
関
連
す
る
諸
事
項

な
お
役
員
会
の
決
定
に
よ
り
，
会
長
は
臨
時
に
総
会
を
召
集
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条

　

（役
員
会
）

役
員
会
は
第
五
条
の
役
員
を
も
っ
て
構
成
し
，
本
会
の
運
営
に
当

た
る
た
め
随
時
開
催
で
き
る
。

第
十

一
条

（役
員
の
補
充
）

役
員
に
欠
員
が
生
し
た
場
合
は
役
員
会
に
て
補
充
す
る
。

補
充
役
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
十
二
条

（会
資
）

本
会
の
経
費
は
会
長
の
治
め
る
会
賀
と
寄
付
金
を
も
っ
て
こ
れ
に

充
て
る
。

会
費
は
年
間
二
千
円
と
す
る
．

た
だ
し
，
役
員
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
た
場
合
は
臨
時
会
費
を

徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
現
役
部
長
の
部
活
動
に
た
い
し
，
役
員
会
の
決
定
に
よ
り
，

そ
の
費
用
の
一
部
を
本
会
の
会
費
よ
り
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

（付
則
）

本
会
則
は
平
成
二
年
八
月
二
十

一
日
よ
り
実
施
す
る
。

本
会
の
事
務
局
は
事
務
局
局
長
宅
に
置
く
。
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OB会 役 員 会 の 活 動 経 過

と OB関 係 I青報

(♯ は日時の確定していないもの)

11月 20日 代表連絡員に転居先不明者住所の

問い合わせ

12月 6日 会報 8号印刷製本済

(プ リントショップ多田)

12月 8日 会報 8賽 鮨田)

平成10年

1月 10日 lLu区 OB新年会 あまつぼ

m圧曜闘  0期田村 3期北 5期隅葉

7期村田 B期大島 1鎮所覗予 1蹴 田

15期奥名 5期舟田 B馴閣 I1 18期岡部

"期
久富 

“

期尾倉)

1月 12日  OB4紹避議会通悧 0.13壱基 (舟田)

1月

"日

 OB会役員会通信NO.2発送 (舟聞)

2月 5日  OBメ ,キ ー合宿第 1朝発送 (舟田)

3月 2日 医王の里 9月 12-13日 予約

3月 13日 OBスキー合宿案内発送 (舟田)

3月 20-22日  OBスキー合宿in野沢

(O MEE村 11期青柳 11期上村 11期側 ll

B刷辰野十友祐君 15期松林+美乃里さん

15既奥名 15期舟田 Ю期早サ||+家族 3)

3月 %日  OB会役員会通信NO.3発送 (舟田)

4月 2日 各

…

員に、住所チェック、

未納者へのフォロー、離集チエツクを

依頼 綺 田)

4月 6日 現役へ余色立体地図寄贈 αl期日珊

4月 16日  OB会響態署嶽副ヨЮ。4う笛き (舟田)

4月 22日  OB会役員会 ココス元町店

α3期大島 13期辰野 1睡  1醐 田

1麒川Ul1 19期栂 23期中川

現い  副将谷本)

4月η日 OB会役員会通悧 0。 5発送 針田)

5月 1日 春の」ヽ憂鬱開酵揆送 388綺田)

5月 5日  OB会役員会通信NO。 6発送 綺 田)

5月 18日 40周年実行委員会

G鋤癬り11 18期岡部 19期栂 2幌移、富

"期
深田 2期森 器期中りID

5月郎、2日 春の小屋酒場

旧道 (分岐―頂上)補修 トイレ基礎工事

(0期日村 1鑢賑野 1鉱臥島 1帥措田

1弱見L5 1動即尻尻 1,況舟田 1領期り‖

16期清水重 18鵬 1 1螂 20期欠勲

5月 28日  OB会役員会通信Ю。7発送 衡田)

5月 30日 嘲 丁ち合わせ (奥名 舟田)

6月 1日  OB会落詳≒討副曰Ю。8:む送 (舟田)

6月 2日 スポーッ振興課へ作業報告 (舟田)

♯  40周年企画書作成 ③

6月 20日 役員会 X: AEEE
(0期日村 B期大島 1繊麒略 1鱒舟田

1銀鶏剖ll Ю期栂 20期久富 20期深田

鵬 倉 器鶏烏D
♯  納入報告リスト作成・OB会名簿作成

宛名ラベル作成 略創

♯  錯 椰 日 筍 ≧(判
♯  印刷 (プ リントショップ多田)
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OB一 言 通 信

10-春の小屋酒場案内希望者)

○

金沢大学公式ホームページ専門委員会の仕事

もしています。ワングルOB会でのホームペー

ジを開いて頂けるなら、しかるべく所 (「卒業

生のページ」「「 (サークル紹介)ワ ンダーフ

ォーゲル部」)からリンクを張りたいと思うの

ですが 。

○

い より)

明けましておめでとうございます。

それ以上におめでたいのは国会に巣食う政治

屋達と霞ケ関の木ッ葬落ひ洪 です。彼等は現在

の様な経済、情報の醗 化のもんた鶴代 |こ、自

分達が無用の存在になったことに気付いていま

せん。

郵政省は年賀はがき売りで辛うじて食い繋い

でいます。郵政省をツプす一手段として年賀状

を皆が機さないことです。従って私の年貨状は

今年で廃止させていただきます。皆様の御協力

をお願いいたします。

一離島のすすめ一

皆さん、魂に鍛の寄った人々と観光業者だけ

を残して日本島を脱出しましょう。国の機能を

失った日本民俗は世界|こ離散して生きるしかあ

りません。

孤島に異常繁殖したねずみが離島して、死中

に活を求める様に。

長い間御無沙汰していた山歩きを再開しまし

た。

*iヒ 正昭     3期

*江竜 喜史   3期

*森島 稔   4期   ○

やまざと8号の内容は実に味の濃い読みごた

えのあるものでした。ご苦労に感謝します。

当方は平成 4年以来 5年にわたる増設プロ

ジェクト (発電機 330万kw)力浣了し、火力発

電所として日本最大 (470万 b)規模になりま

した。長い登山?で した力ヽ 満足です。 5月 を

楽しみにしつつ、鍛えます。

い閥

今年l城が早く咲いたと思っていたら、梅雨

も早まったようによく降ります。

いつもこまめに連絡をいただきありがとうご

ざいます。そして、春の小屋酒場のお誘い状あ

りがとうございました。

ご返事が遅くなりました力ヽ 欠席の返事を出

すことになってしまいました。

お誘い状の一行「社会人・家庭人のOBと も

なりますと、直前になるまで予定もたたないも

の一。一」は名言であります。そのうえ、予定

が確実になり確定する頃はほとんど力ヽ より圧

力の高い方が遅くやってきて、結果は断念の方

へと導くのです。マーフィーは成功の法則です

力ヽ 今の我々には「遅くなる程断念に導かれる」

という不成功の法則になってしまいます。

小生も現職場の川越火力発電所で6年になり、

6月末には転出することになる予定です力ヽ そ

の先は人が決めてくれることで未だ見えていま

せん。その知 ヽ緩やかな世界か、さらに多忙

の生活力＼ いずれになりますやら。

でも、小屋酒場への憧れを持ち続け、そのた

めにボトルキープとして同封しておきます。と

りあえず飲んでおいて下さい。空になったら入

れてもらえればいいですから一。

皆さんによろしく。天候にも恵まれますよう

0こ。 5月 10日

*金岩 孜   5期
ご案内をお送り頂き感謝しています。年末腰

を痛めてしまい、山からはますます遠ざかって

しまっています。

輸 も厳しく、十分な支援も難しくなっ

てきました。 (年齢が年齢な為)。 その辺り、

こ聯 の極
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*大崎 進   6期
1997年 に行った山

5月 (福井)三周ケ岳、夜叉ケ池

9月 (栃木)奥白根山

その他 福岡県内の山々

*小出 義夫   6期
本当はそんなに忙しくないのに、「忙しい」

ことを口実に、すっかり山歩きから遠ざかって

おります。私の愛車 (スパルレオーネ 四輪駆

動)も今やクラシックカーといえる年代モノに

なりましたし、私の山小屋 (?静岡県県立公園

の1100m地点にある)も同じ年代モノで、すっ

かリボロとなりました。

*上野 善美子  6期
いつもありがとうございます。金沢を離れて

××十年、なかなか参加にきませんので、種々

の催しの案内はご不用に願えればと思っていま

す。

○

帥

OB会の件、毎度お世話になっております。

申 )

9月 の40周年大会の時に確認してみてはどう

かと思います力ヽ 連絡形態を親子状とすること

も検討してみて下さい。各期の代表が受け入れ

る力＼ 代理をみつければ可能と思います。

*中川 皓三郎  6期
¨ より)

桜の花が咲き、一挙に春がやってきた感じが

します。獣 素お変わりありませんでしょうか。

ところで、私は、この二月で学院をやめ、こ

の四月から大谷大学短期大学部で学ばせていた

だくことになりました。自分自身でも意外な展

開に驚いているのです力ヽ 一から学ばせていた

だこうと思っています。

二十四才の時、どうしても生きていけなくな

って、それこそ駆け込むように入れていただい

たの力ヽ この大谷専修学院で した。その入学式

の時、信国先生が宮沢賢治の「世界ぜんたいが

幸福にならないうちは、個人の幸福はありえな

い。」という言葉を引かれて、私達一人一メめ｀

親鶯上人に教えられて、日常的自己から世界的

自己へと新しく生まれ変わることを果たし遂げ

ること力ヽ この学院の使命だと話されたことを

今も覚えています。

それ以来、二十一年の学院生活でありました。

新しく移ります大谷大学においても、信国先生

のお心を憶念しながら生活させていただこうと

思っております。

よろしくご指導お願いいたします。

平成10年 4月

*村田 泰恵   7期    ○

1-8期で他に出席者がいますか。もしいま

したら、E―mail等でお知らせいただけると嬉

しいんですが一。

前略。毎号、懐かしく拝読しております。当

誌発行等で、OB会役員の方々のご苦労いかほ

どかと推察すると共に、心より感謝致しており

ます。

皆様方の益々のご活曜をお祈り申し上げます。

*中山 美津枝  7期
(ご機 の年賀状から)

自山、鞍掛山、富士写ケ岳、鳴谷山、大日山

似上石サ|1県)ホノケ山、赤兎山、鷲ケ岳、大

長山、大師山、吉野ケ岳 (以上福井県)甲斐駒

ケ岳、自馬三山 (長野県)僧ケ岳 (富山)

北陸百山踏破も半分以上きました。教職終了

までには完登できたらと思っています。そして、

その後は深田久弥さんの日本百名山挑戦と夢を
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描いています。

昨年 2月 14日に生まれた孫の太郎が可愛くて

なりません。みんなから「おじいちゃん」(お

ばあちゃん)と呼ばれるのにも慣れてきました。

こうして、ほんもののおじいちゃん(おばあち

ゃん)になっていくんだなあと思っています。

本年もよろしくお願いします。

*篠島 益大   8期   ○

(E― mil lこ て)

OB会ではいつもお世話になり、厚く感謝し

ます。春の小屋酒場の件、舟田さんよりご案内

頂きました。残念ながら時間の調整をつけられ

ず、参加にきません。

当社グループは全て3月 本決算の恭卜 5-6

月にかけ関連会社と当社の株主総会が続きます。

23日 も高知バナホームの総会が重なり、残念な

次第です。 6月 には法文国州砧ぶ α岬 の

先輩である田尻氏 (現当神調漿 金沢市高尾り

が株主総会にて社長就任予定であり、後輩とし

ても気の抜けない時期でもあります。

舟田さんにもよろしくお伝え頂くとともに、

ご参加の皆様には日頃の煩わしさを忘れた一時

をお過ごし頂くよう、祈念申し上げます。

5月 6日

*穴田 昭-   8期   ○

新年会は何時から、どこでやります力、 懐か

しい顔が見られそうで行きたいけれど、ちょっ

と無理なようです。残念 !

春の山小国管永 行きたいけれど、これも無

理かなあ一。計画が具体化したらお知らせ下さ

い .

「やまざと」編集者の苦労を感謝しながら読

ませていただいております。ありがとう。

*絡 に   8期

*黒崎 史平   8期
久し振りに自山へ行きたいと思いつつ、時々

希産植物の調査の為、― の低山の谷間をう

ろついています。

*吉田 幸造   9期   o
(E― mail lこ て)

いつもお世話ご苦労様です。 5月郎、24日 は
セミナーがあり欠席させていただきます。

前回のはがきで9期谷道の住所変更を連絡し

ました力、 又自宅を建てたらしく、再度変更し

て下さい。

私は何年ぶりかで、鈴鹿。御池岳ヘカタクリ
を見に登りました力、足腰が痛く、歳を感じて
います。小屋酒場盛況を祈っています。

平日いつも見るアドレスは

ko.y∝hida@screen.∞ .jpですので、よろしく。

*清水 -   9期
19943月 1日 で退職予定

*平村 耕作   9期   ○

やまざと8号ありがとう。楽しく読ませてい

ただきました。

来年は創部40周年になるとのこと、すごいで

すね !総会など楽しみにしています。

*白井 勇   9期
拝啓 お手数おかけ致します。谷道兄の新住

耐 のとおりご回報申し上げますのでよろし

くお願いします。

もう40周年です力、楽しみにしています。今

から足腰のトレーニングに′t懸けさせていただ

きます。

*伊藤 俊成   9期
あれからもう5氣

こんなハズじゃなかったのに一デキの悪い (

会費は繰 寄付崩鬱尽 棒 の意譜場が代は

自1出 tc3 0 Bのイt粛格になってしまい、誠|こ 申

し訳なく思っています。

自然体ではダメ。かなりの努力が必要と認識

を新たにしました。さあガンパルぞ一。
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*伊藤 博道   9期
「やまざと」ありがとう。

1997年は経済・金融面とも大変厳しい年でした

力ヽ 984は少しでも回復するよう願っています。

後輩の皆さんのますますのご健闘を祈ります。

なお、97年 6月末から、クレジット会社|こ勤務

しております。 C98。 1.婦D

*島林 仁司   10期
遅くなりました。この所腰の調子が悪く、最

後まで迷っていました。春の小屋酒場までには

回i第るでしょう。 3年目ですれ

*森川 功    11期
40周年はやはり白山でやってほしい。準備は

たいへんだろう力ヽ 南龍の小屋泊まりにしても

いいのではないでしょう力、

*上村 人史   11期
残念ながら、山イテきとはすっかり縁遠くなっ

てしまいました。

私の故郷の岐阜県の山奥で、嗣 lk Jヨ lk

―
ll流域ネット (NSK流域ネット)を運

営することになりました。越美南線 (現長劇 ll

鉄口 と越美北線をつなぎ福井から岐阜までと

いう、国鉄の果たせなかった夢を、ネットでつ

なごうというグループです。http:/ん鼎.nsk。

org/をのぞいてみて下さい。活動中、自然保護

問題を避けてはいられなくなりました。こ削 ll

源流の自然保護を応援する予定です。

http://wmopipionet/nagaraga盟 です。

*小山 清   11期
お宙話ご苦労様です。来年は創椰Ю周年です

力ヽ ますます増えるOB会員に対して、連絡さ

れる手間も大変だと思います。OB会を永続さ

せるためにも、

A会員一すべてを連絡する

B会員一「やまざと」を送るだけ

に区分するのはどうでしょう力、

*長岡 副   11期
いつもご返事を致さねばと思いつつ、ついそ

のままになってしまい、申し訳ありません。

年末の確か

"日

に、時間を幸いに自山麓を廻

ってきました。暖冬力ヽ 旨いして、かなり奥まで

車が入り、かつて訪れていた出作りの地、河内

谷、五十欲 赤岩など懐かしい地を、この冬の

季節に歩けることが夢のようでした。

その帰路、手取川ダムから鷲走ケ岳への林道

を辿りました。さすがに上までは到達できなか

ったものの、丁度白抜山の下辺りで、及ケ岳、

大笠山の、夕陽を‐杯あびた姿ガヽ 何か別世界

の山々を見ているようでした。

*津田 伸生   12期
住所が変わりました。

*野村 益己   12期

*大島 良治   B期   ○

*吉田 穂積   13期   ○

*柴田 茂樹 訓子13期   ○

*仁藤 早苗  14期
4年間住み償れた北海道を離れ、二重県に来

ました。鈴鹿山脈の左側二つの山が食堂から大

きく見え、雪が降った次の日の快晴には光り輝

いてとてもきれいでした。回りは伊勢茶で有名

な茶畑が点在しています。今は鶏のお世話をし

ています。融 餌やり、集卵と大忙し。鶏糞

は唯肥となって、近所の茶畑にまかれます。

*J墜:正啓  15期   ○

田村さんが穂積さんと白山に出向いた際、食

当たりに苦しんで、その原因力ヽ ベルクハイム

に保管されていた桑の実酒ではないかと疑われ

ています。私は一人暇にまかせて少々いただき

ました。その開 帳 常は見られませんでした

ので、無実であると思っています。

侯 の実酒弁護人より)
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*FHD新-  1湖   ○

毎回やまざと、楽しく読ませて頂いています。

山から遠ざかっている身に、又、山への気持ち

を呼び起こしてくれます。今は横浜と、BHか

らはちょっと遠いのですが、機会をみて、J渥

酒陽是非参加したいなあと思っています。

まずは今回のやまざとの送付、ありがとうご

ざいました。

*松林 知-  1瑚   ○

「やまざと」ありがとうございます。

この秋せっかく買ったゴアの山靴も、」醐

へ行った以外は出番がありません。来年こそは

フルに履けるよう、この冬はせいぜいスキーで

足腰をきたえたいと思います力ヽ どうなります

やら。

舗 号に、楽しい楽しい「山小屋酒場」へのお

誘いをしたため、続くOBス キー合宿参加と、

着々ヮンゲルOB編の実績を伸ばしつつあっ

た彼は、小屋洒場 1週間前にご尊父様逝去。

やむなくの不参加となりました。 合掌)

攀
―

―互塑  ○

いつも楽しく拝読させていただき有り難うご

ざいます。情熱のこもった紙面に、■lII者 の方

々のご苦労拝察いたします。ご自愛専一の程お

祈り申し上げます。

随 にて)

今回の小屋酒場のご案内拝受し相当思案いた

しました。小生の山小屋を訪ねたいという願望

は日をおうごとに強まるところです力ヽ 運悪 く

軒 が前の日まで結婚体暇で休みのため、Jヽ屋

酒場の翌月曜日をィ!勧増む と、会社の仕事に

相当影響を与えてしまうのです。そこで今回は

お休みにして、近いうち0こ月曜日を休I限にして

―Aで倉谷を訪ねてみようと考えています。い

ろいろと心配をお掛けしましたがご容赦下さい。

だヽ屋酒場にお見えの方にくれぐれもよろしくお

*坂尻 忠秀  1棚日  ○

やまざと8号ありがとうございます。年々歳

々 1年の過ぎていくのが速く、思わぬ我が身体

の変調に驚くことも一。でも気持ちだけは、張

りを持って生きたいと思っています。

40周年でまた多くの人と会えることを楽しみ

にしています。

*椰む工 酵 、 19明

「やまざと」熟読させていただきました。編

集の大変な作業をひしひしと感じました。

」ヽ生 2年前に整形外科医院を開業しました力ヽ

欧 界ももはや右肩上がりの時代ではないので

毎日苦′亡ヽしています。

跡 への序義 さらなる飛翔力、停年への

助走か―今年もよい年でありますよう心よりお

祈り申し上げます。

潔一BHの様な別荘と、高二郎に登った体力

力弩次しい

和子――報 の学費と、贅肉の無い体が欲しい

c_瞼 il迄の番 れ 昨夏伊吹山で、清水氏力＼

白山一BHPWの思い入れこもる赤布を、是非

是非高村夫人に受け取って欲と′いとの事:それ

で秋のJ邸 でBHから外してきて、
~l―

L‐

さんに送り、コピーを作ってと頼んでありまし

た。汚い字にコピーするのがたいへんだったよ

うです力ヽ 完成し送付してもらいました。

どうせならと、ご近所の字野氏に高村さんを

誘って」ヽ屋酒場に飛入り参加せんか?と案内を

送ったその選鶉

(E― mil lこて)御無沙汰しています。節ちゃ

んから、小屋作業に高村さんを誘って是非来い

との手紙をもらいました。

高村さんに連絡を取った所、搬 ちゃんの

調子が悪く 信熱 の風鴨 て行けないとの返事

をもらいました。こういう事情なので、行く気

伝え下さい。 5月 17日
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力が失せてしまいました。六甲山の代替で良し

とするかと思っている所です。

晴れる事が保証されて、働かなくても良けれ

ば考えなくも無いです。一思案中-5月 19日

は信より)

今年 |ま桜の開花も早いとのこと。もうすぐ春

ですれ

赤布、去年の暮れには出来ていたのです力ヽ

半分を水性ペンで書いてしまって、もう一度油

性で上から書こうと思っているうちに今日にな

ってしまいました。

3月 21日 に山」ヽ屋に行かれる 0主 ;スキー合

宿との勘違い)と聞いていたのでその前までに

と思いながら、まだ時間があると思っているう

ちに 2月 も過ぎ、 3月 に入ってしまいました。

本当に言い訳ばかりでごめんなさい。

いつもお世話になりすみません。どうぞ2代

目の布、山小屋にお掛け下さい。また機会があ

れlま 私達も現場で見てみたいと思っています。

この前は、家の近 く、といっても山道です力ヽ

往復 3時間くらいを友達と歩きました。 2月 だ

ったんです力ヽ 冬の山っていいですね。初めは

少し寒いかなあ一と思っていました力ヽ そんな

に汗もかかないし、.歩き易かったです。これか

らも時々歩こうとその時は思ったんです力ヽ ま

だ歩いていません。

では本当に遅 くなり、ごめんなさいね。よろ

しく !

(山小屋で食べて下さいと送られてきた神戸ク

ッキーの方は、 3月 21日 の日付のみ遵守でOB
スキー合宿の差し入れに転用致しました。陳謝

=Ⅷ

咄

砥

詢

。 不

体調は少しずつ回復に向かっています。春の

山小屋へは行けるようになりたいです。

(E― mil lこて)

ヮンゲルOB会ご苦労様です。手伝えること

があれば言いつけて下さい。

おかげさまで少しずつ体の調子が戻ってきま

した。小屋作業に倉谷組として参加します。田

日朝 8時に車で工学部に行きます。 1年 3か月

ぶりの山歩きで、物も担げ女 作業もあまりで

きないと思います力ヽ とにかく新たな一歩を踏

み出したいと思います。   5月 5日

*舟田 節子   亜聖   ○

エルニーニョ現象の余波一いつもならラッセ

ルしての医王山の納山会.雪がなかった替わり

に、なんと管理勢め いヾた !(戻Tの里のこと)

登山道有料論者の私としては、管理料を払う

のはやぶさかではございません力ヽ 共用公示期

間外に見つけた !と ばかりやられたのはムムー

でした。 (しかも、水もトイレも使った訳でも

なく、使えた訳でもない !)たかが 100円でゴ

タゴタするのも心が汚れる一と、払ったけれど、

(おまけに、40周年行事の候補地だもの。マー

クされる訳にはいかない)一管理人の見回りも

しない登山道のゴミ拾い、整備もやっている身

にはカチン !のできごとでした。

お金で、労力で、いろいろあることを、管理

料の定規だけで計られるのも一。自然1漏住のも

の?みんなのもの 1-で も、方法論が見つから

ない一。

神戸から東京に戻って 4年になりました。こ

のまま東京に居そうです。

山小屋酒場―いいですね。

"数
年前のあの頃

に戻れそうです。でもなかな力動 する機会が

なくて残念です。

*山田 容子   裕期

なかなか出席できず残念です。「やまざと」

発′訳 ご苦労様です。毎回なつかしく読ませて
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頂いております。ついこの間のようでいて遠い

思い出一年月の過ぎるのは早いものです。

挙井上 敏明   16期

さlUll 隆次  6期   ○

秋は参加できませんでした力ヽ 来春はまたよ

ろしくお願いします。

*山内 政司   16期

今年こそはと毎年思っているのですが一本当

に今年はOB会行事にゼ劉加したいと思っていま

す。

- 1開
今回は特にありません。

先週OB会の郵硬振替口座に3万円送金いた

しました。自分では会費を滞納したつもりでお

りましたので、その分と今後の年会費をあわせ

て10年分に充てていただければ幸いです。(年
二千円×10=2万円と計算しました。年会費改

訂があれl湖1除鉄います。)

残余の1万円は事務局で会合時の茶菓代にし

て下さい。

今でも年に数回は登山・ハイキングを続けて

います。特に夏は家族を引き連れ、テントを担

いで1ヒアルプスに登っています。いつもOBの
方や現役の姿をテントサイトで探しています力ヽ

なかなか会えません。いつか山で懐かしい人に

出会いたいものです。

*緋 憧難  1翻
OB会運営でこ嗜場様です。久し振りに返信

を送ります。毎日の仕事に忙しく、返信も出せ

ずに大分時間が経ちました。出さないと出しに

くくなるのも事実であります。

今年は0周年紹吟力潮1かれる由、もし転勤し

ていたら出席できるかもしれません。よろしく

お願いします。

*森 博彦   1闘

*津島 直也   18期

12月 より小松―高松便の航空路が新設されて、

3時間もあれば金沢へ行けるようになりました。

学生時代は連絡船に乗り、米原口りで8時間か

かっていましたカキ‐‐.

*■lll 利弘  18期   ○

正月1教 スキーに行きます。

*栂 典雅 。陸美 19期 。21期○

今年嶺酬幾■転、山に復活します。

*佐野 吏    19期

「今年の夏こそは金沢に4子 くぞ。」と思いつ

知 に、今年も添え書きしています。

*深日 進 。厚子 20m  O

*久富 象二  200
昨夏北海道マラソンで惨敗してしまったので、

もう一度挑戦してみようと思っています。

*竹中 敏   21期
屋調縫りめ ク`マに襲われて亡くなったこと、

それに、ジョン・デンバーが亡くなったことが

ショックでした。

先日「ガイヤシンフォニー第3番」という映

画を見ました。興 の自然な生き方がいい

と思いました。

*加藤 万里子  21期

*安達 敦子  2期

*黒崎 敏男   2期
やまざと第8号楽しく読まさせて頂きました。

事務局の皆様いつも綴 です。
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*森 恵利子   22期
同期青木さんの住所です。

いつも案内ありがとうございます。敏さんの

挿絵に山への想いをつのらせています。

*中サll晃成  墾聾  ○

めでたく「クビ」になりました印刷担当。や

っばり、すばやい仕上がりときれいな印Ellの方

が動 っヽたと思います。これまでの度重なるご

迷惑 (遅い印刷)は、次回の原稿を約束すると

いうことで、お許し願います。

早いもので40周年の年になるのですれ 5年

に一度なつかしい顔々に出会えること力ヽ この

OB会の最大の存在理由と考えている私です。

でも日程が厳しいので困っています。早くも3

つがガッチンコしています。

11月 に表面の住所に転居いたしました。変更

手続きよろしくお願いします。

*広岡 謙一   "期
3月一杯まではかなリハードなので参加でき

ません。来年度のことは今はわからない。

それよりも、表のFAX、 E mailも書けとは、

何け?時代も変わったな。私は、ちょっと前に

始めたヮープロなど、いまだ右手人指し打ちや

ぞ。

*鳥越 伸博   器期   ○

*商脅 翻 舒  2棚

*石地 隆司  "期

"期
の皆さん、次の同期会は関西の番です沢

恒例の「8期関西支部忘年会」の席上、 陶К

長く続けるためにも1年置きでいいんじゃない

洞 ということで来年やることに決まりました。

また、名古屋地区にも,肌脱いでもらってはと

いう意見も出ておりましたんで、御検討の程―。

*辻村 善徳   25期   ○

今年は一度(春か秋に)ベルクハイムに訪れ

てみたいと思っています。今年もよろしくお願

いします。

*難波 利行・清芽 筋期%期 〇

いつもありがとうございます。登山層ЭO年

にしてゴアテックスの偉大さを知りました。そ

れまでは、ハイバロンのムレムレしみしみカッ

パデ、やっぱ山って我慢だよなあと思っており

ました力ヽ ゴアテックスのカッパを生まれて初

めて着用し、考えを変えました。「やっぱ登山

は金を使って装備だよなあ。」

ところで北ア周辺に「 K2」 (ケ ーツー)と

いう何とも素晴らしい山がありました。

傷囃③

拝啓 常々のOB会活動、本当に頭の上がら

ぬ思いです。OB会誌も毎回楽しみにしており

ます。

先日せっかくJ餞 の案内状お送り下さっ

たのです力ヽ とても行かれそうもありません。

犀奥の 5月 は大好きです。あの谷側に咲いてい

たカタクリやキクザキイチゲはもう咲いたでし

ょうか。ブナの新緑はどこまで登っているでし

ょう。楽しんできて下さいませ。

*高橋 伸治   %期
事務局の皆様型ヽ大変御迷惑おかけしました。

照会の方 (細田 晴美)の転居先がわかりまし

たので御連絡します。

*山口 雪枝   "期
定田様の転居先です。返信遅くなって申し訳

ありません。いつも本当に御嗜労様です。

*定田 誠    飾期

連絡が遅れて申し訳ありません。'96年 8月

より横浜に移りました。労働委員会 (組合みた

いなものです)の活動をしております力ヽ 最近

ようやく慣れてきたような状況で、未だに横浜
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の街中をゆっくり見ることもできずにいます。

少しずつ行動半径を拡げていきたいと思います。

会報 7号、 8号ありがとうございました。

*益川 珠美代  %期

*辻 自峰    η期

長子誕生。「憶良らは いまは罷らむ子泣く

らむ そを負ふ母も 吾を待つらむそ」

の′ふ暁です。

*二木 博子   解期

いつも連絡ありがとうございます。1998T l

月現在の住所です。書いてない方は今までどお

りです。

*北村 久 秀  田 期

「やまざと」いつも楽しく見せていただいて

います。

_*土井 泰彦   
“

期

平成 9年 3月 で、9年間勤めた会社を辞め、

関西学院大学大学院で、臨閑畔 学んでい

ます。

最近金沢に行ったのは、平成 7年の12月 でし

た。金沢城内の大学敷地は、石りIFlま でし力■、

れないようになっていました。それでも中が見

たくて、バリケードを乗り越えて中に入ったら、

警備の人が車で追い掛けてきて、詰所まで連れ

ていかれました。説教でもされるのかと思った

ら、詰所の横に卒業生が建てられた石碑があり、

筍子の言葉が書いてありました。警備員さんに

「 この文の意味が判るか?」 と問かれました力ヽ

「判りません」と言ったらあっさりと放免され

ました。判る方は教えてあげて下さい。

*宮崎 俊郎    2弾ロ

いつも会報をお送りいただきありがとうござ

います。この嵐 硯 僣所0こ 転居いたしました

のでお知らせ申し上げます。 10年 5月

*中道 正樹   29期   ○

学生の頃、薄着で山行を繰り返し、結構寒さ

に強いと思っていたのです力＼今ではすっかり

寒め りヾ0こ なりました。

いよいよスキーシーズン。家でもゲレンデで

も着ぶくれしています。

*北村 智明 。高木 美保 "期

年末に父のきわどし呼術があったりで、引越

や、年始の挨拶が遅れました。すみません。

金沢は家 すか?こ ちら乾いています。雪も

恋しく思います。

*辮卜 嘉計告  翻

醐

舟田様 先日はお手紙ありがとうございまし

た。実は私、 4月 1日 よりめでたく社会復帰し

まして、山渓の広告でおなじみの「アノL/パイン

ッァーサービス」に就職いたしました。

」TB7年間の旅行業界経験と、のべ 1年間

のアジア&ヒマラヤ放浪経験を生かしつつ「世

界の山と辺境のエキスパート」を目指して参り

ます。ちなみに主なツァーとしては、夏はカナ

ディアンロッキー、ヨーロッパアルプス。冬は

ネパールヒマラヤ、ニユージーランドカリま コ

ースです力ヽ この他、ボルネオのキナバル山頂

アフリカ、キリマンジャロ登頂t南米アンデス、

パタゴニアなど、あらゆる地域を対象にしてお

ります。 (」 TBでは行かなかった所ばかりで

すが一)

ヮンゲルOBの方も、既に海外TREK経験

をされた方、少なからずいらっしゃるかと思い

ます力ヽ 是非今後ともよろしくお見知りおきお

願い申し上げます。     草々

ps 5月 20日 の締切間に合いません力ヽ 時間見

つけてヒマラヤTREK情報お伝えしたいと思いま

す。 5月 20日
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*野田 和裕   ∞期

いつもお世話になっております。

OB会の効率的運営に関し、意見を述べさせて

いただきます。

現状は、現役引退撫 麟証印こOB会に入会

し、会費も一律となっていますがt OB個人の

WVへの思い入れ、OB会に入会しても参加に

きない、などの理由から、やや無理があるよう

に思われます。そこで、以下のような規約を設

けてはい漱 しようれ

「
―A会員一会卸〇〇円

針 1‐…B会員 ‐
―

円

非会員―会費支払の義務なし

A会員-OB会読k OB会主催の各種催しに

参加する人

B会員-OB会誌のみ送る、催しの通知なし

非会員―何もなし

これらの会員は一年ごとに申請できる。例え

ば今まで非会員だったもの力ヽ B会員やA会員

になることができる。その場合は各期連絡員を

通して申請する。また、記念山行などの慣伊晰子

事については、会員・非会員を問わず、通知す

る。その場合の郵送料は、山行費用あるいは0

B会費から負担する。などです。   以上

*多久 聡美   31期

*鯛1l nll  醐

*1鷺

ま」】[l醍墓丁:豊ly采当にありがとうご

ざいます。届けていただいた「やまざと」を読

ませていただき、 2年間のプランクが埋められ

てほっとしています。'98.1以後神奈川県に引

っ越す予定です。 2年振りの日本の冬に震える

毎日です。

*今井 未央   34期

お手数をおかけいたしました。

*松浦 真也   &期
いつも「やまさ

｀
と」を楽しく読ませて頂いて

おります。来年 6月 に結婚します。

*石りIl 明弘   %期
たいして働いてもいないのに、ボーナスをも

らいました。こんな私にボーナスを与えると|ム

大阪へ引っ越してきて 2ケ月。山へ行きたいな

と思っているその瞬間t奥出氏よりtel力ち

「山行かん ?」 正月は怠けた体で南アの方へ行

って参ります。

*柴田 祐介   釘期

*若山 悟    釘期

いつも御苦労様です。今年の4月から、摩周

湖まで車で10分で行ける弟子屈 (て しか力う と

いう所に住んでいます。

*橋本 征治   器期

山のない千葉県で頑張っています。

ムすゲロ
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野 沢 ス キ ー イ予 き の I更省

0期 田村 昭夫

皆の前で「これぞ真のスキー術也」とカッコ

イイところを抜露する筈でした力ヽ 悪条件が重

なり御期待に沿えなかったことを陳謝いたしま

す。

その原因は「シルバーall引 」のリフト券であ

りました。六十歳以■al引 と云う甘い誘惑につ

い乗って、ゲレンデの上に運ばれてしまったの

が失敗でした。私のスキー術は純粋培養型でし

て、以下の条件が整わなければ作動しないので

す。

条件一、緩斜面であること

条件二、平滑で新雪が十センチ以下であるこ

と

です。通常はこの二つの条件を求めて、スキー

を背負ってゲレンデをうろつくのです。

それが急に高い所まで一気に運ばれたので、

私はパニック状態になってしまいました。スキ

ー博物館入りの年代物のスキーは全くその機能

を失いました。お見苦しい姿を害様の前で曝し

た背景にはこの様な理由があったのです。

帰りの車中で、11期の青柳君はさかんに、私

のスキー用具の博物館寄贈と、カービングスキ

ーヘの履き変えを勧めてくれました力ヽ 長年履

き慣れたスキーに別れるのは辛いし、如何にす

べきか悩んでいる昨今であります。

いっそ一本杖で、妻を着て滑るのも悪くない

とも思います。

一
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いつも、「私信」の部分もご紹介すべきか

どうかと迷います。私信だから省くのがマナ

ーというものです。

でもでも、こっちの方が私の好きな「心」

が漏れ出ていて、その方のお人柄が出ている

なあと思えることがあるんです。首がかかる

と力＼ 家庭不和の種になる内容ならともかく

よって私信部分も掲載しました。逆鱗に触

れました場合には、次回スキー合宿にてご報

復下さいませ。 かしこ

編集長 舟田様

遅れました力ヽ 「やまざと」原稿をお送り

します。

社内文書以外の作文は本当に夕、し振りで、

編集長からの文書が届いて以来、寝苦しい日

々が続いたのでした。

何とか仕上げましたので、こ確認のうえ、

いかようにも料理して下さい。

原稿を書くに当たり、最近の「やまざと」

を読も直してみました。

ヮンずヽ 蓼 の理的は 実に多オで有為な

人材を輩出しているさまを再確認されられま

す。その彼等を東ねて、「やまざと」を作り

上げる編集長の力業には頭が下がります。

野沢ではヽ カービングスキ‐に初乗りした

嬉しさから、やや身勝手に振る舞わせていた

だき、反省しています。でもカバーしてくれ

る気安い仲間がいることがなせる業ヽお許し

下さい。

来年も野沢で会いましょう。その前に、40

周年総会がありますれ 行事の詳細が決まり

ましたら、お知らせ下さい。



最近の世の中の動きを、特に政治と金融界

の動きを見るにつけ、やはり問題はシステム

ではなくて、 "ノ入ヽ間 "な のだと一としみじみ

感じます。

そして、私には "ヮ ンゲ
｀
ルとそこにいる素

敵な先輩と後輩 "があることの幸せを、また

感じ入るものです。

さあ、本気でアルプス行きを考えよう。

98年 4月 26日

青柳 健二

カー ビングス キーの勧 め

(OBス キー合宿 in野沢 報告書)

11期 青柳 健二

就職 した年のアルバムに、三枚の自黒写真が

ある。すでにカラー写真が普及 し前後の写真が

すべてカラーの中での自黒であるところがワン

グル的である。メモには「46.2.11野 沢温泉 ○

Bス キー会」まだ大学に残つていた工学部のフ

ングル同期の連中がスキー したさに開いたイベ

ン トである。同期だけでは面白くないので、K
UWV10周 年記念山行で懇意となつた先輩達

にも案内状を出 して 「OBス キー会」とした。

写真は、民宿前 と上の平ゲレンデでの集合写真

と、私がウエーデルン ?の練習をしているスナ

ップの三枚である。

妙高をバ ックに した写真には、 15名。同期

が 8名 。後輩 1名。そ して高田(4期 )。 大橋博

(5期 )。 木下(現姓村田 7期 )。 伊藤俊成(9期 )・

寺本(10期 )。 吉田憲正 (10期 )の 6名 の先輩

方が写つている。民宿前の写真には、高島 (3

期)先輩の顔 もあるっ この時高島先輩は、た し

か出張帰 りにスキーー式を新調 して参加 された

iR,ハ 鷺農急

と記憶 している。今ベル リンにお られると聞く

高田先輩は、華麗なスキーを技露された。専門

は自転車の大橋先輩は馬力のスキーだつたか。

同期の連中の レベルは、似たようなもので、そ

れでも若栗・蕨平のスキー合宿育ちで、シュナ

イダーコースにも根をあげず楽 しんだものだ。

まだ、ゴン ドラの無いころで、日陰ゲレンデか

ら上に登るための リフ ト待ちがグレンデを縦断

して、上の平ゲ レンデまで登るに 2時間以上も

かかつたことも楽 しい思い出である。

さて、97年 12月「やまざと 8号」に、「0
Bス キー合宿 in野沢」の案内をみた。金大フ

ングル創部 40周年行事第一弾 !と ある。よく

企画 してくれました。 しかも野沢でである。あ

の時以来、野沢はご無沙汰であつた。我が 11

期には、KUWV10周 年を挙行 し、OB会の

道筋をつけた との 自負がある。そ して、 5年 ご

との周年行事には、可能なかぎり参加 してきた。

この企画は、天の声である。 もちろん参加を即

決 した。年があけ、E一 Mailに て参加を伝

えた。 こうして、私にとつて 27年ぶ りのOB

スキー合宿が、始まつたのである。

98年は、私の中の “スキーの虫"が 、年初

一釘一



からうず うずとうずいていた。

1月 の 8日 と15日 、二週続いて東京に大雪が

降った。積雪実に 20cmを 超え、観測史上最

大級の大雪であつた。帰宅時間を襲った 8日 の

大雪では、電車が大混乱 し、 3時間かけて自宅

に帰つたのだつた。今年、金沢の市内には、ほ

とんど積雪が無かつたと開く。 これもエルニー

ニ ョの影響なのだろうが、この雪に、わくわく

したのは、私だけではないだろう。長野オ リン

ピック関係者には、天の恵みで雪不足が一気に

解消 し、 2月 のあの感動の ドラマヘと繋がつた

のである。

わが故郷信州長野でのオリンピックは、存分

に私の中の虫を楽 しませてくれた。

里谷の大金星に始まり、清水・岡崎のスケー ト、

そ してスキージヤンプ陣の大活躍。唯一健司の

不調が残念であつたが、 ドラマとしたは、出来

すぎの 2週間であつたと言えるだろう。

オ リンピックの閉会式の日から3日 間、私は

赤倉にいた。就職 してからのスキーの師匠役で

ある、Tさ んとの、これも8年ぶ りのスキーで

あった。 80年代、ほぼ毎年志賀をベースに、

一緒に滑 り刺激を受けた大先輩である。 自宅の

ある神戸芦屋に戻られてから、久 しぶ りでどん

な滑 りとなつているか、大いに楽 しみであつた。

さすがであつた。i今年 63歳。衰ろえを知 ら

ない華麗な滑 りで、赤倉チャンピオンコースを、

常に仲間 6人の先頭を滑り降 りていた。オ リン

ピックの熱戦の残 り火もあり、私の中のスキー

の虫は、熱く燃えた 3日 間であつた。

じつは、Tさ んの滑りには秘密があつた。ス

キーである。昨シーズン新調 したものとい う。

負けた。 と思つた。 2つの点にである。 1つ は、

60歳を超えて、スキーを新調 した若 さに対 し

てだ。阪神大震災の年は、さすがに 1年スキー

を休んだが、再びスキーをはいて、まだ 5年か

ら 10年はやれると思い新調 した一とのことで

あつた。そして、そのスキーだが、これがカー

ビングスキーであった。この数年程前から市場

に出だ し、いまやスキー界を席捲 している最先

端のスキーであるっ常に流行を先取 りする、こ

の先進性に対 して脱帽であつた。

この数年、自分の滑 りに壁を感 じていた。 こ

れは、体力の衰ろえとして、仕方のないこと、

と一面では受け止めていた。そ う思つていても、

怠け癖 もあり、その分 トレーニングを した訳で

もない。今、関西の某銀行の非常勤監査役であ

り、週一度は、ゴルフコースに出て、スキーは、

カー ビングスキーを愛用する一T先輩 との勝負

は、結果が見えていたのである。

自分の滑 りの壁を破る鍵は、スキー板にも有

りそ うである。と気がついた。こうなると、も

う止まらない。自宅近くの図書館で、スキージ

ャーナルの、カービングスキー特集を解読する。

そ して、スキーショップ回 りである。そ して、

買つてしまつたのである。新宿のスキーショッ

プで、心に決めていたスキーを見つけた。決算

バーゲンであり、まあ高くない買い物 と、結果

は退職金を担保にした、衝動買いである。 3月

初め、OBスキー合宿まで、あと二週間とい う

時であった。

ここで、カービングスキーについて解説する。

CARVE=切 る、彫る。カープ=CURVE
=曲がる一ではないので念のため。

トップ、テールとも従来のスキーより幅広いの

が特徴。結果として、スキーのサイ ドカープが

非常に深 くなる。カービングスキーとは、「ス

キーのサイ ドカープの “深いえぐれ"を利用 し

て、ターンをキュイーンと切つていきやす くし

たスキー」と説明される。ズレをごく少なくす

ることで、ズレることによつて起こるブレーキ

現象がないから非常に高い速度感を味わえるの

が特徴である。

カービングターンというスキー技術は、すで

に 10数年前からあつた。オリンピックでは、

その優劣により勝負は決まつた一と見 られるプ
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口のテクニックが、誰でも手軽に楽 しめるよう

になった。 さらに、初級者でも簡単に曲がるこ

とを覚えられるスキー。幅広い トップにより、

スキーを傾けるだけでエ ッジが雪面をキャッチ。

あとはサイ ドカープに沿つてカービング。これ

で、どんな斜面も滑れて しまうの一―一 という

ことである。

カービングスキーは、 4種類に分類される。

① レースカープ ② ピュアヵ―プ ③ィージーカ

ープ ④ ファンカープ スキーの形状からする

と、①→④ほど、サィ ドカープは深くなり、長

さが短くなる。初級者には、③がお勧め。中上

級者には②を、とい うのが一般的だが、スキー

の性能により、また、楽 しみ方により、自分に

合つたものを選べば良い。なお、スキーの長さ

は、幅の広い分短 くてよく、身長プラス 。マイ

ナス 5cmを 目安 とすると良いようだ。

さて、スキー合宿の本題に進もう。

待望の 98年 3月 20日 (金)は、雨であつ

た。スキーを新調 し、一 日早く乗 り込んだ 「O
Bス キー合宿 in野沢」であったのに一である。

同期の森川氏 と二人、池袋から夜行バスに乗 り、

早朝 6時前に野沢に着いて、目一杯スキーを楽

しむ予定だった。 この時ほど、雨男 ?の森川を

怨んだ事はない。

今回のOBス キー合宿、なぜか予想より参加

者が少なく、東京から、これも同期の上村氏を

入れて 3名 、金沢から後輩連 5名 と家族 5名 。

そして会津から0期の田村御大の計 14名 とな

つた。世の中不景気で、 3月 の期末月というこ

ともあ り参加者が限られたのか。でも、田村御

大や 13‐ 15期 の倉谷 山小屋酒場常連の辰

野・奥名 。松林・舟田の金沢組とは、KUWV
35周 年大会以来の選近であり、大いに楽 しみ

としていたのだ。そ う言えば、 35周年も台風

による大雨で、自山山行が中止となつたのだっ

け 。

配になるほどで、止む無 く沈殿を決める。

でもスキーが出来なくても楽しめるのが、野

沢の良いところだ。お勧めは、外湯巡 りと日本

スキー博物館である。温泉は、 「クアハウスの

ざわ」にいった。今や全国のいたるところにあ

るクフハウスであるが、ここが元祖で本物だ。

だが森川は、飲酒 コーナーがなく、入浴後のビ

ールが飲めないと文句を言つた。相変わらず“本

物"が解 らない男である。

「日本スキー博物館」は必見である。スキー

発祥から今年の長野オ リンピックまでの、スキ

ーの資料に満ちてお り飽きることが無い。特に、

スキー板、スキー靴、バインディングの歴史が

現物で確認出来るのが楽 しい。大学 1年の時に、

初めて買つたスキーから現在まで、自分のスキ

ー史を確認できた。また、昭和 5年、野沢温泉

でのハンネス・ シュナイダーの滑降写真には感

嘆。すごいジャンプターンで、スキーの技術は、

スキーの性能の進歩ほどには進んでいないので

はと思わせる。博物館を出る時には、雨は小止

みになっていた。天然記念物の麻釜を見て、夜

の楽 しみに信州 フインとつまみを買つて、宿に

戻つた。

民宿ではなくて 「リゾー トハウスふるさと」

の夕食は豪華であった。野沢が好きだと言 う森

川の理由が、野沢ではどこに泊まつても飯が上

手い―であ り、相変わらず単純なやつだと思 う

が、これは真実であった。夕食後お茶を飲んで

いるところに、突然田村御大が現れた。会津か

ら普通電車を乗 り継いで今着いたとのことで、

いかにも田村 さん的な出現で、嬉 しくなったっ

さつそ く田村 さん持参の吟醸酒で盛 り上がった

が、宿の人に「食堂では持ち込み禁止」と注意

され、部屋に戻つて心おきなく一杯やる。まあ、

スキーは出来な くても、楽 しい一 日であつた。

翌 21日 (土 )と 22日 (日 )は、曇 り時々

小雪・標高千m以上ガスの中であった。結局こ

の野沢では一時も晴れなかったのだ。
民宿に入 り、一眠 りしても雨は止まなかった。  早朝にスキーバスで着いた上村を加え、同期

雨はより強 くな り、雪が溶けて しまわないか心  3人 それでもゲ レンデに飛び出 した。田村さん
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と金沢組 とは、お昼に長坂ゴン ドラ終点のやま

びこ駅のレス トハウスで待ち合わせる事にする。

ガスの中であつたても、一番高いところまで登

らないと気が済まないのがワングル的で、毛無

山山頂下のやまびこグレンデまで行 く。視界は

30m以 下。でも標高 1600mに あるゲ レン

デは、前 日の雨の後、うつす ら積 もつた新雪 も

あ り、 3月 のこの時期としてはバ ッチ リな雪質

であつた。

上部はややアイスバーンがかったこのゲ レン

デで、私はカービングスキーの威力 と楽 しさを

思 う存分に味わ うことができたのである。その

報告 とともに話を進めよう。

前回の赤倉まで履いていたスキーは、 83年
か ら実に 15年愛用 したものだ。HEADホ フ

イ トスペシャル。この間毎年滑つてはいたが、

年間滑走日数が 5・ 6日 程度で、スキー本体の

傷みも少なく買い替えられずにきた。 しか しス

キーを変えるとこんなに違 うものかと実感 した

のである。

新スキーのカタログ宣伝文を記すと、

「SALOMON X_FREE 09。 扱いや

すく、乗りやすく、楽しく、面白い。一台で何

でもこなす頼もしいモデル.」

クロスフリーと読む。いろんな要素をクロスオ

ーバーするの意で、圧雪された整地はもちろん、
ハー ドバーン、コプ斜面、また新雪や深雪など

あらゆる顔を持つ雪山すべてをまるごと楽 しん

で しまお うといぅ発想のもとで開発 されたと言

う。まさに、我々ワングルスキーャーのための

スキーだ一と、この宣伝文に参って買つて しま

つたのである。

このスキーの特徴は、サイ ドカープにある。

一般のカービングスキーと違いテールが細めの、

Yプロフィールと呼ぶ形状となっている。 ター

ンの導入がスムーズにいくようトップはヮィ ド

だが、テールを細めにしターンの抜けがスムー

ズになるように した。また、ターンをスライ ド

させやすいことでコプ斜面でもスムーズにコン

トロールできるという。カービングスキーの楽

しさに、従来のスキーの味わいもある、カタ百

グ上では、満点である。サイズは、身長 よりや

や短い 166cmと した。 さて、このスキーの

実体験はいかに !

結果は、 「充分に満足。」と言えるものであ

つた。ただ、 15年乗つたスキーとの比較 とな

るので、このスキーの性能が本当にそ うなのか、

実は難 しところだが、扱いやすく、乗 りやすい

のは実感できた。

先ず、新 しいからでもあるが、エッジが切れ

るので、アイスバーンでもスキーがぶれず安心

して乗 り切れる。軽いエッジングでスムーズに

ターンにはいれ、しかもスピー ドをあま り減速

せずにターンを仕上げる事ができる。 これがカ

ー ビングターンか―と実感 した。全長 1500m、
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平均斜度 19° 、最大斜度 25° のやまびこコ

ースを、ほとんど疲れを感ぜず、ノンス トップ

で滑り切ることが出来た。 これは、自分にとつ

ても新鮮な驚きで、少 し若返つた気分になつた

ものだ。

午前の仕上げに、全長 5キ ロのスカイライン

コースを降 りる。スキーの短 さが、この尾根コ

ースでは威力を発揮する。爽快なロング滑降を

十三分に楽 しんだ。

予定どお り、長坂ゴン ドラ終点の「レス トハ

ウスやまびこ」で田村 さんと金沢組の 6名 に合

流。この時から、翌 日の 1時まで、実質わずか

一 日ではあるが、本当のスキー合宿がは じまる。

天気は相変わらずで、グ レンデはガスの中、

でも雪質の良いやまびこコースでほとんど滑つ

た。調子の出た私のペースは、もう誰にも止め

られない。 リフ トの上が休む場所、バンバン滑

るのが流儀で、田村先輩 と奥名君、舟田女史は、

少々根を上げたのではないかと思 う。 (実際、

田村先輩 と奥名君は、翌 日を温泉ツアーに切 り

替えた。)調子にのって、スピー ド競争を仕掛

け、辰野君ちの友祐君 とレースになつた。結果

は書かない。ただ、 20歳前の滑降系の飛ば し

屋と、本来は華麗な滑 りを旨とする熟年が、ス

ピー ド勝負の結果にこだわっても無意味なので

ある。

親父 さん以外の人間に目一杯滑 らされて、松

林君ちの美乃里ちゃんは、 しっか り上達 して、

いつの間にか親父 さんを超えていた。これが若

さである。

いつも最後にリフ ト下に到達 していた舟田さ

んには、先輩の偉大 さと身勝手 さを、思い知 ら

せたことになったので しょうが、良く耐えてく

れました。翌 日には、上級者以外滑降禁止 とコ

ースの入 り口で音声案内 しているスカイライン

コースを滑らされ、得意のボーゲンで、無事完

走されたのは立派で した。

さて、日村御大の滑 りですが、これはもうス

タイルから偉大です。実は、あの 27年前の写

真に写つていないので、記憶が曖味になってい

たのだが、あの時のスキー合宿に、日村 さんも

参加 されていたとのこと。そ してその時と、ま

つたく同 じスキーで今回も滑つてお られるので

した。竹のス トック、本皮にバ ックルのスキー

靴、フイヤー式金具付のスキー板 と、昨 日見た

「日本スキー博物館」展示品そのままなのでし

た。かの トニー・ザイラー と会津のスキー場で

一緒に滑つたとい う田村 さん、その時も同 じス

キーで滑 り、ザイラーを感嘆 させたとのことで、

これは十分に自慢する価値のあることです。(や

まざと 8号、P28参 照 )

しかし、ニ ッカボッヵのスキーズボンでの滑

降は、そのスキーにふさわ しいテ レマークスキ

ーで、我々に しっか り着いて滑つてくれました。

じつは、いまカー ビングスキーと同 じように、

その道の人に注目されているのがテ レマークス

キーです。アウ トドアプームから、山スキーが

静かなブームとなっているのですが、山スキー

の世界では、すばらしく威力を発揮するテクニ

ックなのです。

ただ、圧雪車で整地 したゲ レンデが主流とな

つた日本のスキー場では、古 くて新 しいテ レマ

ークスキーの不利は否めません。スピー ドで負

けるので、仲間との滑降では遅れて しま う。ゲ

レンデでは、私のカー ビングスキーの方が絶対

有利なのです。帰 りの電車の中で、カー ビング

スキーの良さを訴え、赤倉でのTさ んとの体験

を話 したことで、来年田村 さんが、カー ビング

スキーに乗 り換えるか、実は注 目しているので

す。

このようにして、スキー合宿は楽 しく進んだ

のだった。野沢に詳 しい辰野君と森川が、自然

体で リーダー・サプリーダーの役を引き受けて

くれた。久 しぶ りの集合なのに、自然にチーム

ワークが組めて しまい、何 とも言えない開放感

で、大きな山の素晴 らしさの中で、思 う存分遊
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んで楽 しめて しまうのが、ワングル仲間とのス
I

キーの楽 しさである。

やまびこゲレンデのリフ トが止まる時間まで

滑り、シュナイダーコースを降りて宿に戻つた。

近くの中尾の湯が満員で、新田の湯まで足を伸

ばして疲れを癒す。

ルコールが、話を弾ませる。昨日仕入れたワイ

ンが入ると、田村ワインシュタイン先生の独壇

場 となるのは、必然であるっ とにかく記憶力抜

群で博識だから、聞いているだけでも飽きる事

がない。 ウイスキーの銘柄 となつている、オー

ル ド・パー爺 さんは、百歳を超えてで子供を産

ませ、 152歳 まで生きたのだそ うである。森

川の持つてきたオール ド・パーのラベルに、 1

52と い う数字が書いてあり、どうも嘘ではな

いようである。

今時は、銀行員でなくても、金融危機だ、ビ

ックバンだと、そんな話題が中心になるものだ

が、文化系と理科系人間が適度に混ざつたワン

ゲル人 との話は、仕事も俗世も忘れ させて精神

衛生上こんな快適な事はない。期待どお り、十

分に気持ちの洗濯ができ、 リフレッシュできて、

楽 しい夜が暮れていくので した。

翌 22日 も、天気は好転 しなかつた。でも、

8時 45分柄沢 リフ ト下集合 と自分で決めたの

だから約束は破れない。中尾の湯の朝風呂に入

り、体調を整え、気合を入れ直 し、 9時前には、

ゲレンデに出る。そ して、半 日券が終わる 1時

まで、たつぷ り滑つて、今回のスキー合宿は終

わつたのであつた。チャレンジコースをお りて、

ユー トビアグ レンデでの国際デモンス トレイタ

ー選手権大会を横 目に見て帰路についた。デモ

選の滑 りに歓声が上がるコースの上方、シュナ

イダーコースの尾根に日がさしてきて、どうや

―

ヽ

ら我々のスキー終了に合わせて、天気は回復

に向かい、明日は晴れるようである。

唯一、天気に恵まれなかったのが残念であっ

た。カー ビングスキーにも課題が残った。私の

X‐ FREEは 、ズ レ系の技術にも対応するスキ

ーゆえ、特別にカー ビングを意識せずにも滑れ

て しま う。カー ビングの特性である “彫る"感
覚を追求 し、ターン時にスキーを走らせ推進力

を引き出すテクニックの追求がおろそかになっ

ていた。また、コプの斜面でのスキー体験の時

間が取れなかった。課題が残れば、来シーズン

ヘの楽 しみ も増えるというものであるっ

ゴン ドラの中で、このスキー合宿を今後も続

けて くれるように、企画 。実行委員長の舟田さ

んにお願いした。東京からは、金沢はいかにも

遠い。北陸以外に暮 らすワングル人にも、気軽

に参加できる行事 として定着 させて欲 しいと思

う。場所は、野沢が良いだろう。温泉があつて、

雨が降つても楽 しめるところがあり、やはり食

事が上手いのが良い。田村 さんが推薦 された今

回の宿、 「リゾー トハウスふるさと」を定宿に

しよう。今年は、オ リンピックもあり、日程が

遅 くなって しまつたが、もう少 し早めに設定 し

た ら皆が参加 しやす くなるだろう。

そ して、やは リカービングスキーは、お勧め

′

〆  ヽ

民層|:Li:冤言:ζ曾「薯憲IILTF罰量筆縮
可́

KUWV野 沢総会となつた。皆が持ち寄つたア ^フ
′

囁
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である。楽に曲れるスキー とは、疲れが少ない

スキーであ り、年齢を重ねたスキーヤーには絶

対に良い。いや、市場原理から、この一二年で、

すべてのスキーはカー ビング流のスキー となつ

て しまうだろう。カー ビングスキーの性能は、

今後もアップし続けるのは間違いないが、パソ

コンと同じで、待つていても限がない。 トレン

ドは早くつかみ、それを楽 しむ時間を長 くする

のが正解である。買 う時期を選べば、バインデ

ィング付で、予算は 6万 もあれば充分な性能の

ものが手に入るはずである。

今年スキーを新調 した。当然あと 10年はス

キーを楽 しまなければならない。その後も、体

が動 く限 リスキーは止められないだろう。偉大

なる二人のT先輩がいる限 り、スキーを上める

理由が無いではないか。

この原稿を書き終えて、今シーズンの私のス

キーは終わつたようである。何 とか、今シーズ

ン中にもう一回滑 りたいと思つていたが、その

機会が無かつたのは残念である。

さあ、来シーズンに向け、カー ビングスキー

を完全にものにすべ く、体調を整え、筋力の強

化にも励むことにしよう。スキーの性能に助け

れ られるだけではだめで、やはり、スキーを完

壁にコン トロール出来る体力があれば、もつと

楽 しくなるのだから。

来シーズンも野沢でスキーをしよう。 「OB
スキー合宿 in野沢」の継続は、ほぼ決定とな

り、田村 さんは、愛用のスキーを「ふるさと」

に預けて帰 られたのだつた。次回は、より多数

の仲間が参加 されることを期待 したい。

毎年テーマを決めて開催 したい。次回は、「舟

田女史のボーゲンを卒業 させる会」としようか。

それ とも「田村御大にカービングスキーを教え

る会」としようか。

そ うだ、日村先輩に、スイスアルプスでのス

キーを誘われていたのだった。前回行つた時に、

アルプスの山小屋のコック長に、ご飯の炊き方

を教授 してきたとのことで、もう一回行つて、

教えたとお りちゃんとご飯が炊けているか確認

したいのだと言 う。

さすがに即答を控えたが、アルプススキーは

私の夢でもあり、真剣に考えてみよう。田村 さ

んと一緒なら、 トニー・ザイラー とも共に滑れ

るかも知れないではないか。

九

98年 4月  雨の 日曜 日

舟田様
1闘 稀 缶

たくさんの写真をお送 りいただいて、ありがとうございました。本来なら、受け取って

すぐお礼のお返事を差 し上げるべきところですが、如何せん、ついつい電話をするのも気

が引ける状況でした。お察 しくださいませ。

「仕事」とあればなおのこと、締め切りが追らないことにはワープロに向かえないのは

やむをえないところと、ご理解 ください。ましてや宇野さんのように、娘に押 し付けよう

にも、頭から拒否されてしまっては、打つ手もなし。とうとう、締め切り前日4月 19日
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の午後 11時半を回ってしまいました。

いつもいつもおなじ人の原稿ばかり載っていると飽きられますよ、新人ライターの発掘

に努めましょうよ……と、弁解の前置きをだらだら述べつつ。

さて、

スキー合宿なんて、何年ぶりのことでしょ

うか ? 指折 り数えてみると何と26年ぶりで

した。相変わらずのへっびり腰で “足前"に

進歩のあとは見られないのですが、この歳に

なってなお「スキー合宿に参加しよう」とい

う意欲が残っていた自分をほめてやりたいと

思います。これもあの当時、スキー合宿にだ

けは真面目に参加 し、回の悪い先輩のしごき

に耐えてきたおかげでしょうか。

四半世紀前のスキー合宿は若栗スキー場で

した。若い人たちは知らないでしょうね。今

は「白馬乗鞍国際」と名前が変わっています

か ら。栂池高原のすぐ隣にひっそりと隠れて

いる、全然有名でないスキー場が当時のワン

ゲルのホームゲレンデでした。圧雪車も通っ

ていない早朝、民宿からゲレンデまでラッセ

ルして通ったこと、民宿に帰って食べたぜん

ざいのおいしかったことが、今でも忘れられ

ません。

26年ぶりのスキー合宿は野沢温泉に変わり

ました。ぜんざいがなかったのが唯一残念で

したが、代わりに温泉が付きました。ゲレン

デは、石川県内のスキー場 しか知らない身に

は文句なし。さすが、オ リンピック会場にな

っただけのことはあります。 3月 下旬だとい

うのに美 しい樹氷が一面に咲いていました。

今こうしてワープロに向かっていて、あん

な楽 しいスキーは何年ぶ りだったろう、と思

います。本当に26年前のスキー合宿以来だっ

たような気もします。当時と変わらぬ先輩が

いて、当時と変わらぬ仲間がいて、そして当
時と変わらぬ自分がいました。26年の時間の
流れを一気に逆戻 りしたょぅな、無心に楽 し
いひとときでした。

そこで、現役の皆さんにもお勧めします。
数あるヮングルの活動の中でも、スキー合宿
の楽 しさはまた格別です (重たい荷物を担が
なくてもいいだけでも)。 だまされたと思っ
て、スキー合宿に参加 しましょう。幸い、今
回の野沢温泉でのスキー合宿は今後もOB会
の恒例行事として継続されていくょぅです。
民宿ですから費用もたいしたことはぁりませ
ん。交通も便利です。現役の合宿とドッキン

グするのもいいかもしれませんね。

問題は時間と気力です。時間の方は私の経
験か ら言うと、なんとかなるものです。最優
先事項に指定 しておけば時間は作り出せます
し、無理をしてでも作 り出さなければいけな
いという気になります。むしろ気力の方が間
題です。時間をつくるにも気力が必要です。
気力が無 くなってしまったら、その時は自分
の人生を終了するときだと腹をくくって自分
を奮い起たせるしかないかもしれません。で
も、一度参加 してその楽 しさを知ってしまえ
ば、そんな大袈裟なことは言う必要もなし。
来年は皆さんも家族を連れて、もっと大勢で
集まりましょう。年に一度のスキー合宿は、

若返 りにも効果がありますよ。

(了 )
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野 沢 温 泉 OBス キ ー 合 宿

イ刊 轟

15期 奥名 正啓

野沢温泉は今回が 2回目である。

前回、つまり最初に訪れたのも、もちろんス

キーをする為である。今回もOBスキー合宿と

言うくらいだから、スキーの為である。

けれども違うのは、スキーの為だけではない

というところであろう。そう、今回は頭にOB
という文字が燦然と輝いているのである。いや

いや、野沢温泉の「温泉」という文字の方が私

には大きく輝いて見える。

つまり、優先順位はまず野感 次にOB

合宿、その次にスキーとなる。

第 1日 目。朝早 く (家を出発したのは4時15

分。途中で節ちゃんを拾って西部緑地公園へ 5

時ちょっと前着。その時、既に松林は待ち臨

しばらくして我々を運んでくれる辰野カーが到

着。まだ外は暗い)出発したものの、車の後ろ

でうとうと眠ったり、お握り食べたり、果ては

豪華特大手作リレタス巻ポテトサラダまで食し

て、ゆったり気分。朝のはよから運転じどおし

の辰野さんには大変申し訳なく思っています。

ごら り が と二 `う こゴ建ダい モ糞 ■夕
~ 1

でも運転を楽しまれているようでもあったので、

来年もお願いしよう力ヽ

そんなわけで移動に費やされるエネルギーを

温存できたので、野沢温泉「ふるさと」に到着

後すぐさま支度してゲレンデヘ飛び出していき

ました。

民宿は柄沢ゲレンデのすぐ前にあり、リフト

まで徒歩 5分。距離にしたら関mほどしかない

力ヽ 歩きにくい1な 重いスキー楓 それに何と

いっても上り坂。リフト券売場でひと休み。

リフト券の料金表を見上げながら、各自しば

し思案する。

「半日も滑れば十分かな?」

「明日もあるし、今日はまだ午前だから2日 券

という手もある」

「でも明日は温泉めぐりも捨てがたい」

「 4時間券で、あとはゆっくり酒でも飲んでい

ようか」―――

結局 1日 券を購かっ

ここではリフト券のバリエーションが多 く、

時間を軸にすると、 1回券から始まって、午前

券、午後ふ 4時間券、 1日米 2日米 3日

券、 4日券まであり、さすがにスキーの本場だ

けある。

さらに、普通は時間の軸しかないのだ力ヽ こ

こでは年齢軸まである。豫 が 、 そして、

ななな―んとシフレバーがあり、 1日券は1600円

もお亀

田村教祖はリフト券売場の窓口に向かって勇

躍「シルバー 1日 !」 と声を張り上げた。しか

し皮肉にも、これ力ヾ麦に悲劇の種になるとは、

その時は夢にも思っていなかった。

金沢組十日村教祖一同、スキーを履いていざ

出動もゲレンデの下の方は季節柄既に雪はぐし

ゃぐしゃで気持ち悪い。そんな柄沢ゲレンデに

は見向きもせず、連絡 リフト乗場へ直イ乱 そし

て悲劇の幕が開いた。

スキーの本場だけあって、リフト乗場は切符

切りおっさんがいる訳でなく、自動改札になっ

ている。自動改札といっても、都会の駅よりは

るかに進んでいて、いちいち機械にパスを突っ

込むのではなく、非接触式の読み取り装置にパ

スを近づけるだけで遮断機が上がる仕組みにな

っている。_般であれば、無言の通過儀礼とな

るのだ力ヽ 田村教祖が通過すると

「 シ ル バ ーー¬ご t狩 !」 の大音声

力響 きわたるのである。

悪用防止なのであろう力ヽ リフトに乗る度に

これをやられては、ちょっとばかり気分悪いの

ではなかろう力、 わずかの悪用者を防ぐ為に、

多くの善良な利用者の気分を害しては、かえっ

て逆効果といえはしないか。ここでも相手の立

場でものを考えない拝金主義をかいま見たよう

で、情けなかった。

さて、柄沢連絡 リフトを降りて林道を下る。
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途中、ジャンプ台の下をくぐって丁度ジャンプ

の飛び・tlとノ地点辺りを通過する。公認シャンツ

ェだそうだ力ヽ ひどく月ヽさく見える。それでも、

ジャンプ台の上に立って下を見下ろせば、まっ

すぐ落ちて行くようなスコープ0こ見えるに違い

ない。

林道が終わると向林ゲレンデに出る。このゲ

レンデを斜めに横断して林のわずかな切れ目を

抜けて長坂ゲレンデに向い、その最下部からゴ

ンドラに乗って上の平に行くことになっていた。

ところ力ヽ 田村教祖は向林ゲレンデを下人気持

ちよさそう滑り下りてイテかれ早くもここではぐ

れてしまわれた。

我々はゴンドラで上ノ平へ。そこからもう一

つリフトに乗ってやまびこゲレンデヘ。さすが

にここまで来ると、季節は一気に2ケ月程前に

戻ったような気0こ なる。

天候は悪くはないが視界は悪く、ほとんど前

の状態がわからない。スキーの腕前が今一つ (

スキーは急には止まれない、スキーは急には曲

がれない)の私にとっては、ひたすら前の人に

ついて行くだけで、楽しむ余裕はない。

昼食時には田村教祖と合れ さらに先発隊11

期の青柳さん、上村さん、側 ||さ んと合流。し

tuenolah 9oo0

ばらく一緒に滑った後、私の「 もう帰ろう」も

虚しく、毛無山の頂上にclosedの テープが張ら

れるまで滑っていた。最後に頂上にいた頃には

疲れ果てて体中痛くて、立っているのもやっと

といった状態だった。下手な為に、他の人が使

うエネルギーの倍以上使っているに違いない。

腕前と疲労1繊 例する。

それに引き替え、11期の皆さんは、朝からや

っているのに元気一杯しそれだけ上手いという

ことだろう。最後まで 3人で競い合っていた。

特に青柳さんと森川さんの壮絶なバ トルは、 6

万円対 1万2800円対決として、ヮンゲルスキー

史に刻まれることだろう。それほどの腕前を持

っているんだから、リフトの乗り方を練習して

おかないといけませんよ、青柳さん!!

最後はビギナー用林道コースさえ、ままなら

ぬ状態で降りてきた私でした。

第 2日 日。昨日の疲労が回復しないまま迎え、

スキー組を送り出した後、しばらくビールを飲

みながら部屋で横になる。窓から見上げると、

ガスが随分低い所まで下りてきていて、昨日よ

り視界が悪そうだ。
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温泉巡りに出掛けた。一番近い所は「中尾の湯」。

ここは、野沢温泉の外湯14ケ所の中でぼつんと

南の方角の離れた所にある。建物は比較的大き

く、しかも新しい。中に入ると畳 1枚分程度の

履物を脱ぐ土間があり、それを持ったま脱衣場

へ、と入っても、脱衣場と湯殿とはlm程の高

さの仕瀬)があるだけで、月1の書阻 ではない。こ

この浴槽は二つに分かれている。今回入った外

湯の中で、浴槽が分かれていたのも、、本ででき

ていたのもここだけだった。

ここを起点として、北へ北へと進む。 2、 3

分歩くと、大湯から伸びる師 のメインスト

リートにぶつかる。この辺は繁華街とは程遠 く、

大きな商店街はなく、民宿もまばらにあるだけ

で見通と/が (1い。野沢は、東京から近い湯沢や

志賀高原等によく見受けられる高層ホテルやリ

ゾートホテル等というものが一つもなく、狭い

路地に民宿がひしめきあっている。フンゲル向

き !

すぐ右に曲がって野沢温泉アリーナを回り込

むように坂を登っていく。少しなだらかになっ

た所で左折するとすぐ左手に「秋葉の湯」があ

る。先程の中尾の湯に比べて、ここはかなり小

さい。建物はほぼ立方体で、建物自体も他の外

湯と違ってただの小屋といった感じ。私が出て

きた時にも、 2、 3人連れのメめヽ 戸の前で躊

躇していた。どこにでもあるアルミサッシの戸

をガラガラと開けると、風よけらしい土間があ

り、そこから男湯と女湯に分かれている。中尾

の湯は向かって右側が男湯だった力ヽ ここは左

側が男湯。男湯は右側力ヽ 私のイメージなのだ

がそうではないようだ。ちなみに、河原湯、滝

の湯なども左側が男湯になっていた。狭いなが

らも脱衣場と湯段は完全に分かれていて、普通

の銭湯と同じ仕組になっている。タイル張りの

正方形の浴槽は4人も入れば一杯。洗い湯も水

道のカランが 3つほどしかなく、しっかり洗え

る程の空間はない。

全ての外湯を踏破するつもりでいた力ヽ この

後「松葉の湯」「河原湯」「滝の湯」と進み、

最北端へ到達した時に|ま疲れ果てていた。あわ

＼

よくばスキー博物館まで行ってみようかとも思

ってはいた力ヽ 最後の「滝の湯」への上り坂は

相当なもので、ここから更に先へ行く元気はな

くなっていた。どの外湯も総じてそうなのだ力ヽ

とにかく湯が熱い。源泉が∞度以上もあって、

ちょっと油断すると、とてつもない熱さになっ

てしまう。この滝の湯は最も小さい外湯の一つ

で、3人 くらいしか入れないし、洗い場といえ

る場所もほとんどない。誰もいないこの浴槽は

ほとんど熱揚ではないかと思われる程熱く、足

を突っ込んだ途端たその部分だけがみるみる真

っ赤になってしまった。さすがに水を差さない

と、体全体をつけることはできなかった。

こうして外湯巡りを締め括り、お土産屋の建

ち並ぶメインストリートを真っ直ぐ、宿に向か

って帰ってきた。途中「十三堂の湯」「新田の

湯」を通った力ヽ 横目でちらっと見ただけで、

この次来る時の楽しみにとっておくことにした。

どこでも体を洗えなかったので、宿の内湯で

ゆっくり洗おうと階段を下りてfテ くと、無情に

も「休湯中」の札が揺れていた。

oBス キ ー 合 宿 in
野 沢

15期 舟田 節子

春の彼岸の連体の 樹氷の華の咲く頃に

気の若い先輩に 読されて

ヒヤヒヤ滑った スカイライン

の替え肺 ヽ すぐにできてしまった、うんと楽

しかったOBスキー合宿。

21日、金沢組は早朝 5時産業展示館に集結。

辰野さんのエスティマに乗り合わせ。この歳に

なっても先輩に世話をかける、総甘えの15期勢

なのでありました。

この話が湧いたのは、秋のだ割 易 4予 こう

行こうで決めたものの、結局皆年度末の連体を

空けるのに汲々としてしまったそう。やはり学
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生時代のような訳にはいかないもの。それでも

シートにホッと体を埋めれ|よ 久しく忘れてい

たあのパーワンに出立する時のヮクフク感が甦

ってくるのが実感できるのでした。

高速道路でのパンク (路上落下物のボル トの

為)、 峠の冬期閉鎖のハプニングも乗り越え、

「ふるさと」へは10時過ぎ着。田村教祖様のお

出迎えを受け、昨日は雨で温泉巡り、その分も

滑るぞとゲレンデに先行している11期連とは頂

上レストランで昼に待ち合わせとの伝言も受け

ました。

心配していた雨が止んだかわりに、頂上部は

ガスの中。それでも、緯度と高度の関係で、素

晴らしいブナ林の樹氷が視界を流れていきます。

下とは雲泥の差の雪質:すごくうまくなった

気がした一のは最初だけ。勝手のわからない所

で迷子にはなれない。必死でホフイトアウトの

中を追い掛けるのみ。部活と受験で三年のブラ

ンクという美乃里ちゃんにちょっと期待(?)し

ていたのに、さすが若さ。1,2本でもうスキー

は揃っているではないか !まずい。これでは最

下手っぴは私ということになる。気がひけると、

ますます腰も引けてくるのでありました。スキ

ー部だったという友祐君に至っては加速をかけ

ているという滑り方なのでありました。

3本滑った所で強 無事u期連と合流。金

沢組が 9時に着くはずがないとみて、もうスカ

イラインも滑ってきたとの話。「あれ上級でし

ょ?」 「ここかて上級や。節ちゃんかて滑れる

滑れる」と森川先輩。隣でニヤニヤの青朽は

能 は明日わかる。)ひとしきりの談笑の後、

午後の部へ。

教祖様はもちろん竹ストックにバネ止めのス

キー。昨日スキー博物館に行ってみたら、同じ

ものが展示してあったそう。それで「シーハイ

ル !」 と雄叫びを挙げられるものだから、もう

目立つこと !食堂前での記念写真もシーハイル

の連呼で、好奇の膨大な視線を浴び、皆モジモ

ジ。ワンゲル教の修行不足に恥じ入ったのであ

りました。

ガスと広さもあってなかなかコースが頭に入

らず、華麗な滑りの辰野さんや先輩方には申し

訳なく思いつつも、待ってもらってはあっちこ

っちと滑りました。純自の樹氷の林を滑り抜け

るのl■

―
石川県なら絶劇実現しないコー

スにうっとりしたいのに、ひたすら暴走族 (こ

っちに余裕がない)を演じるこの辛さ。賑やか

しい所へ出てきたと思ったら、そこは広々した

緩斜面のゲレンデ。これも野沢なの?じ ゃあさ

っきまでのは (私にすれt鋤 半分シゴキ。今度

は新米の頃のパーヮン気分がほろ苦く甦ってく

る私でありました。

長い長い林道コースでようやく宿へ。一番近

い中尾の湯を浴びてから夕食。快い疲れとビー

ルは饒舌にする。好き勝手を言っては笑えるこ

の一時を本当に贅沢な時間と思いました。この

うち、偉大なる教祖様を初め、11期の青柳鉄

上村先輩ヽ19B■lll氏 は、私にとって現役時代
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には全く面識のなかった方々。そんな方達とも

心か通うのは、この何もかもが末世へ走り出し

ている世の中にあって、本当に有り難いことと、

ますますヮングル教への傾倒を深めさせるので

ありました。

翌日もガスは下がっています。田村さんと奥

名さんは、今日は温泉巡りをやると力、 ますま

す私の下手なのが目立ちそう。

ガスの方は時々晴れ上がって、ようやくゲレ

ンデの配置が納得できたりしました力ヽ ともあ

れ半日券で一日分滑ろうという意気込みの方が

多くて一。丁寧な指導に定評あるという上村先

輩も私の足前にはアドバイスの虫が落かれてい

たようです力ヽ 飛ばせ飛ばせムードのこの中で

はどうにもならないとあきらめられたようでし

た。

スカイラインコースも、せっかく野沢へ来た

のだからと降りることになりました。「ここは

上級者コースです。一ご遠慮下さい。例え上級

者であっても一それはあなたご自身の責任です」

のエンドレステープがやけに耳につくのでした。

「最初が急なだけやって」との創 11先輩の言葉

に滑りだしたものの、一難去ってまた一難の連

続 どうしようもなくなってプルークボーゲン

に徹すれば「あ才ヽ 初級が入ってきてるよ」の

声が突きささってくるし。「今時はね、女が度

胸なの !」 と声援されたって一。お邪魔虫のあ

りったけをしてやっとゴー′咤 思わず「シーハ

イル !Jでありました。

またもゴンドラで頂上へ。これで勝手が分か

ったとばかり、ますますスピードランサーに拍

車がかかり、私は「 3時間で登れる所を 4時間

かかっても楽しめるのが山の良さなんだよ |」

と囁いて、じっと我慢の安全スキーに努めるの

でありました。ようやく午前券が切社 これで

,安心と思ったら、シュナイダーコースの上部

から、ユートピアゲレンデを迂回するコースを

降りようと‐―最後の最後まで泣く思いをしまし

た。

「これで、野沢のビッグコースを 2本降りた

じゃん |」 そんなあ―。ヮンゲルOBの空恐ろ

しさが身にしみ、この人達に絶対年金はいらん

|と、五体満足に帰れる喜びに浸るのみであり

ました。

さて来年。食事事情から、もろもろからやは

り野沢がよかろう。こんな年度末よりもっと早

めに、せめて二泊とか―前向きのご要望の数々。

教祖様のスキーも早々と担保物件に。

そうそう、早川さんとも帰りがけに再会でき

ました。彼によく似た男の子二人と、ホッとし

た表情の奥さんと。oBスキー合宿は、考えよ

うによっては山より取り組み易い行事かも。

パス組と、エスティマ組に別オヽ バイバイ。

部室発、部室着が現役編なら、現地集結、現地

解散がOB編。この輪をもっと拡げてやってい

けたら一そんな夢も膨らんだOBスキー合宿で

した。
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」 L 国 平成9年 (1997年)12月 11日  (本曜日)

一

金
沢
市
の
摩
川
源
流
域
の
約
千
八
百
珍
が
来
年
二
月
二
十

一
日
、
林
野
庁
の

「森
林
生
物
遺
伝
資
源
保
存
林
」
と
し
て

選
定
さ
れ
る
こ
と
が
十
日
ま
で
に
決
ま
っ
た

，
選
ば
れ
た
の

は
、
全
国
の
十
三
カ
所
で
、
大
阪
営
林
局
管
内
で
は
金
沢
を

合
め
て
ニ
カ
所
。
動
植
物
の
遺
伝
子
の
宝
庫
と
重
要
な
価
値

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
学
術

研
究
の
場
と
し
て
の
活
用
や
、

イ
ヌ
ワ
シ
、
ク
マ
タ
カ
と
い

っ
た
絶
減
の
恐
れ
が
あ
る
動
植
物
が
生
き
る
環
境
を
そ
の
ま

ま
維
持
、
管
理
す
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

・

自
然
そ
の
ま
ま
綺

保

全

と

研

究
〕

森
林
生
物
遺
伝
資
源
保
存
林

は
、
林
野
庁
が
植
林
、
伐
採
主

・
体
の
林
業
だ
け
で
な
く
、
多
様

な
生
物
を
そ
の
環
境
と
と
も
に

維
持
す
る
こ
と
も
国
有
林
の
機

能
の

一
つ
と
し
て
平
成
六
年
に

基
本
計
画
を
策
定
し
た
。
全
国

の
国
有
林
を
予
備
調
査
し
、
計

画
に
は
八
甲
田
山

（青
森
県
）
、

霧
島
山
（宮
崎
、鹿
児
島
県
）
な

ど
と
と
も
に
犀
川
源
流
域
が
選

定
地
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
。

大
阪
営
林
局
と
金
沢
営
林
署

に
よ
る
現
地
調
査
の
後
、
今
年

九
月
か

りヽ
は
学
織
経
験
者
を
交

え
た
設
定
委
員
会
で
検
討
を
重

ね
、
九
日
に
開
か
れ
た
最
終
委

員
会
で
骨
格
が
ま
と
ま
っ
た
。

保
存
林
は
県
の
自
然
環
境
保
全

特
別
地
区
、
林
野
庁
の
ブ
ナ
等

植
物
群
落
保
護
林
と
な
っ
て
い

る
八
百
十

一
診
を
夭
）
り
に
拡
大

し
た
区
域
で
、
富
山
県
と
隣
接

す
る
大
門
山

や
、
奈
良
岳

、
高

二
郎
山
な
ど
に
囲
ま
れ
た
千
七

百
九
十

三
診
。

環
境
庁
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
で
絶
滅
危
倶
種
と
さ
れ
て

い
る
イ
ヌ
ワ
シ
、
ク
マ
タ
カ
を

な
熙
わ
け
［
襲
鰊
”
″
時
請
“

淡
紫
の
か
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ

る
ヒ
メ
シ
ャ
ガ
な
ど
多
種
多
様

な
動
植
物
が
み
ら
れ
る
。
今
後

は
登
山
者
に
対
す
る
人
山
規
制

は
な
い
も
の
の
、
山
菜
取
り
や

魚
釣
り
を
し
な
い
よ

つ
求
め
る

替
板
な
ど
を
設
置
す
る
。

岡
崎
忠
美
金
沢
営
林
署
長
は

「来
年
十
月
ご
ろ
に
は
、
鳥
獣

保
護
区
と
し
て
の
指
定
も
予
定

じれ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
明

へ
の
理
解
が
得

叫警鐸ヽ＼（

奈良岳
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平成10年 (1998年)3月 3日  (火曜日)

子
猿

の

死

亡

率

減

少

で

繁

殖

金
沢
市
の
犀
川
上
流
域
で
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の

一
群
が
定
住
し
始
め
た
こ
と
が
自
山
自
然
保
護
研
究
会
の
二
日
ま
で
の
生
息
調
査
で
分
か

っ
た
。

周

辺
で
は
二
年
前
、農
作
物
が
荒
ら
氏
）れ
る

「
猿
害
」
が
見
つ
か

っ
た
が
、
自
由
ろ
く
以
外
で
群
れ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
の
は
石
川
県
内
で
初
め
て
。

同
研
究
会
は
、
こ
こ
十
年
来
の
曖
冬
で
子
猿
の
死
亡
率
が
減
り
、
集
団
の
繁
殖
能
力
が
高
ま

っ
た
の
が
背
景
と
み
て
お
り
、
金
沢
山
間
部
が
自
由
ろ

「
く
の
よ
う
友
猿

の
楽
園
に
な
る
の
か
、
四
＋
頭
前
後
の
今
回
の
群
れ
を
命
名
し
た
う
え
で
生
態
を
詳
細
に
分
析
す
る
。

白
山
自
然
保
護
研
が
調
査

犀川上流域で初めて確肥された猿の群れ。中央部分で、体毛の反

射による白色で丸く縁取 られているのが猿

=2月 11日 、金沢市の挙原山付近 (滝澤均さん撮影 )

ヽ
一鐸
川
ダ
ム
の
背
後
に
あ
る
高

二
郎
山
は
、
戦
後
の
狩
猟
記
録

や
登
山
客
の
断
片
情
報
か
ら
、

猿

の
生

息
地
と
言
わ
れ
て
き

羞
ど
計
評
井
神
計

ン ニ
椰
ど
翻

食
い
荒
ら
す
被
害
が
初
め
て
見

つ
か
っ
た
こ
と
で
、
自
然
保
護

て
い
て
も
威
嚇
す
る
な
ど
防
衛

能
力
も
十
分
で
、
自
由
ろ
く
の

猥
よ
り
人
慣
れ
し
て
い
な
い
と

¨
睡

嘔

講

薄

雛

い
こ
と
か
ら
、
研
究
会
は
こ
こ

一
、
二
年
の
間
に
上
流
か
り
下

り
て
き
た
と
推
測
す
る
。

金
沢
山
間
部
で
猿
が
増
え
た

の
は
、
冬
の
自
然
環
境
の
厳
し

さ
が
曖
冬
で
和
ら
ぎ
、
越
冬
し

た
子
猿
が
繁
殖
に
参
加
し
始
め

た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
自
山
ろ

く
で
は
七
十
頭
前
後
で
群
れ
が

分
裂
す
る
傾
向
が
あ
り
、
研
究

会
は
今
後
、
繁
殖
状
況
を
見
守

り
、
冬
場
以
外
の
行
動
範
囲
も

把
握
す
る
。
石
川
県
内
の
も
う

一
つ
の
猿
生
息
地
、
白
山
ろ
く

と
の
交
流
状
況
を
探
る
の
も
今

後
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

群
れ
を
確
認
し
た
県
県
民
交

流
誤
の
滝
澤
均
企
画
専
門
員
は

「
二
年
前
の
猿
害
以
降
、
被
害

報
告
は
な
く
、
現
段
階
で
は
人

間
社
会
と

一
線
を
画
し
て
い

る
。

個
体
数
が
増
加
し
た
時
に

猿
が
ど
ん
な
行
動
を
取
る
か
で

保
護
、
管
理
の
在
り
方
が
変
わ

一
っ
て
く
る
」
と
話
し
て
い
る
。

金
沢
の
今
冬
の
降
雪
量
は
二

日
現
在
で
七
五
つ
と
な
り
、
暖

冬
傾
向
が
続
く
立

成
以
降
て
も

最
も
少
な
い
こ
と
が
金
沢
地
方

気
象
台
の
調
べ
‘
分

か
っ
た
。

観
測
が
始
ま

っ
た
明
治
二
十
年

以
降
で
も
四
番
目
の
少
雪
で
、

司
気
象
台
は
今
後
、
金
沢
で
ま

と
ま

っ
た
降
雪
が
観
測
さ
れ
る

可
能
性
は
小
さ
い
と
し
て
い

る
。金

沢
地
方
気
象
台
に
よ
る

と
、

金
沢
の
降
雪
量
は
十
二
月

が
五
つ
、　
一
月
が
五
四
り
、
二

月
が

一
六
つ
。
三
カ
月
間
の
平

研
究
者
一ご
轟

成
す
る

日
山
自

然
保
護
研
究
会
が
今
冬
ヽ
手

付
か
ず
だ

っ
た
金
沢
山
間
部

の
調
査
に
乗
り
出

し
た
。

そ
の
結
果
、
犀
川
ダ
ム
と

熊
走
地
区
の
間
の
渓
谷
で
、

四
十
頭
前
後

が

確

認

さ

れ

た
。成
獣
の
雄
が
十
頭

、雌
が年

値
二
九
二
つ
の
四
分
の

一
に
　
は

「
今
冬
は
寒
気
が
長
続
き
せ

と
ど
ま

っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
ず
、
ド
カ
雪
も
な
か

っ
た
の
で

こ
れ
ま
で
最
も
雪
が
少
な
か

　

一
層
、
雪
が
少
な
い
と
感
じ
る

っ
た
の
は
明
治
三
十
五
年
度
の
　
シ
ー
ズ
ン
に
な

っ
た
」
と
し
て

五
六
つ
。
明
治
二
十
二
年
度
の
　
い
る
。

六
二
つ
、
昭
和
六
十
三

年
度
の
　
　
ち
な
み
に
降
雪
量
が
最
も
多

今
冬
、平
成
で
最
少
に

六
五
費
ン
と
続
き
、

今
冬
は
こ
れ
　
か

っ
た
の
は
昭
和
元
年
度
の
七

に
次
ぐ
記
録
的
少
雪
と
な

っ
て

　

一
一
一つ
。
三
八
豪
雪
の
年
は
五

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
つ
。

ま
た
、
今
冬
の
金
沢

昨
冬
の
九
八
つ
と
併
せ
、
観
　
の
十
二
、

一
、
二
月
の
平
均
気

測
史
上
初
め
て
と
な
る
二
年
連
　
温
は
五

・
一
度

（平
年
二

・
六

続
の
ニ
ケ
タ
降
雪
は
確
実
で
、
　

度
）
で
、
観
測
史
上
十

一
番
目

金
沢
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課
　
の
高
六
工
」
な

っ
て
い
る
。
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春 σDノ」 座ヽ シ酉 場

5月 23日 (土)晴
午前 6時ダム集合   1日道整備 (主 に分岐一頂上間)

田村 昭夫 (0期) 舟田 節子 (15期)椿 川 利弘 (18期 ,日 帰り)

栂 典雅 (19期 )

午前 8時工学部キャンパス集合

辰野 隆義 (13期) 大島 :

上馬 康生 (15期) 坂尻

清水 重仁 (16期) 久富

24日 (日 )曇  9時頃から雨

大島・坂尻… 6時引き上げ

栂 。久富-8時引き上げ

残リー11時引き上げ

0期 田村 昭夫

ヽ 、先日はお世話様になりました。

膝の痛みは全くなくなり、昨日 (ν日)会津

に帰りました。今後反省して、山下りの トレー

ニングを積むつもり。

五ケ条の誓文の草案者は、越前藩の由利公正

でした。北陸州立大学法学部を福井に移す理由

の一つです。

例の論文は金大理学部物理学科に提出するつ

もりです。   1
追伸 来年はサッチャー女史歓迎レセプショ

ンに、御主人と参加されまして、日英鉄の女同

志の友情を築いて下さい。

13期 吉田 穂積

歯科技工士という仕事がら、バイトワックス

というものが溜まる。診療室から送られてくる

嗜み合わせを記録したものである。

何かに利用できないかと考えたところ、原料

カウヾ ラフィンフックスであり、山小屋でも使え

トイレ構築 (配管・基礎工事 。枠組)

良治 (13期) 吉田 穂積 (13期 )

忠秀 (15期) 北川 隆次 (16期 )

象二 (20期 )

資材準備 (木切り出し。石運搬)掃除

るローソクが虜め ろヽうと、ありあわせのもので

作ってみることにした。

志にはティッシュペーパーをこよりにしたも

の、ローソクの外形を作るものとして トイレッ

トペーパーの芯を利用した。

まず水に濡らした紙を敷き、その上に同じく

濡らしたトイレットペーパーの芯を立てる。そ

こに溶融ヮックスを流し込みヽそのあとのヮッ

クスが漏れ出ない為の底を作る。その中に、作

っておいた棒状ワックスを詰め込み、中心にテ

ッシュペーパーのこよりを差し込み、隙間を溶

融ヮックスで埋める。冷却固化したら、まわり

の紙をはがして出来上がり。

春の小屋酒場で使用してみたところ、炎は大

きく明るかったのだ力ヽ 煤が多 く、融けたワッ

クスが多量にたれてくるし、芯力ヾ申び過ぎて、

時折端折ってやらないと危険を感じる程であっ

た。灯油ランプの志などは毛管現象の強いもの

であればそれで良いのだ力ヽ ローソクでは先端

か燃え尽きて芯の長さが常に一定でないと具合

が悪いことに気付かされた。

今度は改良版を持って来よう。
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登山道整備最新情報 !

18期 椿川 利弘

今春の高二郎登山道整備の参加者は、田村さ

ん、舟田さん、栂君と私の4人 と実に淋しいも

のであつた。私自身、高三郎という山が自分た

ちの山でなくなって久しいOBに とって、登る

こと自体厳しいのに何故今さら登山道整備をし

なければならないのかと言う疑間は確かにあっ

た。しかし、実際作業を始めるとそうゆうこと

は忘れてしまう何かがあつてまた参加した。

午前 6時過ぎに犀川ダムを出発 して山小屋開

きをした後、旧道を登 り始めた。標高 800mま

での急な登 りは相変わらずであるが、登山道は

十分整備されていた。その後の稜線沿いについ

ても新道との分岐までは、昨年までの整備のお

かげか、歩きなから作業を進めることができる

程度の状況であつた。

分岐に到着 したときには、暑さと空腹で既に

バテてはいたが、舟田さんのポッカしてきた冷

たいピールとシヤーペ ツト状のサラダで昼食を

とって元気を取 り戻 した。いよいよこれからが

本番となり、登山道を遮つている木の枝や笹を

切 り払つて高三郎の頂上まで進んだ。

頂上はプッシユで全 く展望が利かない。確か

5月 の山頂は必ず残雪があつて展望できたはず

である。しかし、考えようによっては、残雪が

あれば登山道整備もできなかつたわけたし、雪

のない山頂も実感できなかつたのである。登山

道整備の一応の完成を喜こんで1ま
みたが、白山

や金沢市街地どころか周辺の山々も見えないこ

とが残念でならない。次回現役に頂上のプッシ

ュを刈ってもらえば、登山道整備のや りがいに

なるし、高二郎の登山者も増えるのではないか

と言うことになった。ただ、一帯は犀川源流の

森林保全地域であり、刈 りすぎないようにし、

ダケカンバは残すように気をつけたい。 (栂か

らの忠告)

帰りは分岐までを手が挙がらな くなるほど更

にきれいにした後、栂 と私は新道を田村さんと

舟田さんは旧道を下 りることになつた。新道に

ついては、成ケ峰分岐までの痩せ尾根は問題な

く歩ける程度に整備 してあ り、その先は非常に

きれいに整備が行き届いていた。

ベルクハイムに午後 4時過ぎに着いた時には

まだ小屋作業班が一生懸命働いていたが、我々

は疲労困憲で手伝う元気はもうなかつた。私は

日帰りなので一人犀川ダムに向かうことになっ

た。途中、倉谷で出会つたカモシカがご苦労さ

んと言つてくれたような気がしてとても嬉しか

った。

おまけとして、白山の最新の状況も報告する

ことにしよう。

この 2週間後の 6月 7日 (日 )に 日帰 りで砂

防新道往復の白山登山をした。今年の自山は新

聞で報道されているように雪解けが例年より2

ヶ月近 くも早く、既にクロユ リの花が咲いてい

た。積雪が少ないうえ登山客も多 く、もう夏山

ご√,Sヽおだ`み

-51-



の様相であった。私にとって 3年ぶ りの白山で

あったが、行きも帰 りも標準コースタイムより

1時間以上も速く、これも高二郎で鍛えたため

ではないかと思つた。登山道については、室堂

から御前峰までは石畳の様に整備されており、

何か白山らしくない感じであった。

嘗て、高二郎と自山はワングルのホームグラ

ンドであつた。しかし、今、新 トレは医王山が

メインとなっているようである。中高年登山客

が増えて、自由が変わつて来ているのに、良 く

も悪 くも高二郎は何も変わっていない。

高 二 郎 TWIcE

15期 舟田 節子

<何故か登山道偵察>

ゴールデンウィークの山は一というよりそれ

以前の春山からして、今年は散々という様相に

なってしまった。暖冬のせいで早々と雪力ヾ肖え

てしまったからである。

残雪をもくろんだナカオ山岳会恒例のテン泊

山行はお流れとなり、おまけに天気回りも悪く

て、せっかくの連体は高二郎の日帰りのみがメ

ニューとなった。私にすれば-3週間後に登山

道補修に行く予定の私にすれ|ま エッよりによ

って高二郎 |?なのであった。北陸にあっては、

残雪の自山を筆頭に、それを遠景にしてのタム

シノヽ シャクナゲ、水芭蕉に飾られた春の低山

はどこもかしこも魁力険 、行きたい所だらけ

なのである。なのに、2回 も、あの藪山かいな

一。このあたリフクザツ。高二郎は今も「金大

ワングルの山」と言われている。それが藪に埋

もれて、通い路も定かでなくなって一そう聞い

て心傷まない訳はない。こうやって山を続ける

なら、金大ヮンゲ
・ルのOBですと名乗るなら、

やはり粗末にできない山なのである。藪でパッ

としなくて、犀川ダムの奥にひっそりと世間擦

れすることなく鷹揚に構えている一きっと金大

ヮンゲルの訪れを待っているだろうと、そう思

えてしまう山なのである。

ともあれ、軽い溜息をついて、登山道補修の

「偵察」ができるもんね、で5月 4日 、高二郎

に向かう。ナカオの一行 9名様プラス、大、プ

ラス小 6の三男坊の面 。々三男坊の方はこの所

サッカー漬けで、当方も十分その母として迷惑

を被っているけれど、今日はサッカーで鍛えた

お御脚藤見とおだてて連れだしてきた。

ヮングルの思い出力平可層にも重なった山に、

こうして今の山仲間や、家族と/E‐ りに来るのは

輌 ゆいような気分である。だけど、これ

以上の幸せもない。あのヮンゲノ州 tに こんな

日が来るなんて、どう想像できただろう。

結婚や子育ての連続で、もう山なんて大昔の

話のように思い込んでいた日常に、突然舞い込

んだ%周年山行のお誘い。あれで久し振りの自

山に登って、久々に寄った書店の山のコーナー

でナカオ山岳会の本を見つけて、そして出した

入会希望の手紙。当時は「女性は未婚」の前時

代的入会規定があって、伊1外が認められたのは

ヮングルのキャリアのお蔭だったし、四季を通

じてのl14行に何ら気後れしなかったのもヮンゲ

ルのお蔭だった。ひょんなことで日曜ゴロ寝族

の大も山菌に感染し、家族登山もやれるように

なった。地図とガイド本を拡げて、大とああの

こうのと予定をたてている最中にも、ふと夢で

はないかと思ったりする。書店の本を手にして

手紙を書いての行動をとったのは私自身だけれ

ど、何もかも、あの、こ汚い字の「金沢大学ヮ

ンダーフォーゲル部」の封筒から始まった。そ

れを忘れたことはない。

だから6年前の会1岳の滑落事故の時は、ヮン

グルOBと して何もできない自分が悲しかった。

このままではOBと名乗る訳にはいかない。現

役をサポートできるOB会を作ろう |

今、40周年にむけて準備を始めている。先日
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は若干こじれて、「 こんな甘えと怠慢の充満し

たOB会なん力、 潰せばいい」と思ったりもし

たのだ。それ力ヽ こうしてナカオ山岳会の人達

や家族と高二郎へ向かっていると、なおさらあ

のこ汚い字の封筒を思い出す。見たこともない

現役がくれたあのお誘い力＼ 今日のこの日に繋

がっている一。やっばりOB会、やるしかない

んだ‐‐。

前日までの雨でダム湖も沢も水量豊れ 順当

に旧道で登りだす。普段は登っている最中は頭

の中が真っ自の私なのだけれど、さすが見慣れ

たシーンばかり。あっちもやったしこっちも一

で登ってイ子くのは楽しかった。「 ここ伸び放題

だったんですよ」と言う時には誇らしくさえあ

った。三男坊は、「あ―あ、物好き」といった

顔。バテ気味だった夫の方はそう言い切る余裕

はなかったよう。こんなキツイ山の整備に来て

いるオッカチャンの秘めたる「若さ」に恐れを

なしたんだべ。

シャクナゲの花はもう落ちており、分岐近く

になって、満開の本も見られるようになった。

分岐からしばらくの所の残雪の上で15名 くらい

のグループが昼食中。その50mばかりの道沿い

の残雪の他には、頂上手前の窪みに20m四方の

残雪があるのみであった。したがって頂上もあ

いかわらずのススタケの藪の中。昨秋、田村教

祖様と記念写真を撮ったその場所で、親子二人

の記念写真を撮った。

帰りは新道を通る。分県ガイドでは、「新道

が通れなかった」の苦情が多 く、第 2版では!日

道衝夏に内容を変えざるをえなかった。昨年の

M氏が整備しているという情報を合め、ナカオ

でも是非確かめておきたい箇所だったのである。

結果は通れた。しっかり鈍で刈り払わ才kすで

に踏跡が定まりつつある状態だった。三年前に

はコシアゲ谷に道ごと落ちている箇所がいくつ

かあって、枝渡りをしなければならなかったの

に、道状態で通過できた。赤布がいくつもつい

ていて、整備にその団体も加わっているものか

は判らなかった。

ともあれ 3週間後には、例年なら残雪の下の

はずの分岐一頂上間が楽々やれてしまうことは

はっきりした。

朝 8時半に出立したダムに帰り着いたのは、

午後 5時半。「白山よりずっとキツイ」「さ

すが覚悟のいる山」の感想を、 (んだ、んだ、

そんな山の整備をやっているのが我が金大ワン

ゲルだべ |)と鼻高 く問いていた私であった。
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<本番―桐散かワンゲノ嗜紛暉団>

紆余曲折を経て、6時にダムに確実に集合す

るのは3名 となった。食糧をどう運ぶ?結局日

帰りで個人装備の少ない榊‖さんを当てにして、

「大きいリュック持ってきて !」 で担いでもら

った。作業しながら日帰りで頂上までなんて一

現m上 の重州臥 ごり鋼費 した。結果

的には栂さんもダム出立時刻に間に合って、4

人で倉谷に向かう。

3週間前、鼻高く聞いていたけれよ まあ、

これ穣 子供でも登れるし (3週間前、新

道で擦れ違った家慶自口こ|よ 小4の女の子が

いた)、 4過ぎで山を始めたって (夫のこと)

登れる。一どうして、ワンゲルOBにとってこ

んなに山が遠くなったのだろう?

あの偵察の次の週には、公民館の体育委員の

人達14名の講師として大嵐山に登った。その次

の週には登山教室の臨時講師で70名を引率して

富士写ケ岳に登った。そこらじゅう中高年登山

者だらけなのに一Ъこれがまた責めていると受

け止められるんかいな。山が好きでワンゲルが

続いた人達なら、中高年グループの先頭を歩い

ていても一その方が自然のようにも思えるのに。

ナカオも、医王山のナカオ新道の整備をやっ

ている。その日は普段顔を出さないような会員

だって出てくる。誰も「そもそもナカオ山岳会

は一」なんて言わないけれど、ここがナカオの

融 であって、ナカオの会員と名乗るからには

事の優先順位を変えてでも獅 べき山行と皆

わかっているのだ。その日は女性軍はナカオの

シェフのTさんと二蛇の滝に先行して、リッチ

な昼食の準備に励むのである。男は男なりに女

は女なりにそれなりの役割分担をして「ああき

れいになった」「よかったよかった」で酒盛り。

楽しい充実の一日だから、さあやるぞと次の年

も皆参加してくる。

高二郎だって、金大ワンゲルの原点じゃない

か。ダムまで車で入れるし、人数がいれば適宜

の分担ももっとやれて、もっと整備し易くなる。

「体育部ワングル学科卒」って言ってた人も、

ワンゲルの為 (と は言えない力うに留年の憂き

目にあった人も一あの頃みんなヮングル漬けだ

った。ワンゲルを肯定していたから卒業まで部

員でいたのだろうし、OBということになった

のだろう。それなのに、高二郎の道が荒れてい

ると聞いても、′い傷まないのだろうか?

そんなつい口に出てしまうグチに「いいOB、

悪いOBと差別している」なんて返し方をされ

ると、絶句してしまう。今の私の山仲間違:よ

重たいものもザックにしのばせて、山頂でのミ

ニ宴会を楽しみ、これ以上の極楽はないよねえ。

さあ来週はどこ
～

■こう一なんてニコニコして

いる連中ばかりなのだ。「ヮングル」って、山

に登るクラブでなかったんけ?今頃になって、

また「ワングルとは?」 の疑間が頭をもたげて

くる。そんな机上のOB論なんてもちろんやり

たくもない。「高二郎が荒れているって」「わ

ぁ、たいへん。行こう。」「やろう。」そんな

声が次々と上がるOB会だったらよかった一。

天気回りがよくなった御蔭で初見 署い !高

=郎ほど沢識 めしく、かつ嬢襄和こ間こえ

る山はない。ゲータレードも麦茶も、ポテトサ

ラダもオレンジも皆凍らせて、それにビールや

トマトをドッキングさせてきた。これらで断し

つつ、分岐まで這い上がらなければならない。

日村さな 椿川さ′伝 栂さんは作業しつつ登

り、私はその間襴 。歩御嚇師こ回してもら

って、それらのボッカに徹しさせてもらった。

分岐に着いた時はもうフラフラ。昼寝タイムに

したいくらい。分け合ったコング罐ビールの100

mlばかりがくこの世にこんなおいしいものがあ

るか !だ った。丁度金沢に来日中のサッチャー

さんにからめ、彼女を高二郎に招待しよう、そ

うしたら3m歩道があっという間にできるぞ―

なんて馬鹿話をしつつの昼食の後、作業に力功ヽ

る。

ウラジロヨウラク、ヒメシャガ、ヤシオツツ

ジ、そしてもうイワカガミの咲く道を刈り進む。

リョウブ、マンサク、クロモジ、タムシノヽ ブ
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燦臓 fヽFtri

ナの本々と格闘し、頂上へ。相変わらずスス竹

の真中の、これ以上登らなくてもいい |だけが

取柄の頂上に座り込む。ハエもやたらに多く、

コップの中にすぐ細かい虫が浮かび、ほんとに

「あ―あ」の頂上なのである。この頂上の伐関

は、秋の現役にお任せすることにしよう。

途方もない話であるようにも思えた登山道整

備はついに頂上に達した。ちょっと整備の手が

入ると、それでルー トが定まって踏跡もたちま

ちしっかりしてくる。手強い思いをした箇所が

そうとは気付かないただの道の一部になってい

るのを見て、「道」というものはつければみん

ながそこを歩くんだと今さらのような事実に感

動も味わった。

5年前には考えられなかったこと一ホームグ

ラウンド高二郎の伝部めヽ 部のアルバイトとし

て維持されることになり、」ヽ屋もそんな作業の

基地として現役が利用するようになった。OB
の金脈で資金が調達され、OBの人脈で補助金

獲得ができ、OBの技術力で小屋が快適になり

つつある。日常の方はグチだらけ、何度も切れ

ている力え やっばりやってよかったOB会なの

である。

<そ して酒場編>

下りは慣性の法員1に素直な私の方が断然早く、

スキーで痛めた足をかばわれてもう片方も痛め

られてしまった日村先輩が意外な時間をくって

しまわれた。私のもろもろのグチも会津からの

「田ネ寸です !も ちろん高二郎組で参加します |」

には、毎度粉砕されている。創部者ならどこの

部にもいるだろうけれど、教祖であり続ける方

l地めて稀に違いない。

そんな訳で小屋に着いた時には、新道経由の

栂さん達の方が先に着いており、樹 11さ んも帰

った後だった。 5時を過ぎているのに酒場隊の

作業の手は止まることがなく、久富さん奮闘の

金炊き飯が香ばしいお焦げの匂いを漂わせ始め

た。

春とはいえ、一ヶ月早い陽気で、どれだけ食

材を現地調達できるかわからない。結局近江町

で買ってきて、荷運び人夫がいないから加工済

で持ち込むことにした。lC螂ひ、分の皮をむいて

苅でたり、炒めたり、凍らせたリー3時までか

かって5時に起きてになってしまい、高二郎の

上りは三週間前とは比較にならないくらいきつ

かった。こんなこと書かない方が奥ゆかしいし、

くどくもなるし、余計尻込みさせもしてしまう

のだろう一。私みたいに書かずに、男は黙って

の人達も、皆それぞれの無理をして、なおかつ

それでも楽しいと参加してくれて、さらには声

をかけている」ヽ屋酒場なのである。私も「これ

何 ?」 「えっ、これも舟田さん力甘乍ったの?」

を楽しみにニマニマ、パタバタとやってしまう

ということなのだけれど一。

という次第で、ウドのきんぴら、きゃらぶき、
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カタハの合め煮他を並ぺ 用意してきた山菜で

天禁 にとりかかると、タラノメ、ミツノヽ ア

カシヤの花と現地調達も次 加々わる。カタ
'ヽ

を

炒め、ウバユリのスライス1型撃申噌和えとなり、

これにメインが牛丼で、冷凍カニの鍋付きであ

る。小屋酒場に参加したら食い物での文句は言

わせぬと、小屋のオバハンとしての誇りにそれ

なりに燃えてしまうのである。皆においしいと

いってもらってさらに持ち込んだ量で遇不足な

しで、ウン今回l■95点 !なんて自己採点をして

楽しんでいる。

(尚、 4期森島さんからの差し入れを食費に流

用させていただきました。ありがとうございま

した。)

ローックをともせ|よ 寛ぎの酒場タイム。こ

のローソクは穂積さ
―

下界ではつい時間

を気にしてしまう力ヽ そんな時計をみなくても

よいことも、テレビの番組はなどと思いもしな

いことも」ヽ屋のよさなのかもしれない。先程奮

闘の排水管の接続など、請求書を出せば10万円

を越える作業になるそうで、それを時給の高い

OB力ヽ 指図するんじゃなくて自分の手でやっ

ているんだからね―で、大笑いしてしまった。

辰野さんが設計した仕事を大島さんが施工して

いたり、その為に打ち合わせをしたホ詳動うヽ玉

さんや栂さんのよく知っている人であったり、

いろいろ人罪謳罰
～

重ヽ復していることや、その

道のプロならではの話も開けて楽しかった。

ヮングルにいる時も、ワングルがなけれlま

こんな異学年の人や違う学部の人との交流はあ

りえないとも思ったものだ力ヽ OB会をやらな

けれ:ま 卒業してからのこんなひとときもあり

えなかった。酒陽初参加の久富さんも「まさか

卒業して207も たってから、小屋で酒を飲んだ

り、石を担ぎあげたりするなんて一信じられな

い。」と言っていた。

現役時代にも「馬鹿になれ」のセリフが好き

な人がいた。「OBの鶴 は一」とか 円茅手に」

とか「迷惑」とか ―あれこれ言っているより、

まず参加して、楽しんではしいなと思う。40周

年をひかえて必然的にミーティングの後半 |ま役

員会になってしまった。参加者のほとんどが役

員に重複してしまう一これがまたウーンの現実

なのでありました。

春 の 山 /J渥 拠 陽 だ 』に り

代表オヤジ 13期 辰野 隆義

ワンゲル (大学ではない)を卒業して2群R
またこんなに山小屋にのめり込むことになろう

とは思ってもみなかった。

秋の月見の宴での山小屋のさびれ様を目のあ

たりにした時の気持ちを今も思い出す。久々の

ベルクハイム.卒業以来

"年
振りか !昔の懐か

しい顔が揃い、若い後輩連中の顔も多数揃って

いる。皆ヮンゲルを中心に集った仲間達だ。

しかし、何かが違う。昔の小屋とは何かが違

うのだ。十数年前にリフォームされたとは聞い

ていた力ヽ それだけの違いではない。昔のよう

なベルクハイムヘの「思い入れ」がないように

見えたのだ。小屋の前には残材の山、まわりは

草ぼう|ま う。水もかまども囲炉裏もなく、昔の

小屋を知る人間としてlよ 実に淋しい思いをさ

せ られてしまった。

その時、漠然と、ベルクハイムを何とかした

いなという思いにかられた。そして、同期の数

人だけで、時間がかかっても少しずつ、音のよ

うな心安らぐ所にしたいと、連中に話をもちか

けた。

ところがいつのまに力＼ それがOB会の一イテ

事として開催されることになり、ほんの個人的

思い入れが前面に出てしまうことになった。そ

してさらに高二郎の登山道整備ともからまって

しまい、私としてはなんとなく釈然としないな
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がらもとにかくスター トした。

その時妹

%年春 小屋入口道の整備、階段取付

″ 秋 水場の整備

餌年春 小屋の磁 基礎モルタル補修

流し。かまどの整備

″ 秋 便所造りに着手。木材の伐り出し

%年春 (今回 便所の骨組の組上ι大 及び

排水管、給水管の敷設

と、 5回の山」絨 開催するうち、あのさ

びれ感はなくなった。現地の地形を読み、現地

の姿材を調達しての、ぬくもりと遊び心が漂う

THlができつつある。

「辰野さんは、一生懸命にOB会をされてい

るから一。でも、自分はそこまでやれないし一」

の後輩OBの言葉を耳にした。回りから見れば

そんなふうに見えるのかな?

この言葉こそ、山小屋酒陽のみならず、 5年

たったOB会のかかえている問題の根源をつく

ものなのでしょう。

誰かが何かをやらなけれ|よ その会lま有名無

実のものとなってしまう。しかし誰かが頑張れ

ば は のように個人的思い入れの延長でやって

いる場合であっても)、 ちょっと距離を置いて

いる人は、さらに距離があいた感じを受けてし

まう。活動が具体化し、参加にきる機会が増え

る1臥 何もなかった時より 厖効口しない」事実

も増えて、かたや活動する人は浮き上がり、か

たや活動しない人はかえって活動しないOBの

レッテルを重ね貼りされた気分にもなり、ます

ます気後れする。

このジレンマに落ち込みかけているのが5年

を経た今のOB会だと思うのです。この解消に

方法論はあるでしょうか?

「一生懸命OB会をやっている」と見傲され

ている私自身も、日常は忙しさに紛才k OB会
のことなど考えている余裕すらないのが現実で

す。仕事の内容も、山や自然とは掛け離れた殺

伐としたものばかりです。

そんな中で、ああそろそろ山小屋酒場の段取

りをしなくちゃ一―と思う時には、その時点では

不意にギヤを入れ違えたようなプレッシャーが

かかるのは事実です。このギヤチェンジのショ

ックは私が社会の現役である限り薄れることは

ないとも思います。しかし一旦チェンジしてし

まえ|ま 今回は何メ、くらい参加してくれるかな

と思いながら、作業の内容を押さえだと′ていま

す。その時点では酒場での時間を楽しみにして

いる自分がいるだけで、「頑張らなくては」と

悲壮な顔をした自分がいる訳ではないのです。

瞭曜象登共 楽しく、迷惑かけず」のモットー

の範囲でやっていることだからです。

前回の山小屋酒場参加者は3名 (登山道補修

隊を加えれば6名)で した力ヽ それもまた良し

なのであります。たまたま時間がとれて、たま

たま久し振りにガ瑳邑
｀ヽ
ミ ってもいいなあという

人がいて、それらのメめ 負ヾ担にならない程度の
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作業かできて、楽しく濯勁 飲`めた一ただそれだ

けなのです。もし私力司屋ヽ酒場の段取りが苦痛

になったり、参加者の数に不満を感じるように

なったら、オヤジを辞退するつもりです。

重ねて言わせてもらいます力ヽ 特別気張って

いる訳でも、張り切っている訳でもなく、楽し

いから、リフレッシュできるから、言い換えれ

ば自分の為にやっている様なものなのです。自

分の価値感においてやっていることで、他のO

Bに とやかく言うためてはないのです。では他

のOBがどうでもいいかというと、もしこの気

持ちをそのままにわかってくれる人がいて、一

緒 0こ楽しくやろうと参加してもらえるならと、

お誘いする姿勢は持っていたいのです。

私自身のOB会への考え方も同じなのです。

役員の方々には確かに負担がかかり、曖妹で済

ませられないことが多々あると思います。それ

でも他のOBに強制はできないし、強制すべき

でもない。強制はしないけれど、すべての人に

お誘いの声をかける、常に門戸を開いている0

B会であって欲しいと思うのです。40年たち、

誂 もいれlま いろいろな考えの人がいるし、

案内を見もしないOBもいるかもしれません。

それでも、金大ワンゲルを卒業した人ならば、

ッ亡ヽの奥には、もう三度ベルクハイムを訪ねてみ

たい、高二郎に登ってみたい、総会で昔醸かし

い顔に会ってみたいの願いがあるのではないで

しょうか。何年たっても、思いたって行事に参

加した時には、時間を超越して楽しめる、いつ

ても温かく迎え入れるOB会であって欲しいと

思うのです。

私もいろんな所から案内がきます。ワングル

OB会、金大工業会、高校同窓会、仕事関係の

会など、定期的に来るものだけでも7-8通は

あります。その中で気に留めるものはワンゲル

OB会 ぐらいで、後はたまたま気が向き忘れて

いなければ会費を納入したり、返信をする機

こんな自分を省みれば、OB会の通信が幾つも

の通信の 1通に過ぎない人があっても止むをえ

ず、融 のようなことを言える立場でもない

と思うのです。その人その人でワングルの意識

順位力進 うのはどうしようもなく、itFがない

からと責める気にはなれないのです。

しかし現実には、自分の貴重な時間を費やし

て運営されている方々の多大なる労力があるこ

とも事実で、それに対して何らかの方法で意志

表示することはエチケットだとも考えるのです。

方法はいろいろあると思います。一言通信、会

費編次の通信欄、企画への返信、電諫 はがき

警 段はいろいろあります。ホームページ

も開設されるそうです。今まで面倒臭かったり、

忘れてしまったり、どうでもよかったりした、

そんな気後れしている方、キまんの一訳 も意志

表示して下さい。そのちょっとした行動で、 5

年目を迎えたOB会のジレンマカヽ 少しでもや

わらいで行くのではないかと思うのです。

話はとんだ方向へ行ってしまいました力ヽ 山

だヽ屋酒場へ戻しましょう。

今回、昨秋伐り出した木材の小屋組から始め

ました。簡単なスケッチと、私の頭の中にある

ことの具象化ですから、100%思いどおりとは

いかなかったものの、かなりの出来であるのは

確かです。

前回の作業で筋交いのつもりで寸法取りして

伐り出した木材沢 ちょっと目を離したすきに

短 く切られて柱にされてしまったり、当初予定

の使器の向きが∞度変更になったり、それはそ

れでワイフイ楽しく作業が進んでいきました。

作業の中で意外にきつかったの力ヽ 上の方へ

腕を上げての筋交い打ちでした。カナヅチを力

を入れて打たねばならないのに、300と続けら

れないのです。万有引力に逆らう難しさを痛感

した次第です。万有引力に逆らう点ではもう一

つきつい仕事がありました。言わずとしれた河

原からの砂、珈 、石の融 です。屈強の成人

男子 (?)を しても3往復でアゴが上がってし

まいます。下界で行う体力年齢測定以上にはっ

きりと自分の限界を認識できます。体力測定で
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自信のある方は是非チャレンジしてみて下さい。

砂が運び上がった時点でいよいよセメントこ

ねの開始です。と思ったところ力ヽ 昨春に運び

あげたセメント袋が湿気を吸ってカチカチに風

邪を]1いてしまっていることを刻乳 凛 秋

にもう‐度あの地獄のセメントボッカをしなけ

ればならないのか !と不安がよぎりました八

ハンマーで叩いてみるとカチカチなのは外側だ

けで、中の方は使えそう。ほっと一安電、

早速1グループはセメントをこね、骨組の基

礎の部分を固定する作業に。もう1グループは

排水管、給水管の敷設作業に (さ すがにOB会

長大島君は和職だけあって、実に鮮やかに作業

をこなしていく)。 もう1グループは使所に取

り付けるドアー枠の作成に。と、誰言うともな

くさっさと分かれて作業が進んでいく。さすが

に皆さん働きざかりの大人だなと実感しました。

1日 目の作業は完了。正直言って 1日でここ

まで進むとは思っていなかったので、大いに満

足し、全員に感謝。この分だと明日の作業はほ

とんどしなくても良いくらい.

当初私が考えていた使器lよ 半割したバイプ

を底に埋め込み、コンクリートで回りを固めた

形式でした力ヽ 大島君から、どうせやるなら便

器を下から持ってこようという提案:陶器の使

器のボッカは勘弁してくれということで樹脂製

を探してもらうことにしました。思いもかけず

立派なものになりそうです。

もう一つ予定変更したものに、汚物処理の方

法があります。私はある程度の穴を掘って、そ

こに溜めることを考えていました。どうせ現在

の利用人数は限られているからです。それでも

いつか喘 杯となるでしょうし、その時に新し

く穴を掘って配管もやりかえとなると不可能に

近い。それで近くの谷へそのまま放流すること

にしました。 (汚物処理については近年研究も

進んでおり、
―

といった所です。)搬入

した材料で、伸ばせる所まで排水管を伸ばしま

したが、もう少し下まで伸ばしたく、それは次

回酒場に回すことにしました。ともあれ今回は

皆やる気十分で、「ご飯ですよ」の声がかかる

までひたすら作業をしていました。

その後はタイトル通りの楽しい山J韓
お代 (労働)は既に前払で払ってありますもお

し
.｀

しい食事と楽しい語らいを肴に酒櫛 だけ。

特に春は恒例ともいえる現地調達の山菜の天盤

羅、酢の物などがでてきて「山小屋」のネーミ

ングが■居輝く感もあります。上馬君や栂君の

いる御蔭で、山菜に疎い私が「それ本当に食べ

れるの?」 と思った路傍の草和穴 疇 和

えられたり、揚げたての衣をかぶって次々と出

てくる。ぬめりがあったわしゃきじゃきの食感

があったり、春の香りが拡がったり…グルメ嗜

好の下界なら、結構な器に入り、その分結構な

ゼロもついて出てくるんであろう一そんな品々

-59-



ヵ、 ローソクの明かりの元、ほいほい廻ってく

る。初めてのものも結構あったので、あるいは

まず頑丈なヮンゲルOBで試してみて一の食材

も加わっていたのかもしれません。もちろんお

腹は大文夫でしたし、こんな所にも卒業してか

らのそれぞれの年輪がにじみでてきているよう

で、楽しい山小屋酒場なのでした。

朝に弱い私が寝袋の中でぐずぐずしているう

ちに、大島君と坂尻君の姿がなくなっていた。

大島君は9時には仕事の現場にいなければなら

ないとのことだったし、お二人さんご智労さん。

朝食を済ませ、跡かたづけをするノ崚 作業0こ

かかる人と分かれる。昨日思いのはか作業か進

み、半日のんびりでも良かったのだ力ヽ 秋の完

成をめざし少しでも作業時間をとることにする。

まず石運び。便所は男女共用スタイルとしたの

で、便器を一段高く設置する為の石が必要だ。

コンクリートを少なくする分、結構な量の石が

必要になってくる。それと、使所の骨組を支え

ている一番大事な部分が今一不安定で、それを

補強するための丸太も必要である。

小屋周辺のめばしい真っ直ぐな木は昨秋ほと

んど伐ってしまったし、もっと奥へ探しに4予 く

のも面倒ほと、日の前に丁度よいニセアカシヤ

があるではない力も 大枝が落ちて小屋の屋根を

潰すことがあってもたいへんと、一石二鳥とば

かりにチェーンソーでアタック。ところがこれ

力ヾ 可とも堅い。四苦八書の末に伐り出し、寸法

に合わせて切断し、端部に丸太を支える為の切

り込みを入れる一そのいずれの段階もチェーン

ソーが踊ってどえらい目にあった。安易な選択

をすると、後でえらい目にあうという見本のよ

うなひとこまだった。

それでもどうにか処理して 1本支え入れた所

で、ポッポツと雨の融 転 ここが引き時かと、

作業終了。秋の作業に引き継ぐことにする。ホ

ッと一息の皆の目は、快い疲労と、これどんな

んになるが?と いった楽しさで笑っていた。も

ちろん私の頭の中では、ちゃんと完成した便所

の雄姿力ヽ 朝日に輝く大聖堂のごとく、きらき

らと見えているのでした。

今回の作業に携わって下さった方々、ご苦労

様でした。秋には立派な便所を完成させましょ

う。その便所を使う第一号は、あなたかもしれ

ません。
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停 年 を 控 え た OB‐

OG諸 君 ヘ

0期  田村 昭夫

公的年金制度を、現行の「世代間扶養型」か

ら「積立型」に大至急変更すべきである。即ち、

各自が現役時代に積み立てた金額の支給を受け

取れιま 年金終了である。

但し、これは民間の生産企業に勤務した者だ

けであり、非生産的企業や公務員に適用する訳

にはいかない。我々の血税で雇っている公務員

は日給制とし、ボーナス、退職金、年金なども

っての外。公務員は使い捨てにする為に存在す

る。彼等の老後の面倒をみる義務など我々納税

者にはない。公僕とは、納税者に雇われた奴隷

の意味である。

私は、ある民間会社の元月給取りである。現

役時代に私と会社で積み立てた厚生年金が切れ

たら、その後の年金は辞退するつもりでいる。

「働かざる者、食うべからず」と云うではな

い力、 自然の生き物を見倣うべきである。餌を

とれなくなれば死ぬしかない。病院では何の義

理で、死ぬしかない老人を生かすの力、 病院で

負担する全て力ヽ 生産年齢にある若

い人達に依ることは自明である。

そこ0こダご況 の道力現吹てくる。

若者達に夢と希望を与え、彼等に未

来を託して、私達老人は残された日

を々自力で生き抜いて、鮮やかな光

亡を放ちつつ、この世を逝こうでは

ない力、

譜

めっきり涼しくなりました。雪便

りの恋しい昨今です。是非ヽ野沢の

スキー合宿を盛大にやろうではあり

ません力、

私は毎日、朝からヮインを飲みながら超弦理

論を考えています。これが出来ればノーベル賞

間違いなし。今、シュレディンガーの波動方程

式を検討中です。

シュレディンガーは物質の極限が素粒子であ

ることを前提とした為に、あの様な方程式を立

てなくてはならなかったのです。私ことフイン

シュタイン馬鹿士は物質の極限は越弦とした為

に自分でもがき苦しんでいます。夏、お渡しし

ました5枚目の論文に少しだけ追加しましたの

で、それをお送りします。

「ネイチャー」からはまだ何の連絡もありま

せん。一足先に「やまざと」であの英文論文を

発表いただければ幸甚です。皆さんの意見をお

聞きしたいのです。 敬具

帥

ネイチャーに投稿した論文は、残念ながら掲

載を拒否されました。

新しいパラダイムを作る者は、当初はこの様

な仕打ちを受けるのが喘です。私の理論はワン

グル諸君には受け入れられるものと信じて疑い

ません。

衆 日  サ隆 /夕′′・タ

田村 昭夫
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0期 田村 昭夫

二月末に、会津高校の修学旅行で京都へ行っ

てきた。参加者l鑽 人、先生は―Aである。

o蘇観解呵昧 の我々の高校時代は修学旅行

がなかった。 1年下の学年から復活した。)

修学旅行参加者の顔触れを見ると、所謂学校

秀才は見当たらなかった。学業とクラブ活動を

それなりにバランスをとっていた連中ばかりで

ある。

秀才達はどうしたのか。私なりに考えてみた。

到達した結論は

「秀才達は燃え尽きた」

のである。高校時代は勉強に、社会に出てから

は企業戦士として。力尽きた被等の冥福を祈ら

ずにはいられない。臨 人生のレースはこれ

で終わった訳ではない。秀才諸君の再度の奮起

を促すものである。

私達は幕末の京都で死Lた′だ会津藩士の墓参り

もした。会津藩墓地のある黒谷光明寺では、京

都会津会の方々の思わぬ出迎えを受けた。

その中のお一メ、は右京生活を守る会会長とし

て活躍されている由。示都守護職は今も健在で

ある。世界の幕末とも言うべき現在k私達会津

人は、堕落腐敗した鼈長製のこの国を見限り、

世界に日を向ける。先輩達の墓前に穏突き、各

々誓いを立てた。

昭和

“

年放映のNHK大河 ドラマ「獅子の時

旬 の会津藩士平沼銑治役菅原文太のテーマ音

楽となった"Our History Again"力くそのFE■ 私

達の耳には聴こえ続けていた。

山 で 命 拾 い こ ′ ′ こ 話

199047月末、私は飯豊山頂をめざして草付

きの種蒔山の尾根を,人歩いていたo

青空が急に暗雲に覆わ薇 雹が降ってきたo

雷鳴がとどろき、夕暮の様になった。私はツェ

ル トを被り、嵐の去るのを待った。

網シャツー枚の上半身で寒さに震えていると、

「もしもし、ここでは危険です。切合小屋まで

下がった方がいいですよ。」

と声をかけた人がいた。ツェルトのチャックを

外して見ると、山頂から下ってきたらしい完全

武装の中年女性だった。

「有り難うございます。しばらくすれば止むで

しょうから」

と答えた力ヽ 彼女はしきりに下山を勧めた。そ

れでも私が云うことをきかないので、、仕方な

く「気をつけて下さい」と云って下っていった。

やかて嵐が上んだようなので、私はツェル ト

を被ったまま、ゆっくりと立ち上がった。と、

突然稲光と同時に雷鳴力颯 き、私は大地に叩き

つけられた。

それでも私は生きていた。奇跡としか思えな

い。嵐は去り、青空が戻り始めた。稜線には私

―・メψ Lヽ然と立ち尽くしていた。

先刻は 性 1馬住だったのだろう。観音様だっ

たの力＼ マリヤ様だったのか。

私 案 ゴヒ陶 Iヽ・I―

北陸地方の大学はナH立→狡で十分である。国

立や私立大学はもはや不要である。

北陸州立大学の本部を金沢に置き、医学書k
文鵠 k理学部は金沢大が引き継ぐ。薬瓢

経済学部は富山大が継ぐ。工学書ゝ 法学部を福

井大が継 ぐ。教育学部は各県立とする。各地域

の伝統と特色を生かすと、この様な配分になる

と思うが如何なもの力、

現在進行中である角間地区への工学部、薬学

部の移転を中止して、前者を
―

後者を富

山べ移す。北陸先端技術大調院大学は現在の辰

口で国立のままで良い。

又、学生の数は婁在の半分で良い。そして、

社会人を受け入れる開かれた大学にする。大学

人は角間に籠もらず、香株坊に出没すべし。

少子化がさらに進み、生涯教育が叫ばれる昨

今、教育改革は急がねばなるまい。古来金沢は
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人 卜の書府として広く世間に知られてきた。日

本の教育改革は金沢から起きて当然である。

以上が私案である力ヽ これをI口き台として、

議論の輪が広がれば幸甚である。

ゴヒα)者БσD月興い ■日

紺 清 君  (6期 OB)

0期 田村 昭夫

「何時迄大学に居るつもりや !早う卒業せん

かいま !」

と彼に叱られたのは、私が大学 8年生の時だっ

た。

何と力V」瑯 の専門課程進学が叶った秋、下

山君の下宿で飲んで騒いでいた私には、こたえ

る一言だった。

その場で、彼と一緒に卒業することを約束さ

せられた。もっとも、あと2年半の在籍しか許

されない崖っ淵に立つ私としては、彼に云われ

るまでもなく、背水の障を敷いていたのだ力ヽ

率直な彼の言葉を有り難く受けた。

他の諸君も、多分彼と同じ思いだったのであ

ろう。先輩である私に気を使って、日にしなか

っただけに過ぎない。

そス′な紺清君は、非常に勘の鋭い、早熟な男

だった。繊細な神経を持っていた彼は、太宰治

の熟亡ヽな愛読者でもあった。また、ニーチェを

崇拝していて、「ッァラストラはかく語りき」

をドイッ語で読みこなす努力家でもあった。

彼の卒論は、教育学部の学生らしからぬもの

だった。テーマは「愛とは何か」であり、結論

|ま唯一̂4予「愛とは修行進国。

小学校の教諭となってからは「ママゴンとの

規 麹 に疲れて、休職した時期もあった。子供

の教育を母親に任せて、小銭稼ぎに専念する父

親にも怒りをぶつけていた。多分、現在の教育

の荒廃を彼は予知していたのだろう。

短い岸涯だった力ヽ 彼の残してくれたものは

大きい。

*1 彼の人柄を現す側面

結婚式の時、花婿の彼力ヽ 花嫁の肩を借りて

酔っぱらって入場してきた。テレ屋の彼のこと

だから、酒の力を借りなけれ′ば晴れがましい場

に出れなかったのであろう。

共通した一面を持つ私には良くわかる。

*2 天国からの紺清君の声

ワンゲルOB会何しとるがいや !舟田にもっ

と協力せんかいや !しっかりせんかいや |ダラ

α岨 よりOB、 OG会員へ
)

会費未納に音信不通のOB・ OG会員は、左

手の」寸1癖;2関節をツメて、舟田事務隷

送付すべし。期限 5月末日。

儒緒注 ;編集時点で期限切れです。

該当する方、よかったですね |)

背 く も の   園 げ 69。 1)

金沢市立牧山小学校

6期 紺清 敬一

「 8時からテレビを見た。ふるさとの歌まつ

りだ。それも、ぼくたちが今‐翻謁蛯 持って

ている沖縄からだ。踊っている。歌っている。

でも、歌は何を言っているの力、 さっばりわか

らない。きっと琉球語なんだろう。しかし、踊

りはじょうずだ。きれいなねえちゃん。ほんと

|こ美人ばかりだった。みんな賑やかに楽しんで

いる。

でもこの賑やかさの裏で、心はいつもB52等

の怖さでいっぱいなんだろう。そう思うと、あ

まりいい気持ちでテレビを見ていられない。で

も、テレビを見る限り、沖縄の人達は楽しそう

だった。テレビで中継しているんだし、司会の

官田輝もおもしろいことを言う。それで観客は

大いに笑い、賑やかなのだ。

沖縄から早 く返事が来ないかなあ。今頃書い
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ているのかなあ。ぼくらも手紙を出すまで大部    ぁの時初めてはく達は働く喜びを知った。終
かかったから、あまり急がすことはできない力ヽ   ゎった時のあの清々しい何とも言えない気持ち。
返事が楽しみだ。無事に向こうに着いたのか心   働 くということは最高のことだ。ぼくら百姓は

配だな。そういうことは多分ないだろう。     稲を作る。ものを作るということは最高だ。人
テレビを見た後、ぼくは年賀状を書き始めた。  間は倉1造することが大切なのだ。壊すことは軽

い力ヽ 作るということはたいへん困難なことだ。「おめでとう。今年もよろしく。」「謹賀新年」

「賀正」などいろいろ文句を書いている。でも、  そしてそれよりはるか上のもの、人間を作ると

本当にめでたいから、本当に心から相手に愛を   ぃぅところまでいかなければいけないのだ。

向けて書いているのだろうか。           それからこういうこともあった。あの頃のぼ

ぼくが見ている限りでは、そうではないよう   く達の頭の中は「 自由とは、自分の好きなこと
に見えた。ただ、相手が私の所に出してくれる   をやることだ」と思っていた。そしてぼく達は
から、出さないと相手が変な気持ちになるから、   そのことを先生に要求した。ぼく達の先生は変
仕方無しに出すように思えた。そんな年賀状は   ゎり者だから、ちょっと考えていた力、 ぼく達

こんな不誠実な書き方   に自由な日を一曰くれたのだ。ぼく達はそれぞ
カソコばかりでだめだ。

に、ぼくは少し腹が立ってきた。ぼくの所の姉   れ学校で自分勝手に行動した。勉け る者、寝
ちゃんは、その点、最高も最高、最低だ。自分   る者、スキーに行く者。だが二時間t三時間と
で書いて出すものを、かあちゃんに書いてもら   たっぅちにだんだん飽きてき 。結局全然おも
っている。ぼくは頭ヘカッカと来て、はがきを   しろくない一日だった。あの一日のぼく達のだ

引き取って、「いやいや書いて、その上 かあ   らしなさ。まるで死んでいるような生活を送っ
ちゃんに書いてもらっているくらいの年賀状な   た_日。ぼく達はそこで初めて新しい一つのこ

引き裂いた。        とを発見した。自由とはそんな生易しいものでら書くな。」と言って、

いやいや書くのだったら書く必要はないんだ。  はない。もっと深い論 ヽ 自由の中にはある
だけど、いったいこんなこと、誰が決めたんだ   のだということ力、

こんなことをしながらもぼく達の生活は、そろう。」

の頃いきいきとしていたようだった。いつも苦
この文章は、私のクラスの6年生の奥野止H召   しみにぶちあたり、それを乗り越えていった.

力■2月 26日 の生活ノートに書いたものである。   大きい山、小さい山を越える。人間の一生は山
この後彼は、私に次のような年費状をくれた。   登りをしているのと同じだ。そして、先生のい

あの狭い紙面に、虫眼鏡で読まなければならな   ぅ凱 漁 誠実がいつも頭の中にあった。

しり詰まっていた。     それ力ヽ 6年生になると、複式になったため、いような小さな字がぎっ

。ぼくにとってはあま   5年生がぼく達の新しい仲間になった。それか「おめでとうございます

りおめでたくありません力ヽ 先生と知り合って   ら少しずつつぼく達はボロが出始めた。全く班

どれだけ追求しようがへからは、 4年生までの生活とガラリと変わって、  に協力しないヨッチ。

先生流、いや紺清流の方法で生活を始めた。田   ッチャラ。毎日毎日骸 ■ 忘れ物のオンパレー

んぼをちらりと見ただけでも思い出すことがい   ドだ。のろまで、―
へ呼びに行ってもなか

なか出てこない。みんなで背中を押しながら学っぱいある。

巨大な雪の芸術。長さ50m、 高さ15mのスフ  校へ連れてくる。どれだけ皆と一緒に遊ぼうと

班員が交替でヨッチの家ィンクス。日のあかぬような吹雪の日でも、寒   言っても一人でいる。

、次の日行くと、部屋はさに震え、手を痺れさせてながら、絶え間なく   へ毎日掃除に行っても

作った白い神。体育の時間や図工の時間、放課   またバタバタ。とにかくやる気がないんだから。

後と、ιまく達はスコップと一輪車の奴隷となっ   刑務所へ行ってもいいと言うんだから。「真理

なんかいらん。ぼくなんかどうなってもいいもた。ついに完成 !
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ん」だから、誉めても怒っても叩いても、なん

なダメ。 4月 から7月 までの鳳 ぼく連の生活

ノー トはヨッチ、ヨッチでギッシリ。家の人は

「ウチのダラ」といって全く関心なし。先生も

ホールドアップでノイローゼ。ぼくらもノイロ

ーゼ。先生は一度物凄いのに叩いたけれど、ワ

ーンと泣くだけで一時間もたつとケロリ。先生

は、人を叩いて言うことをきかすことはできな

い、ダメだということがわかった。そしてつい

に先生l憂剣断した。今はルンペンだ。先生も|ま

く達も、これがヨッチンを良くする最後の方法

だと思ったのだ。

それからもう4ケ月が過ぎた。以前として班

に入ろうとしない。先生は時 「々おまえ、そろ

そろ班へ入れてもろたらどうや。」と言う力ヽ

「どうせみんな入れてくれんやろ。」で終わっ

てしまう。今は広い体育館を,人で掃除してい

る。先生はぼく達に「どんなにヨッチを見てイ

ライラして、何か言いたくなってもグッと我慢

しろ。つらいだろう力ヽ 見ていられないみんな

の気持ちはよくわかる力ヽ そうしないといつま

でたってもヨッチは、協力の素晴らしさがわか

らないんだ。かまうな。怒るな。もうしばらく

下人でじっと考えさせてやれ 」と言う。初め

はぼく達も辛かったが今は慣れてきた。時々物

凄く憎らしくなることがある力ヽ そんな時、先

生は「 ヨッチはおまえらの鏡だ。宝だ。」と言

う。ヨッチを憎らしく思う心が起こった時、自

分の心から動 肖ヾえていくからだ。一人でも嫌

いな人鷹いて きたら、婁理里ははるか向こうへ去

って行 く。それで、三学期こそヨッチが班に入

ってくれることをぼく達も先生も願っている。

こんなふうにして、ぼく達は段 変々わってき

た。二学期は説教の連続だった力ヽ そのたびに

ぼく達は先生からいろいろと大事な事を盗んで

きた。

だ力ヽ これくらいではまだまだダメだ。森本

中学を引っ張っていく力なんかつくはずがない。

反対に弓lっ 張られる。卒業まで日は短い。一日

一日をぎりぎりいっぱい生きていかなかったら

「ああもう牢響家、 」というふうになってしま

う。だからこの冬休みの間いっぱいエネルギー
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をためておくぞ。そして三学期はエネルギーの

あるだけを出して考える。中学に行ったらすご

い奴がうじゃうじゃいるからな。ボサーッとし

ておれんぞ。ぼく達は森本中学を引っ張ること

で満足しない。宇宙の支配者になるんだ。その

第一歩として森本中学だ。三学期はもう目の前

だ。のんきにしていられないぞ。忙しく、厳し

いんだ。たるんだ根性でいるなよ。と、いつも

自分に問い掛けることが大切だ。自分との対決

であり、21人 との対決洩 そして先生との対決

だ。いつもギラリとした目で瓶

最後にう超払 あまり酒飲むなよ。自分だけの

体でない。みんなの体、世界の体であることが

わかっているのなら、ちょっと手加減しなきゃ

男がすたるぞ。十二指腸が泣くよ。今度休んだ

ら承知しないぞ。バイバイ。またね。一月′ヽ日

に久し振りに会おう。元気でれ

金沢市不室町 卜110奥野正昭(ふじみな男)」

虫眼鏡片手にこの年賀状を、ある意味では喜

び、ある意味では「ああまだまだやな。」と思

いながら読んでいるうち「森中を引っ張る」と

いう所に引っ掛かった。

それで今日は一時情kこ のことについて話し

てみた。「おまえ達はすぐに森本中学を引っ張

っていくと言う。それは、先生の心の中にもそ

んな意識があるから言うんだろう。しかしだ。

おまえ達が一番可愛いのは誰洩 」「ユン子、

どうだ。」「 ちょっと考えさして下さい。」

「よし考えろ。」―‐しばらくたつと皆ポソボソ

と「やっばり自男渤‐番可愛いな。」「そうだ

ろう。自分が一番可愛いんだ。協力、協力、団

結、団結と言って、それが最高のものだと自分

に思い込ませ、他人に要求する。一もう一つ、

おまえ達はそんなら可愛いと思う自分を信じと

る力、 」即座にユン子が手を上げ「信じていま

せん。いえ、信じられません。」「それは何で

やろうなあ.」 その時、勝一が「先生、ぼくは

自分が可愛いと思わん祇 よくわからんけど。」

「うんそう力、 それもよかろう。そんなら今日

家でゆっくり考えてこい。」「自分が可愛い。

自分を信じていない。そんな悪人であるおまえ



達力ヽ どうして森中を引っ張っていけるんだ。   した時にはまた何か探さなアカンやない力、

そうでない力、 いやまた新年早々弱ったことに   「為」にする生活はダメなんだ。今ここに生き

なったな。これが三学期の勉強の中心だ。みん  てぃることが生き甲斐である生き方、苦しいか

。どれだけ金   らこそ生きられる。苦しみが生き甲斐である生な本当の人間になりたいんだろう

儲けして好きな物を買っても、好きな所へ行っ  活をせなアカンのだ。スフィンクスを作った時

ても、たとえ総理大臣になっても、それでよし  のことを思い出してみろ。あれは、でっかいス

と言えん自分をもうみんなは知っているからな。  フィンクスを作って皆に劇 長るのが目的ではな

そう言う先生も、自分が‐番可愛いんだ。オレ  かったんだろう。作っている時は、先生がなか

はおまえ達によって生かされていると言いなが   なか休ませてくれんの不満もあったし、先生の

ら、愛を見とらんのだ。だからこの三学期はこ   目を盗んでサボル者もいた力ヽ 結局最後には目

のことについてゆっくり‐緒に考えていこう。   もあけられん吹雪の日でも勇んでスコップ担い

もう一つ、一日最低4時間勉強というおまえ達  で行っただろう。苦しいことが喜びであったじ

が決めた目標を忘れるな。」「勉 」「なん   ゃない力、 あれなんだ。これでいいか。」「ま

だ。」「なんでぼくらは、こうすぐボロが出る  ぁ半分くらいは分かるな。」「三分の二わかる

んやろな。こんで結構先生に参ったと言わしと  者、半分、三分の一、サッパリ。いろいろいる

るがやけど、最後になるとコッテンパーにやら  だろう力ヽ 大事なことだということが分かれば

れてしまうな。いつかコッテンパーにやっつけ  ぃぃんだ。」という所で今日の一時間は終わっ

てやろうと思って新聞読んで、テレビ見て、か  た。

あちゃんやとうちゃんともゆっくり話して、学

校の勉強も班でとことん教え合いして、家でも   一ヶ月程前のある日、私は学校で読み切れな

鉢巻きじめて頑張っとって最後はホール ドアッ  かった生活ノートを10冊ばかり家で読んで赤ペ

プ。ぼくらもうわからんがになってきたじゃ。」 ンを入れていた。12時頃それも終わり、少し頭
それはな。構えるからだ。ハダカにならんから  が冴えてきたので、西谷啓治さんの「ニヒリズ

だ。おまえ達の言葉で言えιま イイカソコしよ   ム」を時間を忘れて読んでいた。

うとするからだ。ぼくも結構いいこと言うし、    ハッと気が付いてみると朝の6時。慌てて布

少しはましな人間やと思うからだ。そんなもの  団の中に入って寝た。さあ、 7時になってかあ

をパッと捨てるんだ。そこで初めて本当の勉強   ちゃんが起こす力ヽ 可勒軸 としていて、起こ

が 可かわかってくるんだ。多分おまえ達は中学、  されていると気付くまで∞分ほどかかったらし

高校と進むうちに、紺清は真理やら愛やら誠実   ぃ。かぁちゃんはうるさく「あんたの命が学校

やら変なこと言うとったわいと思い出すことが   で待っとるぞ。行かんつもりか。愛はどうでも

あるやろう。真理は在る。真理を実現する課題   ぃぃがヵ、 」と皮肉まじりにいろいろ私の存在
として愛が在り、実現する自己の態度として議   を脅かしてくる力ヽ 私は「いいがじゃ。報 な

丸 ようするに、みんな流で言う、ギリギリい  んかどうでもいい。とにかく寝さしてくれ 真
っぱい生きるということが出てくるわけで、こ   理も何もいらん。寝さしてくれ 」と意識朦朧
の二つはどこどこまでも深い意味があり、それ  とした中でとにかく言い続ける。布団がまくら
は皆がどれだけ逃げても追っかけてくるんだ。   れる。また引っ張る。しまいにはベッドから落

もう知ってしまったからと言っとった。そんな  とされる。それでも行く気が起こらない。ただ

ことわかるかい。気違いでない力＼ と思う時も  眠りたいっ帆

あるだろう。それが人間なんだ。精神病院へ行   どぅにかこうにか目を開けたのが 8時。飯も

った方がいいんじゃない力、 それはそれで生き  食わず、いやいや学校へ。1勝縦骸Lそ して皆
ていける。何かのな 例えば大学へ入る為と力＼  に背いたこんな私を差宅の子供達に告白した。

社長になる為に生きとるとしたら、それが実現  2名 は口を揃えて言った。「学校へ来たんやさ
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かいカンニンしてやる。」

何故、いつも命だと思っている者にさえ私は

背くの力、 それは「愛がなければ弱る。」とい

う所に私が立っているからなのだと最近判り出

した。私が愛によって生きること、私が生きよ

うとしていること、私の救いだけが問題になっ

ている。

この態度自体がエゴイズム、我執なのである。

我執そのものが人間なんだという形にならない

で、我執を捨てることで人間になろうとしてい

る私がいる。「愛がなければ弱る。」という事

と、「愛を探す」という態度は少しずれている

ような気がする。

「愛を探す」という態度即、これが生きると

いう事であり、ここにこそ、苦しいからこそ生

きていけるとい態度が生まれてくる。「愛がな

ければ弱る。」という意識で立っていると、苦

しみこそ生であるという形なしに、行きつく所

そこで立てない自己を知っている故に、なけれ

ば死んでやるぞという傲慢さになって表れてく

る。だから、そういう態度を純粋に見なければ

駄目な訳だ。愛に目覚める事(即ち、我執その

ものをよく見れる所から、子供達0こ対する責任

をとる態度が決まってくる。

しかし、ここで責任をとるという事は、自分

がどうかするという意味での責任のとり方であ

り、それは私にとってどうにもできない事であ

る事を知った上で言っている訳で、それにもか

かわらず、その事態そのものを責任をとれると

して見ている私がいる。この事自体、全く許さ

れざる事なのである。

それ故、この事が開かれ解かれていく道|よ

この傲慢さをもう一度t純粋に見ることでしか

開かれてこない。意識が人間を見た場合、人間

噛醜い。 しかし人間は、醜いと言いながらその

醜さを内で見ず、まだ外で見ていて、醜さその

ものになっていない。醜さそのものになった時、

その時初めて、愛を求める意外にないという態

度、愛を求めるといういう事が私の生きる事だ

という建壊勢端 てくる。

しかし、それは、現在の私がこの事実そのも

のを純粋に見ていないからだ。だから前にも書

いたように、頭か なかったら死んでやるという

傲慢な態度になって表れてくる。子供達に対し

て責任をとれない私力ヽ 責任をとったような顔

をしてのうのうとしている傲慢さ。これは罪以

外の何ものであろう力、私にとっては私力ヽ や

はリー番可愛い。

そんな意識を抱えた上での教育。常に背かな

い子供達に向かって、私は背く。この事が本当

に私に響いてきた時、初めて私はただ頭が下が

るだけである。この事を踏まえずにいると、私

の教師という仕ま かけがえのない命の創造者

としての私が生きてこず、子供達も生きてこな

いのである。さらに言え|よ この背かない子供

達に甘えている私。 ここでもまた、私自身の背

きがある。以上述べたごとく、あくまでも、私

の意識はつまる所、子供達を覚醒させる事がで

きず、経済、政治の中で滅んでいく。

結局、私と子供達を結びつけているものは何

なのか。何によって一つになるの力、 この考え

嶺転ずるならば、一つになるのではなしに、も

うすでに一つであるものを見出さなくてはなら

い。これは何故力、 一つに結びつけようとする

ことは既に分裂しているという事が前提になっ

ている。この分裂という基盤の上で一つに結び

つけようとする所に倫理的に根本的矛盾がある。

一つにしようとするのではなしに、既に一つ

であるものに従って生きる。一つであるものの

働 端 の場で明らかにされなければならな

い。

はぐくむことの中に大変な苦悩がある事。こ

の苦悩を堪え、引き受けていく事。自己自身で

この問題を開いていく軋 それが倉1造なのであ

.る。背く者の自覚を通してし力＼ 子供の魂の創

造は生まれてこない。世界の心に響く子供達を

倉1造する事t言いかえれば、愛に目覚める歌

これが私の願いなのである。
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平成10年 (1998年 )1月 3日  (土曜日)
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銀婚式を終え、ただいま青春真つ最中

13期  向  幸子

昨年 12月 末のある日、主人が唐突に「おい !

新聞記者がインタL―ιこくるぞ」といいます。どう

いう主旨なのかを聞 く問も無 く、取材を受け

て、 1月 3日 の新間に載った記事が別掲のもの

です。後に引けなくなりました。

鹿島槍で銀婚式を祝いました。

主人は高校の体育教師です。結婚当初から

「部活動の熱血先生」で私は「バスケットボール未亡

人」のようでした。

その主人が61年に同僚と白山登山をして感銘

を受けたようです。それから「お母さん山へ行

こう」というようになりました。

家族と甥や姪もいっしょに唐松岳、五竜岳、

自馬岳、西穂高、本曽駒、御嶽などに登りまし

た。

両親や叔父、叔母の年寄 り組といっしょに車

やロープウエイを使える、谷川岳、草津自根山、乗鞍

岳、北八ケ岳に登 りました。

二人で初めて本格的にアイクをつけて春の八ケ

岳、赤岳に登 りました。

奥穂高や南ア″刈ヒ岳を登った年あたりから深

田久弥の「日本百名山」がヤマケイなどの本に

載 り、NHKの 特集で放映されるようになりま

した。

その影響で主人は「 うちは夫婦で百名山を目

指す」というようになりました。

「青春 とは年齢ではない !

目的意識を持って行動しているうちは青春で

ある !

百名山完登をライフワークにしようとしている向夫

婦は青春真っ最中」

ということらしいです。

カナダやスイスで思いきり滑りたい

長女も交えて妙高や志賀高原でよくスキーを

しました。

娘が 3年前、コロラド州立大に留学していた

とき訪問して、飛行機の窓から見えるロッキー

山脈や、広大なコロラドの大地を目の当たりに

し、感動して帰 りました。

いま長女はモントレーの大学院で英語教授法

の勉強をしています。

娘が就職する前に、娘を通訳にして、主人と

もども、カナダやスイスで思いきり滑 りたいと

思っています。

金婚式は百名山のいずれかの頂きで

トレーニングを兼ねて自転車通勤を28年間続

けています。

金婚式は百名山をクリヤーして、その中の一

番印象の良かった山で迎えたいなと考えていま

す。

その時、主人は77歳、私は75歳です。

夫唱婦随。離婚はもちろん、どちらが倒れて

も目的は達成できません。

いつまでも仲良 く、健康夫婦でいたいと思い

ます。
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ナスカとは
NSKは長良川、庄川、九頭竜川の  i

頭文字。ナスカの地上絵のように、次 :
世代に何かを残したいという希望を現 |

した。
●越美南・北線で福井一岐阜間を開

i腱させるという、20世紀の住民が待

ち望んだ「鉄道による地域交流」構想

を引継ぎ、我々の手によって、21世

紀の「ネットワークによるJ地域交流構

想へと発展させよう。
●¬56号線でつながっ・ている愛知と

富山の恋人たちの「遠距離恋愛」を応

援しよう。
●太平洋と日本海とを結ぷ軸を形成

する連携グループとして活動しよう。

○「太平洋と日本海を桜で結ぼう」と

夢見た1日 国鉄バス草掌、故佐藤良二

さんの遺志を継いで、ネットでつなぎ、

そtて心をつなぐという夢を実現しよ

`979_5

ホームページ   ト■,〃mvw nSk Org/

連絡先 上村人史   kami@takasu org

活動について
●合意形成原則

タブーなし、中心なし、全員が対等、
地域外からも議論に参加、ラフコンセン

サス、プロセスからの情報公開
●一般公開型、無料のメーリングリスト

・ 情報交換の場、出会いの場として、
誰でもいつでも参加できるメーリングリ
スト。
・参加/退会はいつでも自由、無料。
・実名で自己紹介された方がメンバー

NSK(ナ スカ)流域ネッ ト

3川流域で、町村を越え、インタ
ーネットで情報交換しながら、地
域の未来を考え、実践していく

グループ

ナスカの地に情報産業を

活動目標
生き生きとした生活ができる広域

コミュニティ、自然や文化を大切に

する産業のある地域作りを目指す
インターネットを活用して、仲間と

意見交換しながら、実験をして確か

めつつ、ビジョンを作り、それを地

域に提案していこう。
0地域の未来は自分で考え、自分で

確かめて選択しよう
。ナスカの地に情報産業を育てよう

メンバーの所属町村

富山県:庄川町

岐阜県:白 川村、高鷲村、
自鳥町、人幡町、

明宝村、美濃市

福井県:美 山町、大野市

アドバイザー
スマートパレージャパン

地域活動の専門の方多数

11丸

自己紹介の後、できるだけ早い機会に

写真をお送り下さい。
メンパーとメー|リ ングリスト参加者はメ

ール機能に関して全く同等です。
●プロジェクト
まずは話し合いから。講演会、セミナ

ー、ミーティングなどを順次企画。
目標実現のための活動はプロジエク

トで。プロジェクト立ち上げのための合

意形成過程にも、目標とするコミュニテ

ィのプロセスで(情報の開示→メンバー

の議論→合意の形成という一連のプロ

セス)。
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写真集第 3集を出 します

15期   上馬 康生

先 日、約 1年半ぶ りに自山へ登つてきました。私にとつては長いブランクでした。

それ とい うのも、平成 9年 2月 に一人で山スキーをはいて白山へ登 り、帰 りに転倒 し

たのが引きがねとなり、腰椎椎間板ヘルニアで入院、手術 とな りました。無理をしな

ければよかつたのですが、退院後の不養生がたたつて、なかなかよくならず、その う

ち頸椎にもヘルニアが見つかり、もうさんざん。約 1年間、仕事もまともに出来ない

状態が続いていました。 しかし今年の 2月 頃から、十分といえないまでも、ようや く

まともに動けるようになり、 5月 の山小屋を皮切 りに、少 しずつ山歩きを再開 してい

ます。

久 しぶ りに高山の空気に触れ、山の生き物に接 してきました。病気になる前までは

何 とも思つていなかつたのですが、普通に歩けるとい うことは本当に幸せなことです。

もう二度 と繰 り返すことのないことを願つて、毎 日簡単な筋肉 トレーニングを続けて

います。皆 さんも腰には十分注意 してください。必要に迫られ本など読んで腰痛につ

いて少 し勉強 しましたので、悩んでおられる方は、たい したことは出来ないと思いま

すが一度ご連絡 ください。

さて、本当なら一年前に出版を予定 していたのですが、遅れて しまつていた写真集

の第 3集がまもなく出来上が ります (7月 上旬予定)。 昨年 2月 に自山へ行つたのも、

実はどうしても厳冬期の山の上の様子を第 3集に載せたく、写真撮影が目的の一つだ

ったのです。 ワンゲル関係者の方々にもたくさん買つていただきましたが、「白山の

四季」、「白山の四季Πブナ林」は、おかげさまで版を重ね、全国の方に自山の自然の

い くらかを知ってもらえたものと思つています。まだの方は、各都道府県立図書館に

贈つてありますので、そこまで足を運んでもらえば見ていただけると思います。今回

の第 3集 「白山高山帯」は、自山の標高 1700mか ら山頂までに至る範囲の自然につ

いてまとめたものです。そこは、ほとんど人の手の入つていない自山でも最も自山ら

しいと言えるところと思います。私が出合つた様々な自然 とそこで感 じたことを一つ

一つの画面で表現 し、それに解説を少 し付けました。雪や地形、植物の他に、空の雲

や太陽の光など、高山ならではの自然を取 り上げたつもりです。書店などで一度手に

取つて見ていただければ幸いです。

出版 といつても、あくまでも私の趣味の範囲の行為で、その費用の一部を負担 し、

まつたく儲けはありません。費用負担分の本がたくさん手元に届きますので、手渡 し

できる近くの方は直接私の方まで申し込んでいただければうれ しいです。石川県内の

書店の他に、大都市の主要書店には出ると思いますが、なくてもどこの書店に注文 し

ても取 り寄せてくれるはずですので、申し込んでいただければ幸いです。
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平成10年 (1998年 )5月 19日  (火曜日)
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、
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れ
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蜂
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を
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年
記
念

一の
メ

ー

ン
事
業
に
位
■

つ
け
■

た
，
角
間
移
転
後
、
地
域
と
Ｉ

立
し
が
ち
な
立
地
環
境
に
あ
る

だ
け
に
、
自
然
と
現
し
む
仕
掛

け
を
作
る
こ
と
に
よ

っ
て
地
域

住
民
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
呼
び
込

む
狙
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

金
大
庶
務
課
で
は

「
一
般
市

民
が
気
軽
に
足
を
運
べ
る
よ
う

地
域
と
の
交
流
を
念
頭
に
置
い

た
整
備
を
進
め
た
い
」
と
し
て

い
る
。国

際

シ

ン

ポ

や

立
花
隆
氏
講
演
も

金
大
は
来
年
五
月
二
十
九
日

か
ら
六
月

一
日
ま
で
創
立
五
十

周
年
記
念
事
業
を
展

開
す
る
。

地
球
の
水
資
源
を
テ
ー
マ
に

し

た

一
地
球

―
水

―
人
間

」
と
題

し
た
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
米
国
、
ロ
シ
ア
、

カ
ナ
ダ
、

中
国

四
カ
国

の
専
門

家
を
迎

えヽ
、
地
球
規
模
の
視
点
で
環
境

問
題
を
考

多ヽ

う
。

ま
た
、
北
陸
の
水
辺
を
テ
ー

マ
に
し

た
市
民

シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、
二
、
三
十
代
の
若
手
研
究

者
が
金
大
の
現
状
と
簡
一題
点
を

討
論
す
る

一
若
手
研
究
者
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
、
評
論
家
の
立
花

隆
氏
を
紹
い
た
特
別
講
演
も
あ

る
。五

・Ｔ
周
年
記
や
蔑

一李

な

旧

制
四
百
関
係
の
資
料
な
ど
が
公

開
さ
れ
る
。

地
域
へ
の
開
放
を
目
指
す
自
然
体
験
型
キ

ャ
ン
パ
ス
の
構
想
が
動
き
出

す
金
大
　
＝
金
沢
市
角
間
町
、
北
國
新
聞
社

ヘ
リ

一
あ
す
な
ろ

一
か
ら

｀
お―
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四
年
間
の
軍
務
を
終
え
て
復
員
し
北

國
新
聞
社
の
記
者
と
し
て
就
職
、
最
初

の
部
署
が
金
沢
に
進
駐
し
て
い
た
Ｇ
Ｈ

Ｑ
第
八
軍
傘
下
の
石
川
軍
政
隊
詰
め
の

仕
事
だ
っ
た
。
空
き
顔
を
か
か
え
て
二

の
凡
の

ＩＥ
輛
ヨ
司
今
部
、
本
多
訂
の
嘔

海
軍
館
、

西
訂
Ｃ
Ｉ
Ｃ

（
Ｃ

ｏ
ｕ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
　
Ｉ

ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ

ｌ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
）
に
日
参
、
軍
が
発
表

す
る
県
市
当
局
む
け
の
示
達
文
書
を
記

事
に
翻
訳
し
て
本
社
に
届
け
る
業
務
に

専
心
し
た
。
別
に
激
し
い
取
材
競
争
が

あ
る
訳
で
は
な
く
、
耳
新
し
い
覚
え
薔

き
と
称
す
る
政
閲
済
み
の
記
事
を
薔
く

だ
お
り
こ
と
で
、
ず
ぃ
ぶ
ん
先
在
記
者

に

羨

ま
れ
た
も
の
だ

っ
た
。

隊
長
以
下
の
将
校
は
威
張
ら
ず
、
気

さ
く
な
人
た
ち
ば
か
り
で
、
顔
な
じ
み

昨
」
』
馨
震
］
『
工
¨
諏
は
¨
喝
デ
畔

る
役
得
を
あ
り
が
た
く
思

っ
た

も
の
だ

っ
た
。

駐
屯
母
兵
三
百
人
が
利
用
す
る
石
坂

の
米
軍
専
用
慰
安
所
の
続
計
を
云

報
係

の
ス
ミ
ス
由
尉
か
ら
入
手
し
翼
事
に
し

よ
う
と
し
た
時
、
隊
長
の
中
佐
か
ら
大

〓
≡
一
一
員

う

）

〓
〓
局
が
発
表
す
る
以

外
の
も
の
を
報
道
す
る
の
は
ま
か
り
な

ら
ぬ

一
と
］
尉
と

も
ど
も
し
か
ら
れ
、

一
片
の
角
砂
精
一
景

ケヽ
ッ
ト
に
ね
じ
こ

ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

戦
災
を
受

け
な
か

っ
た
石
川
県
は
こ

大
戸

宏

政
移
管
が
最
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん
だ
土

地
と
さ
れ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
評
価
は
高
か
っ

た
。
供
米
、
ヤ
ミ
撲
滅
、
隠
退
蔵
物
資

摘
発
、
農
地
解
放
な
ど
の
初
期
の
占
領

政
策
は
数
力
月
で
終
わ
り
、
沼
和
二
十

一
年
夏
ご
ろ
か
ら
第
二
段
階
の
民
主
化

政
策
に
移
る
。
軍
政
隊
に
い
た
将
校
の

大
半
が
本
国

へ
引
き
上
げ
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ

（Ｃ

‐
ｖ

‐
ｌ
　
Ｉ
ｎ
ｆ

ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ

１
０
ｎ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ

ｌ

ｏ
ｎ
）
の
民
政
官
に
と

っ
て
代
わ
る
。

イ
ズ
ボ
ン
、

マ
ー
チ
ン
氏
や
ギ
‐
ボ
ー

ド
一
佐
と
い
っ
た
文
人
肌
が
大
勢
を
し

め
る
障
容
に
な
り
、
こ
れ
が
県
政
の
将

来
を
左
有
す
る
こ
と
と
な
る
。

か
つ
て
の
雲
都
を
学
部
に
転
奥
し
よ

・つ
こ
の
方
針
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
示
さ
れ
る

の
が
、
二

十
二
年
の
九
月
ァ
イ
ヶ
ル
バ

ー
ガ
ー
第
八
軍
司
令
官
の
金
沢
視
察
て

本
決
ま
り
と
な
る
。
隊
長
の
ギ
ー
ボ
ー

ド
中
佐
ら
分
キ
ャ
ン
パ
ス
候
補
地
と
し

た
金
沢
城
■
を
く
ま
な
く
案
内
し
、
三

す
聞
長
屋
や
石
川
門
、
旧

七
連
隊
兵
含

を
み
て
電
る
ア
イ
ケ
ル
バ
‐
ガ
ー
一
将

は

大
満
悦
だ

っ
た
。

一
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
史
跡
で
あ
る
。

軍
か
ら
移
菅
後
も
、教
育
文
化
施
設

こ

し
て
県
市
が
守
り
立

て
て
い
く
よ
う
指

導
す
べ
き
で
あ
る
。
大
学
設
置
に
は
も

っ
て
こ
い
の
土
地
ル
煙

物
が
あ
る
」

当
時
は
県
知
葛
や
市
長
の
権
限
を
上

回
る
行
政
力
を
尋
一つ
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
葛
官
の

金
沢
城
上
を
核
一と
す
る
こ
と
の
都
市
計

画
構
想
は
、
ま
さ
に
金
鉄
の
ヨ
み
が
あ

高官 ら「金沢城址」に執着

一
っ
た
。
以
来
、
石
川
軍
政
隊
の
構
力
釣

一
な
働
き
か
け
に
■
車
が
か
か
っ
た
．

一　

一
方
〓‘真

民
の
哭
心

も
大
き
く
、

真

宗
大
学
案
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が

百
出
し
た
一
何
と
〓
識
者
の
豊
か
な

二

地
柄
だ
。

折
リ
ロ
正
し
い
英
文
の
費
書

が
、
多
く
の
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
。由
甥
や
軍
批
判
も
あ
る
が
、獄
責
、

提
言
も
少
な
く
な
い
。さ
す
が
に
学
都
、

文
化
の
都
市
だ
け
あ
る

」。当
時
の
将
夜

の
言
葉
が
、
そ
れ
牟
重
一付
け
て
い
る
。

い
つ
の
ま
に
か
、
投
番
を
整
理
し
リ

ス
ト
を
作
る
の
が
記
者
の
仕
事
に
な

っ

た
。
そ
の
う
ち
隊
に
は
多
く
の
文
人
、

学
識
者
が
招
か
れ
、
民
政
官
ら
と
懇
談

す
る
機
会
が
生

ま
れ
る
，

六
沢
衝
、
伊

藤
雲
甦
デ
川
口
久
雄
、

大

三
井
源
、

大

河

蓼

々

政
彗

黎

ち

と

二

人
、
ほ

と
ん
ど
が
郷
二
又
化
遺
産
の
維
持
発
掘

ル
教

育
改
革
´
に
建
設
的
一
ｔ
意
見
生

ムヘ

る
。

こ
れ
ら
の
提
言
を
受
け
入
れ
、
雲

政
隊
の
文
化
都
市
建
設
五
カ
年
針
画
の

青
写
真
が
で
き
あ
が
る

．
こ
の
ほ
″
）奎

大
で
見
つ
か

っ
た
ギ
ー
ボ
ー
ド
中
佐
か

つヽ
知
事
に
あ
て
た
覚
え
書
き
は
、
そ
の

一
端
が
垣
間
見
え
る
も
の
で
、

「
石
川
門
と
二
十
間
長
屋
を
歴

史
地
域
と
し
て
独
立
の
機
関
が

保
有
に
あ
た
る
こ
と
」
と
い
っ

た
文
面
に
は
、
金
沢
城
上
に
対

す
る
石
川
軍
政
隊
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

高
官
ら
の
執
者
が
に
じ
む
，

金
沢
城
上
を
一一
心
に

〓
青
木

に
次
ぐ
総
合
大
学
建
設

´
一〓
物

館
、
図
書
館
、

公
会
堂
新
設
の

覚
え
薔
き
が
完
成
し
た
の
は
、

昭
和
二
十
二
年
の
秋
ご
ろ
、

ギ

ー
ボ
ー
ド
中
庄
が
県
庁
に
出
向

い
て
、
柴
野
知
事
、

井
村
金
沢
市
長
に

協
力
を
求
め
、
三
県
要
路
を
集
め
た
大

学
設
置
期
成
同
盟
会
の
発
足
と
な
る
、．

こ
の
時
点
で
真
宗

大
学
案
は
消
え
、
真

宗
ゆ
か
り
の
尾
山
御
坊
に
記
念
碑
建
立

の
構
想
が
加
え
ら
れ
た
。

昭
和
二
十
四
年
七
月
の
金
沢
大
学
開

学
。

一
般
教
養
部
の
授
業
が
旧
七
運
隊

兵
舎
で
は
じ
め
ら
れ
る
と
い
う
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
運
び
の
裏
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
存
在
が

あ

っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
く
な

っ

た
。

（お
お
と

。
ひ
ろ
し
＝
随
〓
家

・

金
沢
市
）

つ
か
っ
た

「金
沢
城
址
に

一 |イ
~
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石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
十
日
ま
で
に
、
金
沢
城
地
の
ニ
ノ
丸
と
本
丸
を
結
ぶ
極
楽
橋
周
辺
の
発
掘
調
査
で
、
江
戸
時
代
中
期
か

ら
末
期
ま
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
石
段
を
確
認
し
た
。
石
段
は
幅
二
十
房
に
も
及
ぶ
城
内
で
も
最
大
規
模
の
も
の
で
、
数
回
に
わ
た
り
改
修
さ

れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
セ
ン
タ
ー
一げ
は

、
寛
永
の
大
火

（
一
六
三

一
年
）
後
に
藩
主
の
殿
舎
が
ニ
ノ
丸
に
移

っ
て
以
降
も
、
本
丸

が
域
内
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
み
て
、

引
き
続
き
、
詳
し
く
調
査
し
て
い
く
。

中冨20rπ 」きガミ奪支■■L¬ご讀読ラk名及

から本丸に続く石段 =金 沢 城 辻

県埋文センター

数
回
に
わ
た
り
改
修
か

極
楽
橋
の
本
丸
側
で
確
認
さ

一
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

り
、

れ
た
石
段
は
、
明
治
期
に
造
ら

一
江
戸
中
期
か

つ
末
期
に
か
け
て

れ
た
階
段
か
名ヽ

予

猛

曇

一２

な
家

火

２
動
に

た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
福
は
二
十

一使
用
さ
れ
た
と
み
て
い
る
。

本

冬

羮

一章憂
震

襲

錮
灯
弊一烈
難

一̈̈い一一｛一｝一一̈一一一一̈一｝一一̈一̈̈一

Ｚ

晟

多

稼

眈

笏

多

徘

饂

鋏

ざ

顆

多

咸

多

多

颯

⑫

鞣

多

礼

な

り

能

夕

鯰

顆

蓼

腋

靡

彬

瞑

彬

鯰

彬

彬

瘍

江戸中期から末期まで使われたとみられるニ ノ丸

-78-



国 13925「ll酬 .Miifli発 買繰 4110R鶏 螂 馴

体
裁
悪
い
が
必
要

久
野
能
弘
金
大
文
学
部
教
授
　
一ま
引
書
に
出

て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
大
学
生
で
あ
れ
ば
本

来
、

分
か

っ
て
い
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
高
校
ま
で
の
教
育
が
受
験
を
に
ら
ん

だ
暗

記
中
心
で
、

生
徒
が
社
会
で
必
要
な

一
般
的
常

識
を
教
わ
る
機
会
が
少
な
い
以
上
、

（社
会
営

識
を
教

え
る
）
手
引
書
葬
由

す
こ
と
も
や
む
を

得
な
い
。
大
学
ル
一し
て
は
体
裁
の
悪
い
こ
と
か

も
し
れ
な
い
が
、
学
生
に
本
当
の
知
識
と
知
恵

を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
も
必
要
だ
。

金
大
は
八
日
ま
で
に
、
初
の
学
生
生
活
の
手
引
書
を
作
製
し
、

新
入
学
生
全
員
に
配
布
し
た
。
手
引
書
で
は
、
学
生
保
険
や

訪
間
販
売
の
注
意
事
項
の
ほ
か
、
カ
ン
ニ
ン
グ
、
酒
の
強
要
は
厳
要
と
す
る
の
を
は
じ
め
、
万
引
、
車
の
あ
て
逃
げ
、
自
転
車

泥
棒
が
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
萌

示
す
る
な
ど
、
手
取
り
足
取
り
、
社
会
の
ル
ー
ル
を
記
し
て
い
る
。
旧
制
四
高
の
伝
統
一
辱
一け

継
い
で
半
世
紀
、
学
生
気
質
の
様
変
わ
り
に
頭
を
層
め
る
大
学
側
は

「
細
か
に
説
明
し
な
い
と
社
会
常
識
の
規
則
を
守
れ
な
い

学
生
が
増
え
て
い
る
」
ル
ヱ
由
し
い
内
情
を
打
ち
明
け
、
ル
ー
ル
の
順
守
み
指

導
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

学生生活の

でびき

ま
た
、
金
大

の
学
生
が
か
か

わ

っ
た
ケ
ー
ス

一
　
律
』
は
檸
航
松

九
年
度
に
十
二

件
の
交
通
事
故

が
発
生
し
て
い

る
と
し
、

「
飲

酒
運
伝
は
事
故
の
も
と
」

「
バ

イ
ク
に
運
転
す
る
時
は
必
ず

ヘ

ル
メ

ッ
ト
を
書
用
す
る
こ
と
」

ル
ｓ
琴
え
て
い
る
。

金
大

保
健
管

理
セ

ン
タ

ー

に
よ

る
と
、
新
入
生

の
中

に

は
、

親

元
を
離
れ
て
解
放
感

に
浸
り
、

羽
目
を
外
す
者
も
多

い
と
い

う
。
手
引

の
作
製

に

当
た

っ
た

大
場
義
樹

前
学
生

部
長
は

一
今

の

学
生

は

手
取

り
足
取
り
教

え
な
い
と
分

か

ら
な
い

面
も
あ

る
。
学
生

に

は
、
大
学
時
代
に
常
識
あ
る
社

会
人
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
積
ん
で
は
し
い
」
と
し
て
い

る
。手

引
を
受

け

取

っ
た
入
学

「
も
う
子
供
で
は

一い
の
だ
か
ら
基
本
的
な
こ
と

は
分
か

っ
て
い

る

つ
も
り
」

（教
育
学
部
）
、

「
大
学
生
に

も
な

っ
て
細
か
く

注
意
さ

れ

た
く
な

い
」
と

の
声

が
上

が

一る

一
方
、

「
案
外

知
ら

な
い

こ
と
が
多
く
、
参
考
に
な
る
」

（
工
学
部
）
な
ど
反
応
も
分
か

れ
て
い
る
。

万引は罪、あて逃げは道交法違反

還
異
「子
供
扱
い
や
め
て
」

金
大
の
合
格
発
表
で
番
号
を
探
す
受
験
生
や
保
護
者
。
大
学
側
は
学
生
に
社

会
の
ル
ー
ル
を
守
れ
る

「
一
人
前
の
人
間
」
と
し
て
期
待
し
て
い
る

＝
３
月
、
金
大
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス

手
引
は

Ａ
５
判

三
十

一
今

で
、

「
心
と
健
康
」

「
ル
ー
ル

を
守
ろ
う
」

「
交
通
事
故
に
遭

っ
た
ら
」

「
犯
罪
の
被
害
者
に

な

ら
な

い
た
め
に
」

星

生

生

活
に
役
立
つ
保
険
」
の
五
項
目

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
ル
ー
ル
を
守
う

２

の
項

目
で
は
、

最
近
学
内
で
目
立
つ

ル
ー
ル
違
反
と
し
て
、

カ
ン
ニ

ン
グ
や

大
学
の
備

品
持
ち
出

‐
　
　

，
一
一
二
「

金
大
が
全
新
入
生
に
配
布
し
た
手
引
書

し
、
駐
車
違
反
、
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
処
分

内
容
を
記
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

「
万
引
は
ど
ん
な
安
い
も
の
で

も
立
派
な
窃
盗
罪
」

「
自
動
車

の
あ
て
逃
げ
は
遭
交
法
違
反
の

事
故
不
申
告

に
相

当
す

る
」

「
自
転
車
の
寸
借
は
軽
く
見
ら

れ
る
が
、
被
害
届
が
出
れ
ば
逮

捕
さ
れ
る

一
と
自
覚
を
促
し
て

い
る
。
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主将挨拶

41期主将の仕事

。主将の挨拶と、部の近況の原稿作成

。OB会 との連絡

・宴会での芸

この程度である。

近年主将という役職は、さほど重要ではない。ただ椅子に座っているだけでワンゲルは

どん どん動いていく。たとえばもしここで僕が半年ほど失踪 したとしてもワングルは変わ

らず動いているのであろうっそのような立場であるワンゲルの主将でありながら、僕が 1

年生の時の主将老田さん、 2年の時の主将山崎 さんの 2人は常にその存在感を示 してお ら

れま した。このような優秀な主将たちの後を継 ぐことになるとは考えてもいない事柄でし

た。ただ現在は、この二人を追い抜 くことのできる主将になれるよう日々精進 している毎

日です。

部の近況

。今年の 1年生は何と16人 もの入部者がお り、 rll年 よりもかなり多くなっていますっ部

全体 としては、 4回生が 9名 、 3回生が 10名 、 2回生が 11名 、 1回生が 16名 の46
名 となっています。今年の新入生 トレーニング山行は、高二郎山でおこなった去年の新 ト

レ、及び秋の小屋作業で、 1回生が相次いで滑落 したことにより安全面を考慮 して医王山

で行いま した。今年の夏合宿は、北アルプス 3パーテ ィー、南アルプス 1パーティーの計

4パーティーが有り、普段は体力作 りを行つています。

*冬合宿偵察 経 ヶ岳 12/13～ 14

L中野 SL上田

*冬合宿 経ヶ岳 12/27～ 29

CL中野 CSL上 田 (3年 7名  2年 6名  1年 6名 )

*医王山雪上訓練 2/22～ 23

L竹内 SL上田 老田 田村 林 得田 野沢 青木 笹田 志賀 矢内 久保寺

*春合宿偵察 大門山

L上田 SLttN・ l‖

*春合宿 大門山

L上田 SL小川 (3年 3名  2年 4名  1年 3名 )

*1・ 2年山行

<佐渡 3′
′
25～ 31>

L市山 SL得田 角谷 越前 中内

<天 ぐ岳  3/31～ 4/1>

L森田 SL竹内 佐藤 田村 笹田 矢内

<屋久島・宮之浦岳 3/H～ 14>

L谷本 SL長谷川 河村 青木 岩崎
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98年度

*新 トレ偵察 医王山  4′ /29

L長谷川 SL田村  (3年 2名  2年 4名 )

*新 トレ 医王山  5/23～ 24

CL長谷川 CSL市 山  (4年 4名  3年 6名  2年 10名  1年 14名 )

夏合宿

*峠パーティー 8泊 9日  8月上旬

L田村 SL河村 志賀 坂本 越前 小倉 加藤  田中

立山一剣一五色 ヶ原―針 ノ木峠一鹿島槍

。第 1回 トレーニング山行 人形山 6,20～ 21

L河村 SL田村

・第 2回 トレーニング山行 白山 7′/4～5

L志賀 SL田村

*北ア 上高地パーティー 7泊 8日  8月上旬

L森田 SL竹内 笹田 伊藤 中内 神谷 清水 谷上 阿

上高地―蝶ヶ岳一大天丼岳―槍 ヶ岳―双六岳―笠 ヶ岳

・第 1回 トレーニング山行 人形山 6/20～ 21

L竹内 SL山 崎

。第 2回 トレーニング山行 白山 7/4～5       ‐

L笹田 SL森 田

*北ア ③ ミーティー 7泊 8日  8月上旬

Ltt SL佐藤 谷本 石メ|1 角谷 青木 村松 藤井 奥野

燕一槍―鷲羽岳―水晶岳一黒部五郎岳―薬師岳

。第 1回 トレーニング山行 白山 6/27～ 28

L未定

。第 2回訃レーニング山行 白山

L未定

*南アルプスパーティー 8泊 9日  8月上旬

L市山 SL得田 長谷川 矢内 久保寺 大西 西脇 伊澤

塩見岳―農鳥岳―間ノ岳一北岳―仙丈―甲斐駒 ヶ岳

・第 1回 トレーニング山行 赤兎山 6,27～ 28

L市山 SL得田

・第 2回 トレーニング山行 白山

L矢内

t\ f ? 7

矢田部

芝
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